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序

　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、坂東太郎として名高い利根川や詩情豊

かな広瀬側が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた美しい県都です。

　前橋市域は古代より豊かな文化があふれる地であり、東日本でも際だった内容を示し

ています。今から約2万8千年前の旧石器を始めとして、10基を数える国指定の古墳、

関東の華とうたわれた前橋城に関するもの等多くの文化財が残されています。

　自然環境に恵まれたこの地では、古代からの人々の生活の跡が市内ほぼ全域にわたり

残されています。古代の人々が暮らした家の跡や使用した石器や土器などの道具、水田

跡なども多く、周辺の埋蔵文化財発掘調査によって多くの新しい知見が集積されていま

す。

　今年度調査を行いました元総社小見内W遺跡は、前橋市の西部、国府推定域のわずか

西の外れに位置します。国府に直接関連すると思われる構造物、道路、溝などの検出は

されませんでしたが、住居跡、通路を伴う溝跡、土坑墓などが検出され、国府と国分二

寺を結ぶ地域の律令期以前、律令期、律令期以後の集落の変遷を考える上で貴重な資料

を得ることができました。

　発掘調査にあたり、ご理解とご協力を賜りました市関係部局、地元関係者の方々、酷

暑の中調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げます。本報告書が市史究明の

一助となることを祈念して序といたします。

平成15年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長　阿部明雄
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例 口

1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社小見内IV遺跡発掘調査報告書であ

　るQ
2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3．発掘調査の要項は次のとおりである。

調　査　場　所

発掘調査期間
整理・報告書作成期間

発掘・整理担当者

群馬県前橋市元総社町地内

平成14年6月4日～平成14年11月22自

平成14年11月25日～平成15年3月25日

齊木一敏・高坂麻子（発掘調査係員）

4．本書の原稿執筆・編集は齊木・高坂が行った。

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

　石井春江・佐藤佳子・品川成夫・下境弥・下境米治・神馬宏明・冨岡和子・内藤旭・内藤よし

　中島利夫・西山勝久・西山光彩・萩原和子・増澤恵美子・峰岸あや子

6．発掘調査で出土した遺物は、本発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財

　保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は、座標北である。

2．挿図に国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋）と1／2，500前橋市

　現形図を使用した。

3．本発掘調査の略称は、14A114である。

4．本遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡　　B…掘立柱建物跡　　丁…竪穴状遺構

　W…溝跡　　D…土坑　　P…柱穴　　1…井戸跡　　A…道路状遺構　　D…土坑墓

・5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　全体図…1／200・1／100・1／60住居跡・掘立柱建物跡・竪穴状遺構・溝跡・溝状遺構・土坑・

　　　柱穴・井戸跡・道路状遺構・周溝状遺構・土坑墓・土器埋納遺構・不明遺構…1／60　竈…1／30

　遺物　土器…1／3　カワラケ・ミニチュア…1／2瓦…1／4古銭…1／2鉄器・鉄製品…1／2

　　　　臼玉…1／1　石斧・砥石…1／3　石鎌…2／3

6．計測値については、（　），は現存値、［　］は復元値を表す。

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示す。

　○は締まり・粘性あり、△は締まり・粘性ややあり、×は締まり・粘性なしを表す。

8．遺構平面図の一一一一一一は推定線、一一一一一一一は切られるが存在する面を表す。

9．遺構平面図の●は土器、■は瓦、△は古銭、▲は鉄製品、□は石器・石製品の出土位置を表す。

10．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

遺構断面図構築面…懸
　　　　　粘　　土…醗醗鑛
遺物実測図　須恵器断面…

　　　　　灰紬陶器断面…懸
　　　　　内　　黒…睡睡翻
　　　　　スス付着…羅蟹翻

焼 土…匿璽嚢翌

灰紬陶器表面…匿嚢茎翻

青磁断面…薩雛擁鍵魏

黒色土器…圏
　　漆　…醗羅醗1
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Fig。1　元総社蒼海遺跡群位置図



1　調査に至る経緯

　本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業実施に伴い調査され、3年目にあたる。本調査

地は、周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

　平成14年5月1日付けで、前橋市長　萩　原　弥惣治より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織で

ある前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄に対し、調査実施を通知し、調査団はこれを受諾した。平成

14年5月24日、調査依頼者である前橋市長　萩　原　弥惣治と前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄

との間で、本発掘調査の委託契約を締結し、6月4日に現地での発掘調査を開始するに至った。

　なお、遺跡名称「元総社小見内IV遺跡」（遺跡コード：14A114）の「小見内」は旧地籍の小字名を採用し、ロ

ーマ数字の「IV」は過年に実施した調査と区別するために付したものである。

1　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）、東部の広瀬川低地帯（洪積低地）、そして南部の現利根

川氾濫原の四つの地域に分けられる。

　本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推

定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比

高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

　本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3．6㎞の地点、前橋市元総社町地内に所在している。南へ約

0．8kmの所に上野国総社神社があり、西へ約0．4kmの所には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の

南側には国道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、こ

れらの幹線道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入っ

たところに位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。

2　歴史的環境

　本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連を窺わせる総社古墳群と山王廃

寺、古代政治文化の中心地であった上野国府・国分寺、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築

かれたとされる蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と

続いてきた歴史を物語る多くの新しい知見が集積されている。

1



　縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。

　弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。

　古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡の主に北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するもの

には、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ石室を

もつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考えら

れ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳

期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。この寺の塔心礎や石製鴎尾、根巻石等の石造物群は、宝塔

山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この寺は

上野地域を治めていた「上野毛氏」の私寺であり、この古墳群には「上野毛氏」一族が葬られているとも考えら

れている。これらから、この地が「車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能していた様

子が窺える。

　奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済

的・文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をも

つ国府は、元総社地区に置かれたとされる。

　国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や、「國厨」・「曹

司」・「国」・「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡、律令期の掘立柱建物跡と考え

られる柱穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可能にした大規模な東西方向の溝跡が検

出された閑泉樋遺跡と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東外郭線が想定

されるに至った。さらに、元総社小見内皿遺跡からは、国分尼寺の東南隅から国府に向かうと思われる溝跡が検

出されている。この遺跡からは官人の用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）も出土し、国府について考え

るうえで貴重な資料となっている。　　　　璽

　国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本

格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分尼寺の

調査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分

僧寺・尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘建柱建物跡群が検出されている。

　また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1．5km南の地点にN－64。一E方向の東山道（国府ルート）がある

ことが推定される。また、日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構脅国府方面へ延長したもの

である。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。

　中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての

機能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城

の縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。

　このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続

的に本地域の発掘調査が行われていく。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。
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Fig．2周辺遺跡図

3



Tab．1　元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表

番号 遺　　跡　　名 調査年度 時　代　：　主　な　遺　構　・　出　土　遺　物

1 元総社小見内IV遺跡 2002 本遺跡

2 上野国分寺跡（県教委） 1980 奈　　　良：金堂基壇、塔基壇

1988

3 上野国分尼寺跡 1999） 奈　　　良：西南隅・東南隅築垣

4 山王廃寺跡 （1974 古　　　墳：塔心礎、根巻石

5 東山道（推定

6 日高道（推定）

7 王山古墳 1972 古　　　墳：前方後円墳　6C中）

8 蛇穴山古墳 1975 古　　　墳：方墳（8C初）

9 稲荷山古墳 1988 古　　　墳：円墳（6C後半）
10 愛宕山古墳 1996 古　　　墳：方墳（7C初）
11 総社二子山古墳 未調査 古　　　墳：前方後円墳（6C末～7C初）
12 遠見山古墳 未調査 古　　　墳：前方後円墳（5C後半〉
13 宝塔山古墳 未調査 古　　　墳：方墳（7C末）
14 元総社小学校校庭遺跡 1962 平　　　安：掘立柱建物跡、柱穴群、周濠跡
15 産業道路東遺跡 1966 縄　　　文：住居跡
16 産業道路西遺跡 縄　　　文：．住居跡

17 中尾遺跡（事業団） 1976 奈良・平安：住居跡
18 日高遺跡（事業団） 1977 弥　　　生：水田跡、方形周溝墓、住居跡、

木製農耕具
平　　　安：条里制水田跡

19 正観寺遺跡1～IV（高崎市） 1979 弥　　　生：住居跡
～ 古　　　墳：住居跡

1981 奈良・平安：住居跡
中　　　世：溝跡

20 上野国分僧寺・尼寺中間地域 1980 縄　　　文：住居跡、配石遺構
～ 弥　　　生1住居跡、方形周溝墓

1983 古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡
中　　　世：掘立柱建物跡、溝状遺構、道路状遺構

21 清里南部遺跡群 1980 縄　　　文：ピット
清里南部遺跡群皿 奈良・平安：住居跡、溝跡

22 中島遺跡 1980 奈良・平安：住居跡
23 下東西遺跡（事業団） 1980 縄　　　文：屋外埋甕

～ 弥　　　生：住居跡
1984 古　　　墳：住居跡

奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡、柵列
中　　　世：住居跡、、溝跡

24 国分境遺跡（事業団） 1990 古　　　墳：住居跡
奈良・平安＝住居跡

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　『　　　一　　　一　　　冊　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　柄　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　口　　　噌　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　四　　　一　　　補　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　幅　　　一　　　需　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　噌　　　ロ　　　ー　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

国分境H遺跡 1991 古　　　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

一　　　｝　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　剛　　　閂　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　四　　　昌　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　噌　　　｝　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 “　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　騨　　　噌 一　　圃　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　騨　　一　　一　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　閣　　輯　　胃　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　柄　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　『　　騨　　一　　旧　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　『　　一　　一　　一　　一　　一

国分境皿遺跡（群馬町） 1991 古　　　墳二住居跡
奈良・平安：住居跡、畠跡
中　　　世：土坑墓

25 元総社明神遺跡　1～X皿 1982 古　　　墳：住居跡、水田跡、堀跡
～ 奈良・平安：住居跡、溝跡、大形人形

1996 中　　　世：住居跡、溝跡、天目茶碗
26 北原遺跡（群馬町） 1982 縄　　　文：土坑、集石遺構

古　　　墳：水田跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡

27 鳥羽遺跡（事業団） 1978 古　　　墳：住居跡、鍛冶場跡
～1983 奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡（神殿跡）

28 閑泉樋遺跡 1983 奈良・平安：溝跡（上幅6．5～7m、下幅3．24m、深さ2m〉
29 柿木遺跡 1983 奈良・平安：住居跡、溝跡

一一一一『一一一一一一一一需一一一一一一一騨”一一一一一一一一贈回闇一
一　　　一　　　一　　　一　　　ロ　　　ー　　　暢　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

柿木H遺跡 1988
30 草作遺跡 1984 古　　　墳：住居跡

平　　　安：住居跡
中　　　世：井戸跡（蒼海城に伴う〉

31
購　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　’　　　一　　　嗣　　　需

弥　　　生＝住居跡一　　一　　一　　一　　一　　目　　一　　輔　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　印　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　r　　一　　補　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　隅　　臼　　輯　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　騨　　『　　噌　　榊　　一　　一　　一

平　　　安：住居跡n　　r　　一　　一　　ρ　　一　　一　　一　　一　　一　　陶　　n　　同　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　口　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　』　　』　　榊　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　騨　　一　　榊　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

総社桜ヶ丘H遺跡 1987 奈良・平安●住居跡
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番号 遺　　跡　　名 調査年度 時　代　：　主　な　遺　構　・　出　土　遺　物

32 閑泉樋南遺跡 1985 古　　　墳：住居跡　鬼高期
良・平安：溝跡

33 後疋間遺跡　1～皿（群馬町） 1985

1987

古　　　墳二住居跡
良・平安：住居跡
　　　世：道路状遺構

34 塚田村東遺跡　群馬町） 1985 平　　　安：住居跡
35 寺田遺跡 1986 平　　　安：溝跡、木製品
36

988
奈良・平安：住居跡

37
敷H遺跡 995

古　　　墳＝住居跡
　　　安：住居跡
　　　世：堀跡、石敷遺構

38 大友屋敷H・皿遺跡 1987 古　　　墳：住居跡
　　　安：住居跡、溝跡、地下式土坑

39 堰越遺跡 1987 奈良・平安：住居跡、溝跡
40 堰越1遺跡 1988 平　　　安：住居跡
41 昌楽寺廻向遺跡・1遺跡 1988 奈良・平安：住居跡
42 村東遺跡 1988 古　　　墳：住居跡、溝跡

良・平安：住居跡
　　　世：堀跡

43 熊野谷遺跡

野谷H・皿遺跡

1988

989

縄　　　文二住居跡

　　　安：住居跡
44 元総社寺田遺跡1～皿

事業団〉

1988

1991

古　　　墳：水田跡、溝跡
良・平安：住居跡、溝跡、人形、斎串、墨書土器
　　　世：溝跡

45
弥勒遺跡一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　柄　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　り　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　騒　　　『　　鴫　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一

勒H遺跡 995
古　　　墳：住居跡

　　　安：住居跡
46 大屋敷遺跡1～VI 1992

2000

縄　　　文：住居跡
　　　墳：住居跡
良・平安：住居跡
　　　世：掘立柱建物跡、地下式土坑、溝跡

47 元総社稲葉遺跡 1993 縄　　　文：土坑
　　　安：住居跡、瓦塔

48 上野国分寺参道遺跡 1996 古　　　墳：住居跡
　　　安：住居跡

49 大友宅地添遺跡 1998 平　　　安：水田跡
50 総社閑泉明神北遺跡

社閑泉明神北∬遺跡

1999

001

古　　　墳：畠跡、水田跡、溝

　　　墳：住居跡、溝跡
　　　安：住居跡溝跡

51 元総社宅地遺跡1～23トレンチ 2000 古　　　墳：住居跡
　　　安：住居跡、掘立柱建物跡、鍛冶場跡、溝跡、

　道路状遺構
　　　世：溝跡
　　　世：住居跡、　（五輪塔の一部、椀類）

52 元総社小見遺跡 2000 縄　　　文：住居跡
　　　墳：住居跡
良・平安：住居跡、掘建柱建物跡、溝跡、

　道路状遺構
53 元総社西川遺跡（事業団） 2000 古　　　墳：住居跡、畠跡

良・平安：住居跡、溝跡
54 総社甲稲荷塚大道西遺跡

社甲稲荷塚大道西H遺跡

2001

001

奈良・平安：住居跡、溝跡

　　世：畠跡

　　　墳：住居跡、

良・平安：住居跡、溝跡
　　　世：溝跡

55 元総社小見内皿遺跡 2001 古　　　墳：住居跡、溝跡
良・平安＝住居跡、掘建柱建物跡、溝跡
　　　世：掘建柱建物跡、溝跡

※年代の（　）は調査開始年度。
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皿　調査方針と経過

1　調査方針

委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、本調査が必要とされた地域

（1，924㎡）である。グリッドについては、4mピッチで西から東へX89、X90、X91…と、北から南へY94、Y

95、Y96…と付番し、グリッドの呼称は北西杭の名称を使用した。

本遺跡のX125・Y130の公共座標は次のとおりである。

　第　IX　系　　　X＝＋43834．907　　　　　　Y＝一71991．757　（新座標）

　　　　　　　　　X＝＋43480．000　　　　　　Y＝一71700．000　（旧座標）

　緯度36023’21”．2995　経度139。02／02”．3983
　子午線収差角　　　28！27”．3　　　　　　　増　大　率　　　0．999963

　調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で行った。

　図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竈は1／10の縮尺で作成し

た。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。’

2　調査経過

　本発掘調査は6月4日より現地調査を開始した。A区は直前まで農作物が栽培されていたことや住宅密集地に

位置しているため狭い進入路しか確保できず、重機（バックフォー0．4㎡〉で表土掘削を行った。それと平行し

て、鋤簾による遺構確認を行った。20日に杭打ちを行い、遺構の掘下・精査に入った。当初、住居跡を把握する

のに苦労したものの、住居跡の軒数は少ないと見込まれたため調査は順調に進むかに思えたが、溝跡等から合計

8体もの人骨が出土し、調査作業や事務処理に時間を要した。6月20日には、中学生が体験学習に現場を訪れ、

発掘・整理作業を経験して帰校した。その後、調査は順調に進み、7月18日、ハイライダサで調査区全景の写真

撮影を行い、A区の調査を終了した。二面目の確認トレンチを入れた後、重機（バックフォー0．4㎡）で埋め戻

しを行った。

　7月22日よりB区の調査に移った。B区は手作業により雑草を除去した後、重機（バックフォー0．4㎡）で表

土掘削を行った。鋤簾による遺構確認後、遺構掘下・精査に入った。9月下旬から10月初旬にかけ二度の台風に

見舞われ調査区が水没したため、、調査は中断、水抜き作業及び室内作業を余儀なくされた。10月4日、ハイライ

ダーによる調査区全景の写真撮影を行い、B区を一旦終了した。その後、二面目の確認トレンチを入れたところ、

新たに竪穴住居跡3軒を確認したため、再度掘り下げ調査を行った。B区の埋め戻しは10月8日に全て終了した。

　10月3日よりC区の調査を開始した。B区と同じく重機（バックフォー0．4㎡）で表土掘削を行った後、鋤簾

による遺構確認後、遺構掘下・精査に入った。調査区全景の写真撮影はハイライダーを設置する場所がなく、土

山の上から脚立を用いて行った。11月7日、重機（バックフォー0．25㎡〉を用いてC区の埋め戻し作業が終了し

た。

　D区の調査は、C区の埋め戻し作業と並行し、11月6日より開始した。D区は調査面積が大変狭いため、重機

（バックフォー0．25㎡）塗用い、表土掘削を行った。鋤簾による遺構確認後、遺構掘下・精査を行った結果、調

査区を南北に走る溝跡が検出された。全景撮影の後、埋め戻しを行い、12日にすべての調査を終了した。その後、

13日より10日間、現場事務所において土器洗いや図面整理等を行った。2！日には、中学生が体験学習に現場を訪

れ、整理作業を経験して帰校した。22日より文化財保護課に戻り、遺物、図面、写真等の整理作業に取り組んだ。

年が明けた1月24日にも中学生が体験学習に訪れ、整理作業を体験し帰校した。その後も整理作業を続行し、3

月25日までにすべての作業を完成させる運びとなった。
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IV
基本層序

本遺跡地内の地層の堆積は、下記のとおりである。

1A区基本層序 1

H

1灰黄褐色粗砂層（10YR5／2）××現耕作土

H黒褐色粗砂層　　（10YR3／2）○×　As－B混土

皿黒褐色細砂層　　（10YR2／2）○△As－C・H：r－F　P含む

IV黒色細砂層　　（10YR2／1）○O　As－Cを皿層より多量に含む

Vにぶい黄褐色微砂層（10YR4／3〉○O　IV層とVI層の漸移層、

　　　　　　　　　　　白色軽石を含む（地山）

V【褐色微砂層　　　（10YR4／4）○○　ローム層（地山）

皿

】V

V

V［

Fig。4　A区標準土層

1

2B区基本層序 H

1黒褐色粗砂層

H黒褐色細砂層

皿黒褐色粗砂層

IV黒褐色細砂層

V黒色微砂層

VI褐灰色微砂層

（10YR3／2）○×　現耕作土

（10YR3／2）○×　白色軽石・As－B含む

（10YR3／1）○×　As－B混土層

（10YR3／2）○O　As－C・Hr－FP混じる

（10YR2／1）○○粘質土（地山）

（10YR4／1）○○粘質土（地山）

皿

】V

V

V［

Fig。5　B区標準土層

3C区基本層序

1
1灰黄褐色粗砂層（10YR4／2）○×現耕作土

1　にぶい黄褐色粗砂層　（10YR5／3）△×　As－C・Hr－F　P・As－B

　　　　　　　　　　　わずかに含む
皿黒褐色粗砂層

IV黒色粗砂層

V黒褐色細砂層

VI黒褐色細砂層

皿黒褐色細砂層

皿褐灰色細砂層

（10YR3／1）△×As－C・Hr－F　P・As－B含む

（10YR2／2）△×As．C・Hr－F　P含む

（10YR3／1）△○　白く細かい軽石含む

（10YR3／2〉△O　As－C・H：r－F　P含む

（10YR2／2〉×○上部にAs－Cを含む

（10YR4／1）×○漸移層（地山）

H

皿

IV

V　　　　　　　　　　　　皿
w

／
源

lX明黄褐色細砂層（10YR7／6）○ムローム層（地山）

lX

Fig．6　c区標準土層

　　　0　　　 1：20　　　3m
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V　遺構と遺物

1　竪穴住居跡
　（住居跡の出土遺物の項目については、遺構の重複からどの住居跡の遺物か特定できないものがあるため、所

属する住居跡が特定でき本報告書で図示した遺物のみの記述とした。〉

H－1号住居跡（Fig．13、P　L．1〉

位置　X126・127、Y132～134グリッド　主軸方向　（N－87。一E）　形状等　（方形）。東西（1．38〉m、

南北4．50m、壁現高（4．75）cmを測る。　面積　　（4．75）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。　竈　東壁南隅

より検出され、主軸方向N－1100－Eであり、全長80cm、最大幅73cm、焚口部幅37cmを測る。構築材として、

灰白色粘土を使用している。　重複W－3と重複し、新旧関係は本遺構→W－3の順である。　出土遺物　図

示した遺物なし。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀後半ぐらいと考えられる。

H－2号住居跡（Fig．13・14、P　L．1・2）

位置　X126・127、Y130～132グリッド　主軸方向　　（：N－630－E）　形状等　　（方形）。東西（4．14）m、

南北4．03m、壁現高60cmを測る。　面積　　（11．90）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。周溝有。P6（長軸×

短軸×深さ、形状：21×18．5×22cm、円形〉とP7（長軸×短軸×深さ、形状：21×18×28cm、円形）の2基を

検出した。P6・P7は南壁側中央に位置し、入口のはしごの柱を埋めた柱穴だと思われる。　竈　東壁中央南

寄りより検出され、主軸方向N－71。一Eであり、全長148cm、最大幅107cm、焚口部幅45cmを測る。構築材とし

て、灰白色粘土を使用している。　重複　H：一3と重複し、新旧関係は本遺構→H：一3の順である。　出土遺物

須恵器蓋1点、土師器」不7点、須恵器」不1点、須恵器摺鉢1点、土師器大甕2点を図示した。　備考　埋土の土

層にあまり相違が見られず一度に埋められたと思われ、ロームのブロックが全体に含まれる。時期は埋土や出土

遺物から7世紀終末から8世紀初頭と考えられる。

H－3号住居跡（Fig．13・14、P　L．2）

位置　X126・127、Yl30・131グリッド　主軸方向　　［N－67。一E］　形状等　　［長方形］。東西（4．32）m、

南北5．23m、壁現高60cmを測る。　面積　　［22．72］㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。　竈　東壁中央より

検出され、主軸方向N－720－Eであり、全長232cm、最大幅149cm、焚口部幅37cmを測る。構築材として、灰白

色粘土、川原石の両袖石を使用している。　重複　H－2と重複し、新旧関係はH－2→本遺構の順である。

出土遺物　須恵器蓋1点、土師器圷6点、須恵器」不1点、土師器台付甕1点、長胴甕1点、石斧（流れ込み）1

点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀中葉ぐらいと考えられる。

H－4号住居跡（Fig．15、P　L．2）

位置　X123～125、Y129・130グリッド　主軸方向　N－58。一E　形状等　正方形。東西4．10m、南北3．77m、

壁現高49．5cmを測る。　面積　　［13．35］㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。周溝有。　竈　東壁中央南寄り

より検出され、主軸方向N－60。一Eであり、全長86cm、最大幅64cm、焚口部幅44cmを測る。構築材として、灰

白色粘土、凝灰岩載石の両袖石、天井石を使用している。　重複　1号周溝状遺構と重複し、新旧関係は本遺構

→1号周溝状遺構の順である。　出土遺物　須恵器蓋1点、土師器圷3点、須恵器高台椀1点を図示した。　備

考時期は埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。
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H－5号住居跡（Fig．15、P　L．2）

位置　X125、Y129グリッド　主軸方向　［N－80。一E］　形状等　［長方形］。東西［3．26］m、南北［2．78］

m、壁現高44．5cmを測る。　面積　　［7．39］㎡　床面　ほぼ平坦で、部分的に堅緻な貼床面。　竈　東壁中央南

寄りより検出され、主軸方向：N－88。一Eであり、全長79cm、最大幅65cm、焚口部幅43cmを測る。構築材として、

灰白色粘土、凝灰岩裁石を使用している。　・重複　1号周溝状遺構、T－2と重複し、新旧関係は本遺構→1号

周溝状遺構・T－2の順である。　出土遺物　土師器圷1点、須恵器高台椀1点を図示した。　備考　時期は埋

土や出土遺物から9世紀代と考えられる。

H－6号住居跡（Fig．16、P　L．2）

位置　X128・129、Y130グリッド　主軸方向　（N－83。一E〉　形状等　（長方形）。東西3．81m、南北（1．06）

m、壁現高58cmを測る。　面積　（3．24）㎡床面ほぼ平坦で堅緻な貼床面。P6（長軸×短軸×深さ、形

状：34×（27）×30cm、円形）の1基を検出した。　竈　（東壁）より検出され、主軸方向（：N－83。一E）で

ある。構築材として、灰白色粘土を使用している。　重複　D－28と重複し、新旧関係は本遺構→D－28の順で

ある。　出土遺物　須恵器蓋1点、土師器圷3点、土師器鉢1点を図示した。備考　時期は埋土や出土遺物から

9世紀前半と考えられる。

H－7号住居跡 欠番

H－8号住居跡（Fig．16、P　L．3〉

位置　X129・130、Yl28・129グリッド　主軸方向　N－115。一W形状等正方形。東西3．35m、南北3．38

m、壁現高79cmを測る。　面積　10．32㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。　竈　西壁南寄りより検出され、

主軸方向N－830－Eである。構築材として、灰白色粘土を使用している。　重複　D－24と重複し、新旧関係

は本遺構→D－24の順である。　出土遺物曽土師器圷1点、石鍍（流れ込み）1点を図示した。　備考　埋土の

土層にあまり相違が見られず一度に埋められたと思われ、土層は礫及びロームのブロックが全体に含まれる。遺

物はわずかに出土するにとどまり、竈についても焼けた痕跡が少ない。時期は埋土や出土遺物から8世紀中葉か

ら後半と考えられる。

H－9号住居跡（Fig．17、P　L．3）

位置　X130、Y130グリッド　主軸方向　　（N－65。一E）　形状等　　（方形）。東西3．40m、南北（2．28）m、

壁現高78cmを測る。。 積　　（4．97）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。周溝有。　出土遺物　土師器圷1点

を図示した。　備考　H－8と同様、土層にあまり相違が見られず一度に埋められたと思われ、礫及びロームの

ブロックが全体に含まれる。遺物はわずかに出土するにとどまった。時期は埋土や出土遺物から8世紀中葉から

後半と考えられる。

H－10号住居跡（Flg．17、P　L．3）

位置　X133・134、Yl28・129グリッド　主軸方向　［N－99。一E］　形状等　［長方形］。東西［4．46］m、

南北［3．59］m、壁現高41．5cmを測る。　面積　　［14．25］㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。P6（長軸×短

軸×深さ、形状：114×84×10cm、楕円形）の1基を中央部から検出した。P6の埋土に焼土の固まりや灰が混じ

っていることから、掘りくぼめて火を焚いていた可能性有。　竈　撹乱されていたため推定であるが、［東壁南

寄り］より検出され、主軸方向［Nr83。一E］であると思われる。構築材として、灰白色粘土、凝灰岩裁石を
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両袖石と天井石に使用していたと思われる。　重複W－4と重複し、新旧関係は本遺構→W－4の順である。

出土遺物　灰紬陶器高台皿1点、須恵器高台椀2点、須恵器羽釜4点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺

物から10世紀後半と考えられる。

H－11号住居跡（Fig．17、P　L．3）

位置　X132・133、Y128グリッド　主軸方向　　（N－66。一E）　形状等　　（方形）。東西（2．76）m、’南北

（L13）m、壁現高44cmを測る。　面積　　（1．13）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。　竈　　（西壁南寄り）

より検出され、主軸方向（N－74。一W）である。構築材として、灰白色粘土を使用している。　出土遺物　土

師器圷2点を図示した。備考時期は埋土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。

H－12号住居跡（Fig．18、P　L．3）

位置　X108、Yl31グリッド　主軸方向　　（：N－82◎一：E）　形状等　　（方形）。東西2．93m、南北（LO6）m、

壁現高42cmを測る。　面積　　（2．42）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻を貼床面。　出土遺物　土師器杯2点、須恵器

大甕1点を図示した。備考　時期は埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

H－13号住居跡（Fig．18、P　L．3）

位置　X107・108、Y130・131グリッド　主軸方向　［N－83。一E］　形状等　［長方形］。東西3．85m、南

北［2．22］m、壁現高30cmを測る。　面積　　（7．77）㎡　床面　貼床面確認できず。P6（長軸×短軸×深さ、

形状：（80）×70×（60．5）cm、楕円形、貯蔵穴）の1基を検出した。　竈　東壁中央南寄りより検出され、主

軸方向N－91。一Eであり、全長67cm、最大幅70cm、焚口部幅48cmを測る。　重複　H－14と重複し、新旧関係

はH－14→本遺構の順である。　出土遺物　土師器圷1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世

紀後半と考えられる。

H－14号住居跡（Fig．18、P　L．4）

位置　X106～108、Y130・131グリッド　主軸方向　　（：N－104。一E）　形状等　　（長方形）。東西5．42m、南

北（3。62〉m、壁現高41cmを測る。　面積　　（15．73）㎡　床面　ほぼ平坦な貼床面。貼り床は確認できたが湿

った地形のせいかはっきりした張りは確認できず。　竈西壁南寄りより検出され、主軸方向N－111。一Wで

あり、全長93cm、最大幅76cm、焚口部幅24cmを測る。構築材として、灰白色粘土を使用している。　重複　H－

13と重複し、新旧関係は本遺構→H－13の順である。　出土遺物　須恵器蓋1点、土師器」不4点、土師器甕3

点、土師器長胴甕2点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

H－15号住居跡（Fig．19、P　L．4）

位置　X103・104、Y130・131グリッド　主軸方向　　（N－67。一E）　形状等　　（長方形）。東西3．50m、南

北（4．62）m、壁現高48cmを測る。　面積　　（12．90）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。周溝有。P6（長

軸×短軸×深さ、形状：29×22×10．5cm、楕円形）、P7（長軸×短軸×深さ、形状二19×16×13．5cm、円形）、

P8（長軸×短軸×深さ、形状：28×27×8．5cm、円形）、P　g（長軸×短軸×深さ、形状：31×28×17cm、円形）

の4基を検出した。P6とP7は南壁側中央に位置し、入口のはしごを埋めた柱穴だと思われる。　竈　（東壁）

より検出され、主軸方向N－64。一Eであり、全長96cm、最大幅111cm、焚口部幅40cmを測る。構築材として、

灰白色粘土、凝灰岩裁石の両袖石を使用している。　重複　丁一一7と重複し、新旧関係はT－7→本遺構の順で

ある。　出土遺物　土師器圷3点、須恵器高台椀1点を図示した。　備考　周溝と住居跡の壁が一致しない箇所
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があり、作り替えている可能性有。時期は埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

H－16号住居跡（Rg．19、P　L．4）

位置　X97・98、Y132グリッド　主軸方向　　（N－85。一E）　形状等　　（不整形）。東西（3．21〉m、南北

（9．90）m、壁現高20cmを測る。　面積　　（2．22）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　重複　2号周溝状遺構と重複

し、新旧関係は本遺構→2号周溝状遺構の順である。　出土遺物　須恵器」不1点を図示した。　備考’時期は埋

土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。

H－17号住居跡（Fig．19、P　L．4）

位置　X103・104、Y132グリッド　主軸方向　　（N－78。一E）　形状等　　（方形〉。東西（2．72）m、南北

（0．47）m、壁現高35cmを測る。　面積　　（0．73）㎡　床面　ほぼ平坦な貼床面。　出土遺物　須恵器高台椀1

点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から10世紀代と考えられる。

H－18号住居跡（Fig．20、P　L．4・5）

位置　X101～103、Y130・131グリッド　主軸方向　　（N－840－E）　形状等　　（方形）。東西4．15m、南北

（4．09）m、壁現高48．5cmを測る。　面積　　（18．03）㎡　床面　ほぼ平坦で、部分的に堅緻な貼床面。　竈

（東壁中央）より検出され、主軸方向：N－99。一Eであり、全長89cm、最大幅47cm、焚口部幅32cmを測る。構築

材として、灰白色粘土、瓦を使用している。　重複　H－19と重複し、新旧関係はH－19→本遺構の順である。

出土遺物　須恵器水注1点、須恵器蓋1点、須恵器」不1点、須恵器高台椀1点、須恵器鉢1点、須恵器羽釜2点、

瓦1点、刀子1点を図示した。備考　時期は埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。

＼ H－19号住居跡（Fig．20、P　L．5）

位置　XlOl・102、Y131・132グリッド　主軸方向　　［N－36。一E］　形状等　　［正方形］。東西（4．77）m、

南北4．47m、壁現高48cmを測る。　面積　［19．60］㎡床面　ほぼ平坦な床面。　竈北壁中央東寄りより検

出され、主軸方向：N－41。一Eであり、全長131cm、最大幅52cm、焚口部幅12cmを測る。構築材として、灰白色

粘土を使用している。　重複　H－18と重複し、新旧関係は本遺構→H－18の順である。　出土遺物　須恵器蓋

2点、土師器圷2点、須恵器圷1点、須恵器高台椀2点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から8世紀

後半と考えられる。

H－20号住居跡（Fig．21、：P　L．5）

位置　X90・91、Y132グリッド　主軸方向　　［：N－920－El　形状等　　［長方形］。東西［1．90］m、南北

［2．35］m、壁現高29cmを測る。　面積　　［3．94］㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　東壁南寄りより検出され、

主軸方向［N－106。一E］であり、全長［42］cm、最大幅［47］cm、焚口部幅29cmを測る。構築材として、瓦

と石を袖、支脚石に使用している。　重複　H－21・28と重複し、新旧関係はH－21→H－28→本遺構の順であ

る。　出土遺物　須恵器圷1点、須恵器高台椀1点、須恵器鉢1点、須恵器羽釜1点を図示した。　備考　時期

は埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

H－21号住居跡（Rg．21、P　L．5）

位置’X91、Y131・132グリッド　主軸方向　　［N－102。一E］　形状等　　［長方形］。東西［2．95］m、南北

（3．39〉m、壁現高48．5cmを測る。　面積　　（6．47）㎡　床面　ほぼ平坦で、織部分的に堅緻な貼床面。　竈　東
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壁南寄りより検出され、主軸方向N－94。一Eであり、全長92cm、最大幅69cm、焚口部幅43cmを測る。構築材と

して、灰白色粘土を使用している。　重複　H－20・28と重複し、新旧関係は本遺構→H－28→H－20の順であ

る。　出土遺物　須恵器∫不1点、須恵器高台椀1点、須恵器羽釜2点、瓦3点を図示した。　備考　時期は埋土

や出土遺物から10世紀前半と考えられる。

H－22号住居跡（Fig．22、P　L．5・6）

位置　X92・93、Yl3！・132グリッド　主軸方向　（N－81。一E）　形状等　　（方形）。東西3．57m、南北

（3．06）m、壁現高32cmを測る。　面積　　（9．70）㎡　床面　ほぼ平坦で、部分的に堅緻な貼床面。P5（長

軸×短軸×深さ、形状144×30×10．5cm、楕円形、貯蔵穴）の1基を検出した。　竈　　（東壁南寄り）より検出

され、主軸方向：N－88。一Eであり、全長132cm、最大幅88cm、焚口部幅25cmを測る。構築材として、灰白色粘

土、川原石の両袖石を使用している。　重複　H－23と重複し、新旧関係はH－23→本遺構の順である。　出土

遺物　土師器」不1点、須恵器高台椀1点、須恵器壷1点、須恵器羽釜2点、瓦1点を図示した。　備考時期は

埋土や出土遺物から10世紀末から11世紀初頭と考えられる。

H－23号住居跡（Fig．22、P　L．6・7）

位置　X93・94、Yl31・132グリッド　主軸方向　（N－86。一E）　形状等　　（長方形）。東西3．40m、南北

（4．05）m、壁現高40cmを測る。　面積　　［12．30］㎡　床面　ほぼ平坦な貼床面。竈左脇に地山を利用した物を

置くのに使ったと思われる台があり、南壁にも地山を利用した出入口に使ったと思われる台が有。P5（長軸×

短軸×深さ、形状：68×57×25．5、楕円形、貯蔵穴）の1基を検出した。　竈　東壁南寄りより検出され、主軸

方向N－87。一Eであり、全長132cm、最大幅78cm、焚口部幅43cmを測る。構築材として、灰白色粘土、両袖石、

支脚石を使用している。　重複　H－22・30・31・32と重複し、新旧関係はH－30→本遺構→H－22、H－32→

H－31→本遺構の順である。　出土遺物　須恵器圷2点、須恵器高台椀1点、須恵器壷1点を図示した。　備考

時期は埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

H－24号住居跡（Fig．23、P　L．6〉

位置　X88・89、Yl33・134グリッド　主軸方向　（N－9f－E）　形状等　（方形）。東西（2．25）m、南

北3．74m、壁現高48cmを測る。　面積　　（6．72）㎡　床面　ほぼ平坦な貼床面。P5（長軸×短軸×深さ、形状：

75×54×16．5）cm、楕円形、貯蔵穴）1基を検出した。　竈　東壁南寄りより検出され、主軸方向：N－920－

Eであり、全長97cm、最大幅58cm、焚口部幅42cmを測る。　重複　H－25・29、D－79と重複し、新旧関係は

H－25→本遺構→H－29の順である。　出土遺物　灰粕陶器小瓶1点、須恵器」不1点、須恵器高台椀1点、灰紬

陶器高台椀1点、灰紬陶器壷1点、須恵器羽釜1点、瓦2点、臼玉1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土

遺物から10世紀後半と考えられる。

H－25号住居跡（Fig．23、P　L．6〉

位置　X88、Y133・134グリッド　主軸方向　（N－7。一W）　形状等　　（方形）。東西（0．98）m、南北

（3．11）m、壁現高45．5cmを測る。　面積　　（1．48〉㎡　床面　ほぼ平坦な貼床面。　重複　H－24・29と重複

し、新旧関係は本遺構→H－24→H－29の順である。　出土遺物　須恵器圷2点、須恵器羽釜1点、須恵器大甕

1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物からIO世紀後半と考えられる。
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H－26号住居跡（Fig．24、P　L．6）

位置　X89・90、Y131・132グリッド　主軸方向　［：N－88。一E］　形状等　［正方形］。東西［2．84］m、

南北［2．49］m、壁現高34cmを測る。　面積　［6．04］㎡床面ほぼ平坦な貼床面。　竈東壁南寄りより検

出され、主軸方向［N－88。一E］であり、全長73cm、最大幅［70］cm、焚口部幅［181cmを測る。構築材とし

て、灰白色粘土を使用している。　重複　H－27と重複し、新旧関係はH－27→本遺構の順である。　出土遺物

須恵器高台椀1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

H－27号住居跡（Fig．24、P　L．6〉

位置　X89・90、Y132・133グリッド　主軸方向　　［N－86。一E］　形状等　　［正方形］。東西3．10m、南北

［3．06］m、壁現高35cmを測る。　面積　　（5．99）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　　［東壁南寄り］より検出

され、主軸方向N－840－Eであり、全長95cm、最大幅87cm、焚口部幅37cmを測る。構築材として、灰白色粘土、

瓦を袖に使用している。　重複　H－26と重複し、新旧関係は本遺構→H－26の順である。　出土遺物　灰紬陶

器高台皿1点、須恵器高台椀2点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

H－28号住居跡（Fig．21、P　L．7）

位置　X90・91、Y132・133グリッド　主軸方向　（N－75。一E）　形状等　（方形）。東西3．16m、南北

［2．50］m、壁現高41．5cmを測る。　面積　　（6．20）㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　　（東壁）より検出され、

主軸方向（：N－920－E）を測る。構築材として、灰白色粘土を使用している。　重複　H－20・21と重複し、

新旧関係は且一21→本遺構→H－20の順である。　出土遺物　須恵器高台椀1点を図示した。　備考　時期は埋

土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

H－29号住居跡（Fig．23、P　L．7）

位置　X88、Y133グリッド　面積（O．18〉㎡　竈　（東壁〉より検出され、主軸方向（N－990－E）であり、

全長（56）cmを測る。　重複　H－24・25と重複し、新旧関係はH－25→H－24→本遺構の順である。　出土遺

物　図示した遺物なし。　備考　竈だけの検出。時期は重複関係から10世紀後半以降と考えられる。

H－30号住居跡（Fig．25、P　L．7）

位置　X93・94、Y131・132グリッド　主軸方向　　（N－81。一E）　形状等　　（方形）。東西（1．26）m、南

北3．37m、壁現高10cmを測る。　面積　　（3．44）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。　竈　（東壁南寄り）よ

り検出され、主軸方向（N－83。一E）であり、全長59cm、焚口部幅（46）cmを測る。　重複　H－23・31・32

と重複し、新旧関係はH－32→H－31→本遺構→H－23の順である。　出土遺物　須恵器高台椀1点、須恵器甕

1点を図示した。備考時期は埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。

H－31号住居跡（Fig．25、P　L．7）

位置　X93・94、Y132グリッド　主軸方向　（N－93。一E）　形状等　　（正方形）。東西2．98m、南北（3．04）

m、壁現高32cmを測る。　面積　　［7．91］㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。P5（長軸×短軸×深さ、形

状：69×67×13cm、円形、貯蔵穴）の1基を検出した。　竈　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向：N－950

－Eであり、全長58cm、最大幅91cm、焚口部幅43cmを測る。構築材として、灰白色粘土、両袖石を使用している。

重複　H－23・32と重複し、新旧関係はH－32→・本遺構→H－23の順である。　出土遺物　須恵器高台椀3点、

土師器台付甕1点、土師器甕2点、瓦2点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から10世紀前半と考えら
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れる。

H－32号住居跡（Fig．25、P　L．8）

位置　X93・94、Y132グリッド　主軸方向　：N－85。一E　形状等　長方形。東西2．17m、南北3．54m、壁現

高11．5cmを測る。　面積　6．54㎡　床面　ほぼ平坦な床面。　竈　東壁南寄りより検出され、主軸方向N－100。

一Eであり、全長56cm、最大幅32cm、焚口部幅18cmを測る。構築材として、灰白色粘土を使用している。　重複

H－23・30・31・32と重複し、新旧関係は本遺構→H－31→H－30→H－23の順である。　出土遺物　図示した

遺物なし。　備考　時期は埋土や出土遺物から9世紀代と考えられる。

H－33号住居跡（Fig．26、P　L．8）

位置　X144・145、Yl29グリッド　主軸方向　　（N－84。一E）　形状等　　（方形）。東西3．22m、南北（2．20）

m、壁現高15cmを測る。　面積　　（15．85〉㎡　床面　ほぼ平坦な貼床面。　竈　　（東壁）より検出され、主軸

方向（N－88。一E）であり、全長42cmを測る。構築材として、灰白色粘土、瓦の支脚を使用している。　重複

D－84・86・87、P－23～27と重複し、新旧関係は本遺構→D－84・86・87、P－23～27の順である。　出土遺

物　瓦3点、帯金具1点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から10世紀後半と推測する。

H－34号住居跡（Fig．26・27、P　L．8）

位置　X143～145、Y128グリッド　主軸方向　（N－71。一E）　形状等　（方形）。東西5．48m、南北（3．84）

m、壁現高40．5cmを測る。　面積　　（16．24）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。周溝有。P2（最軸×短軸×

深さ、形状：104×88×60．5cm、円形）、P2’（長軸×短軸×深さ、形状：104×88×60．5cm、円形）、P3（長

軸×短軸×深さ、形状：58×48×65cm、円形）、P3’（長軸×短軸×深さ、形状：58×48×56cm、円形）、P5

（長軸×短軸×深さ、形状：79×77×40cm、正方形、貯蔵穴）、P6（長軸×短軸×深さ、形状：48×47×26，5cm、

円形）、P7（長軸×短軸×深さ、形状：22×20×1L5cm、円形〉、P8（長軸×短軸×深さ、形状：26×22×13

cm、円形）、P　g（長軸×短軸×深さ、形状：25×22×18．5cm、円形）、Plo（長軸×短軸×深さ、形状：38×2

9×23．5cm、楕円形）、P11（長軸×短軸×深さ、形状：22×17×5．5cm、円形）の11基を検出した。竈の位置か

らP2とP3は東竈の新住居跡に伴う主柱穴、P2’とP3’は西竈の旧住居跡に伴う主柱穴と考える。また、

P　g・P11は南壁側中央に位置し、入口のはしごの柱を埋めた柱穴だと思われる。　新竈　（東壁）より検出さ

れ、主軸方向N－72。一Eであり、全長115cm、最大幅（96）cm、焚口部幅40cmを測る。構築材として、灰白色

粘土、両袖に長胴甕を使用している。　旧竈　　（西壁）より検出され、主軸方向（：N－108。一W）であり、全

長（73）6m、最大幅（66）cm、焚口部幅（50）cmを測る。重複　P－14、D－83と重複し、新旧関係はP－14、

D－83→本遺構の順である。　出土遺物　土師器」不4点、須恵器杯1点、土師器長胴甕2点、環状鉄製品1点、

フック状鉄製品1点を図示した。　備考　東竈の前には周溝が巡っていないことと西壁の周溝の埋土に西竈を構

築していたと思われる粘土を含む土が崩れてが混入していることから、周溝は東竈の新住居跡に伴うものと考え

る。時期は埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

H－35号住居跡（Rg．26）

位置　X143、Y128グリッド　主軸方向　　（：N－5。一E）　形状等　　（方形）。東西（LO3）m、南北（2．09）

m、壁現高20．5cmを測る。　面積　（1．86）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な貼床面。P3（長軸×短軸×深さ、形

状：55×51×40cm、円形）の主柱穴1基を検出した。　重複　A・ご『2と重複し、新旧関係は本遺構→A－2の順

である。　出土遺物　土師器圷1点、土師器長胴甕1点を図示した。　備考時期は埋土や出土遺物から7世紀
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中葉と考えられる。

2　掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は3棟検出されているがどれも部分的な検出であり、可能性あるものとしておきたい。

B－1号掘立柱建物跡（Fig．28、P　L．9）

位置　X105・106、Y130・131グリッド　主軸方向　　（N－65。一E）　形状等　　（方形）。東西は2問：4．26

mであり、南北は（2問：2．70m）部分的な検出である。　面積　（8．29）㎡　柱穴　P1（長軸×短軸×深さ、

形状：58×48×42cm、楕円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：100×71×43cm、楕円形）、P3（長軸×短軸×

深さ、形状：66×65×46cm、円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状：92×86×72cm、円形）の4基を検出した。

柱間寸法は東西：P1－P2でL88m、P2－P3で2．20mであり、南北：P3－P4で2．06mである。　備考　時

期はH－15と主軸方向が近いことや埋土から、8世紀頃と推測する。

B－2号掘立柱建物跡（Rg．28）

位置　X146・147、Y128・129グリッド　主軸方向　　（：N－1000－E〉　形状等　　（方形）。東西は3間：4．50

mであり、南北は部分的な検出（3間：4．70m〉である。　面積　　（18．21）㎡　柱穴　P1（長軸×短軸×深さ、

形状：36×26×47cm、楕円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状二30×26×48．5cm、不整形）、P3（長軸×短

軸×深さ、形状：33×32×23cm、円形〉、P4（長軸×短軸×深さ、形状：36×36×43cm、円形〉、P5（長軸×

短軸×深さ、形状：42×40×46cm、円形）、P6（長軸×短軸×深さ、形状：28×23×34cm、円形）、P7（長

軸×短軸×深さ、形状：50×33×42．5cm、楕円形）の7基を検出した。柱間寸法は東西：P5－P6で1．80m、

P6－P7でL44m、P7－P1で1．44mであり、南北：P1－P2で1．88m、P2－P3で2．20m、P4－P5で2．00

mである。　備考　時期は主軸方向がどの住居跡とも合わないことや柱穴は一直線に並ぶが柱問寸法に規則性が

ないことから、中世以降の新しい建物跡と推測する。

B－3号掘立柱建物跡（Fig．28、P　L。9）

位置　X147・148、Yl27・128グリッド　主軸方向　（N－107。一E）　形状等　（方形〉。東西、南北ともに

部分的な検出である。東西は（2間：2．20m）であり、南北は（3間：5．20m）である。　面積　（5．70〉㎡

柱穴　P1（長軸×短軸×深さ、形状：36×28×50cm、楕円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：51×44×50．5

cm、楕円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：69×48×46．5cm、楕円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状：40

×34×47cm、楕円形）の4基を検出した。柱問寸法は東西：P1－P2でL82m、P2－P3で1．80mであり、南

北二P3－P4でL95mである。　備考　時期は主軸方向がどの住居跡と合わないことや柱穴は一直線に並ぶが

柱間寸法に規則性がないことから、中世以降の新しい建物と推測する。

3　竪穴状遺構

T－1号竪穴状遺構（Fig．29）

位置　X126・127、Y130・131グリッド　主軸方向　N－6。一W形状等正方形。長軸2．55m、2．42m、壁

現高41cmを測る。　面積　　［5．67］㎡　出土遺物　なし。　備考　時期は不明。
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T－2号竪穴状遺構（Bg．29、P　L．9）

位置　X125、Y129・130グリッド　主軸方向　N－12。一W　形状等　［長方形］。長軸2．68m、短軸1．20m、

壁現高62cmを測る。　面積　　［2．91］㎡　重複　H－5と重複し、新旧関係はH－5→本遺構の順である。　出

土遺物　総数55点、土師器片1点、須恵器片37点、瓦片1点、鉄製品15点が検出された。そのうち須恵器杯1点、

須恵器高台椀7点、飾り金具1点、釘2点を図示した。　備考　本遺構を巡るように1号周溝状遺構があり、出

土遺物から同時期の遺構であることが判明した。そして、D－21、P－6・7・8が上屋があった場合の柱穴に

なる可能性がでてきた。いくつかの遺構が重複していることから、それらに対応する南側の柱穴らしき遺構は検

出できなかったが、存在した可能性はある。また、本遺構からは、底部に穿孔のある高台椀1点、内面が黒色処

理された高台椀5点、足高高台椀1点、圷1点、釘や飾り金具を含む鉄製品が15点検出されており、何かしらの

意図ある遺構が存在したと思われる。はっきりと確認できなかったが、北側に渡りが付くものと思われる。時期

は埋土や出土遺物から11世紀中葉と考える。

T－3号竪穴状遺構（Fig．29〉

位置　X125、Y129グリッド　主軸方向　N－180－W　形状等　　（方形）。長軸（1．40〉m、短軸（0．59）m、

壁現高38cmを測る。　面積　　（O．72〉㎡　重複　H－5と重複し、新旧関係はH－5→本遺構の順である。　出

土遺物　なし。　備考　床が張っておりわずかな部分の検出だったので断定はできないが、住居跡である可能性

が大きい。時期は重複関係から、9世紀代以降と推測する。

T－4号竪穴状遺構 欠番

T－5号竪穴状遺構（Fig．30）

位置　X99・100、Y131・132グリッド　主軸方向　N－8。一W　形状等　正方形。東西2．49m、南北2．39m、

壁現高44．5cmを測る。　面積　5．46㎡　出土遺物　総数28点、土師器片12点、須恵器片15点が検出された。

備考　時期は不明。

T－6号竪穴状遺構（Fig．30〉

位置　X94・95、Y131・132グリッド　主軸方向　N－40－W　形状等　　（長方形）。長軸（3．71）m、南北

（3．07）m、壁現高45cmを測る。　面積　　（10．61）㎡　出土遺物　総数55点、土師器片33点、須恵器片20点、縄

文土器片1点、瓦1点が検出された。　備考　時期は不明。

T－7号竪穴状遺構（Fig．130）

位置　X103、Yl30・131グリッド　主軸方向　N－66。一E　形状等　（楕円形）。東西（L93）m、南北L82

m、壁現高41．5cmを測る。　面積　（2．76）㎡　重複　H－15と重複しており、新旧関係は本遺構→Hl－15の順

である。　出土遺物　総数10点、土師器片7点、須恵器片3点が検出された。　備考　時期は重複関係から10世

紀後半以前と推測する。

4　溝跡・溝状遺構

W－1号溝跡（Fig．31、P　L．10〉

位置　X116・117、Yl29～131グリッド　主軸方向　　（：N－1170－E）　形状等　　（逆台形）。長さ（6．74）m、

ll

に
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深さ113cm、上幅（460）～（390）cm、下幅298～230cmを測る。　出土遺物　当初、W－1とW－2の重複関係

が分からずにを同時に掘り下げてしまったので、W－1とW－2合わせた出土遺物になる。総数6点、須恵器片

11点、土師器片41点、瓦片10点が検出された。　備考　通路を伴う溝跡である。最下面の通路面には小石が敷

き詰められており、それに混じって瓦片が検出された。北壁セクションではW－2と切り合いW－2より古いも

のと考えた。しかし、両溝跡を埋める埋土（最下層にAs－B軽石を多く含む川砂〉に大きな違いがみられず、南

壁セクションを見ると二股に分かれるような形で同時期に使われていたようにも考えられる。川砂とのろの層が

何層も重なり合い、短期間に埋没したというよりは何回かに分かれて埋没したと考えられる。北壁セクションが

土坑墓群と重なったため解明をより困難なものとした。時期は土坑墓構築時期（古銭と1号土器埋納土坑の土器

から：15世紀頃）以前に埋没したとみられる。

W－2号溝跡（Rg．31、P　L．10）

位置　X115・116、Y129～131グリッド　主軸方向　（N－178。一E）　形状等　（逆台形）。長さ（6．55）m、

深さ153cm、上幅（460）～（420）cm、下幅238～83cmを測る。　出土遺物　当初、W－1とW－2の重複関係が

分からずにを同時に掘り下げてしまったので、W－1とW－2合わせた出土遺物になる。総数6点、須恵器片11

点、土師器41点、瓦片10点が検出された。そのうち須恵器摺鉢1点を図示した。　備考　W－2と重複しており、

北壁セクションではW－1より新しい溝跡と考えた。しかし、両溝跡の埋土（最下層にAs－B軽石を多く含む川

砂）に大きな違いがみられず、南壁セクションを見ると二股に分かれるような形で同時期に使われていたように

も考えられる。川砂とのろの層が何層も重なり合い、短期間に埋没したというよりは何回かに分けて埋没したと

考えられる。北壁セクションが土坑墓群と重なったため解明をより困難なものとした。また、本遺構は轡曲して

おりW－3につながる可能性がある。時期は土坑墓構築時期（古銭と1号土器埋納土坑の土器から：15世紀頃）

以前に埋没したとみられる。

W－3号溝跡（Rg．32、P　L．10）

位置　X126～128、Y133～135グリッド　主軸方向　（N－89。一E）　形状等　両脇に側溝を持つ逆台形。長

さ（4．42〉m、深さ121cm、上幅664～661cm、下幅353～331cmを測る。　重複　H－1と重複し、新旧関係は

H－1→本遺構の順である。　出土遺物　総数4点、土師器片1点、須恵器片2点、瓦片1点が検出された。

備考　通路を伴う溝跡である。As．B軽石純層を切る形で構築されている。As．B軽石純度の高いAs－B軽石混土

で埋没している。埋没していく過程の中で何度も通路として使用されていたことが分かる。また、W－2が轡曲

しており本遺構につながる可能性がある。時期はAs－B軽石純層を掘り込んで構築されており、最下部層が純度

の高いAs－B軽石混土が硬化している面となっており、埋土の上部層、中間層、最下部層ともにAs－B軽石が多

く混じる層であり違いが見られないことからことから、As－B軽石軽石降下後構築され、構築後短い問で埋没し

てしまったと考えられる。

W－4号溝跡（Fig．33）

位置　X133、Y128～130グリッド　主軸方向　（：N－1790－E）　形状等　逆台形。長さ（6．34）卑、深さ22

～19cm、上幅115～［90］cm、下幅74～［30］cmを測る。　重複　H－10と重複し、新旧関係はH－10→本遺構

の順である。　出土遺物　総数58点、須恵器片2点、土師器片55点、瓦片1点が検出された。　備考　通路を伴

う溝跡である。最下部の硬化面が純度の高いAs－B軽石混土である。よって、時期はAs－B軽石降下以前に構築

され、As－B軽石降下後間もなく埋没したと考える。
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W－5号溝跡（Fig．33）

位置　X110～113、Y130グリッド　主軸方向　（：N－110。一E）　形状等　逆台形。長さ（240）m、深さ39．5

cm、上幅240～200cm、下幅177～146cmを測る。　出土遺物　総数11点、須恵器片6点、土師器片11点、灰紬陶器

片1点、古銭1点が検出された。そのうち古銭1点を図示した。　備考　通路を伴う溝跡である。川砂とのろの

層が何層も重なり合い、一度に埋没したというよりは何回かに分かれて埋没したと考えられる。時期はAs－B軽

石混土で埋まっていることから、As－B軽石降下以降に埋没したと考えられる。’

W－6号溝跡（Fig．34、P　L．10）

位置　X179～181、Y94～97グリッド　主軸方向　N－29。一W　形状等　（逆台形）。長さ（12．1〉m、深さ

139cm、上幅（295）～（164）cm、下幅（125）cmを測る。　出土遺物　総数15点、中世陶器片14点、青磁片1

点が検出された。　備考　通路を伴う溝跡である。北北西へ向かい牛池川に流れ込む東西方向の溝跡と考えられ

る。調査面積が狭く上幅の確認と2カ所のトレンチ調査となった。東側の上場は確認できたが西側は調査区外に

あることが分かった。トレンチ1のセクションを見てみると、溝跡の構築面となっている地山の灰白色土のブロ

ックが下層に多量に埋まっており、構築した後すぐに掘り上げた灰白色土が流れ込んだ様子が分かる。その後、

下層に2枚、上層に4枚の硬化面が見られ通路としても使用されながら、最終的に埋没していったと考えられる。

溝跡の東側堀り方は40。の角度を持ちほぼ直線的であるが、構築していく段階で上り下りしやすくしたのか、階

段となりそうな歩幅にちょうどよい幅の段が2段検出された。また、つい最近まで、この地は化粧薬師が備えら

れ、お祭りが行われたり、広場は現在の斎場のような役目を果たし、，人が亡くなった時に村の人がそこに集まり、

儀式を行ったそうである。時期は埋土や出土遺物、古絵図等から蒼海城の各郭を画していた堀跡であると考える。

1号溝状遺構（Fig．35）

位置　Xl20、Yl29～131グリッド　主軸方向　（N－9。一E）　形状等　U字形。長さ（6．76）m、深さ28．5

～13．5㎝、上幅55～37cm、下幅35～21cmを測る。　出土遺物　総数8点、土師器片6点、須恵器片2点が検出さ

れた。時期は埋土からHr－F　P軽石降下以降に構築され、As－B軽石降下以降に埋没したと考えられる。

2号溝状遺構（Fig．35）

位置　X120・121、Yl29～131グリッド　主軸方向　（N－10。一E）　形状等　U字形。長さ（6．72）m、深

さ21～15cm、上幅49～45cm、下幅31～21．5cmを測る。　出土遺物　総数1点、須恵器片1点が検出された。時期

は埋土からHr－F　P軽石降下以降に構築され、As－B軽石降下以降に埋没したと考えられる。

3号溝状遺構（Fig．35〉

位置Xl21・122、Y129～131グリッド主軸方向　（：N－11。一E）’形状等U字形。長さ（6．66）m、深

さ15～10．5cm、上幅65．5～42cm、下幅33～19．5cmを測る。　出土遺物　総数17点、土師器片2点、須恵器片15点

が検出された。時期は埋土からHr－F　P軽石降下以降に構築され、As－B軽石降下以降に埋没したと考えられる。

4号溝状遺構（Fig．35）

位置　X128・129、Y129・130グリッド　主軸方向　（N－15。一W）　形状等　U字形。長さ（5．90）m、深

さ18．5～7．Ocm、上幅38～25cm、下幅23～13cmを測る。　重複　H－6と重複し、新旧関係は本遺構→H－6の

順である。　出土遺物　総数9点、土師器片8点、須恵器片1点が検出された。時期は埋土と重複関係からHr－

F　P軽石降下以降に構築され、9世紀前半には使用されなくなったと考えられる。

25



5号溝状遺構（Fig．35）

位置　X129、』Y129～131グリッド　主軸方向　N－13。一W　形状等　U字形。長さ（7．05）m、深さ11．0～

2．5cm、上幅33～15．5cm、下幅17．5～5．Ocmを測る。　出土遺物　総数8点、土師器片8点が検出された。時期

は埋土と重複関係からHr－F　P軽石降下以降に構築され、As－B軽石降下以降に埋没したと考えられる。

6号溝状遺構（Fig．35）』

位置　XlO4・105、Y130～132グリッド　主軸方向　（IN－140－W）　形状等　U字形。長さ（5．39）m、深

さ1L5～3．5cm、上幅33．5～22．Ocm、下幅23．5～10．Ocmを測る。　出土遺物　なし。　備考　時期は埋土からA

s－B軽石降一ド以後に埋没したと考えられる。

5　土坑・柱穴・井戸跡

　土坑・柱穴・井戸跡については、Tab．3　土坑・柱穴・井戸跡計測表（P．31）を参照のこと。

　D－39は平地式住居跡の土間の炉の可能性あり。また、D－40は床面中央が焼けており、ファイヤーピットの

可能性あり。なお、D－5の須恵器ミニュチュア土器1点、須恵器圷2点、D－7の須恵器高台椀1点、D－8

の土師器j不1点、D－14の須恵器圷1点、D－25の須恵器蓋1点、D－39の土師器杯8点、須恵器大甕1点、

D－69の須恵器圷1点、D－88の帯金具1点、D－107の古銭1点、P－45の古銭1点を図示した。

6　道路状遺構

A－1号道路状遺構（Fig．43）

位置　Xl27・128、Y129・130グリッド　主軸方向　N－152。一E　形状等　長さ（6．61）m、幅135．5～110

cmを測る。　重複　H－6と重複し、新旧関係は本遺構→H－6の順である。　出土遺物　総数13点、土師器片

11点、須恵器片2点が検出された。　備考　全体をセクションと部分的に検出された硬化面から推定した。硬

化面の土にHr－F　P軽石とAs－B軽石が検出された。硬化面の上にAs－B軽石を多く含む層があり、硬化面にAs－

B軽石が混入したものと考えた。時期は埋土や重複関係からHr－FP軽石降下後構築され、9世紀前半以前には

使用されなくなったと考える。

A－2号道路状遺構（Fig．43、P　L．10〉

位置　X143、Y128・129グリッド　主軸方向　N－172。一W　形状等　長さ（6．38）m、上幅184～［165］cm、

下幅150～132cmを測る。　重複　H－35と重複し、新旧関係はH－35→本遺構の順である。　出土遺物　総数23

点、土師器片11点、須恵器片9点、灰紬陶器片1点、瓦片2点が検出された。そのうち瓦1点、砥石1点を図示

した。　備考　時期は重複関係から10世紀後半以降と考えられる。

7　周溝状遺構

1号周溝状遺構（Fig．44、P　L．9）

位置　X124・125、Y129・130グリッド　主軸方向　N－3。一W　形状等　［楕円形］。台部：長軸［3．80］

m、短軸［2．90］mを測る。全体：長軸（5．80）m、短軸［4．80］mを測る。北に渡りがあったと推定する。

周溝　緩やかな立ち上がるU字形。上幅［1．18］～［0．75］m、下幅0．74～0．27m、深さ［0．40］～［35．5］m
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を測る。　出土遺物　総数14点、土師器片5点、須恵器片2点、瓦片6点、鉄製品片1点が検出された。　備考

丁一2を巡るように本遺構があり、出土遺物から同時期の遺構であることが判明した。そして、D－21、P－

6・7・8が上屋があった場合の柱穴になる可能性がある。いくつかの遺構が重複していることから、それらに

対応する南側の柱穴らしき遺構は検出できなかったが存在した可能性がある。最後に本遺構の主軸方向が2号周

溝状遺構と一致することを付け加えておく。時期は埋土や遺物から11世紀中葉と考える。

2号周溝状遺構（Fig．44、P　L．10）

位置　X96～98、Y132・133グリッド　主軸方向　N－3。一W　形状等　円形。台部：長軸2．95m、短軸2．75

mを測る。全体：長軸5．20m、矩軸5．15mを測る。南に渡りあり。　柱穴　台部に、D1（長軸×短軸×深さ、

形状：69×45×12．5cm、長方形）とP1（長軸×短軸×深さ、形状：25×20×11cm、楕円形）、P2（長軸×短

軸×深さ、形状：15×13×10．5cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：24×17×15．5cm、楕円形）、P4

（長軸×短軸×深さ、形状：21×19×15．5cm、円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状：20×18×18cm、円形）、P6

（長軸×短軸×深さ、形状：23×19×21cm、楕円形）、P7（長軸×短軸×深さ、形状：17×17×19．5cm、円形）、

P8（長軸×短軸×深さ、形状：22×19×16．5cm、楕円形〉、P　g（長軸×短軸×深さ、形状：22×19×29．5cm、

楕円形）、Plo（長軸×短軸×深さ、形状：23×21×14cm、円形）、P11（長軸×短軸×深さ、形状：23×21×14cm、

円形）、P12（長軸×短軸×深さ、形状：21×19×11cm、円形）、P13（長軸×短軸×深さ、形状：18×16×10．5cm、

円形）、P14（長軸×短軸×深さ、形状：19×18×7．5cm、円形）、P15（長軸×短軸×深さ、形状：21×16×8．5cm、

楕円形）、P16（長軸×短軸×深さ、形状：16×14×10．5cm、円形）、，P17（長軸×短軸×深さ、形状：30×19×20

cm、楕円形）、B8（長軸×短軸×深さ、形状：29×26×8．5cm、円形）の19基を検出した。　周溝　緩やかなU

字形。上幅L50～1．05m、下幅0．64～0．29m、深さ0．37～0．17mを測る。　出土遺物　総数287点、土師器片205

点、須恵器片73点、灰紬陶器片2点、瓦片7点、馬骨が検出された。そのうち須恵器蓋1点、土師器壷1点を図

示した。　備考　台部に柱穴が18基検出され、掘立柱建物が存在した可能性がある。柱穴の埋土はAs－B軽石混土

が堆積していた。また、周溝の中から馬の骨（一体でないことから他のところから持って来て埋めたと思われる。）

や底部に穿孔のある短頸壷と思われる壷が検出された。そして、本遺構が検出されたB区は地山に白色のシルト

層があり水はけが悪いという地形的特徴がある。最後に本遺構の主軸方向が1号周溝状遺構と一致することを付

け加えておく。時期は周溝の埋土からAs－B軽石純層が検出されたことから、As－B軽石降下以前に構築されAs－

B軽石降下後間もなく埋没したと考える。

8　土坑墓群

　土坑墓群は、A区のD　B－1号土坑墓以西をその範囲とする。遺構面で確認できたのはD　B－1のみである。

それ以外はW－1・2号溝跡と重複しており、溝跡と土坑墓の埋土に違いが見られず、遺構面での確認ができな

かった。W－1・2を掘り下げていく過程で人骨や古銭を発見し、土坑墓の存在が分かったという状況であった。

よって、D　B－1以外の人骨が検出された箇所7カ所をそれぞれD　B－2～8号土坑墓と名付け記述したい。

（図面には人骨が検出され為箇所をドットで落とした。〉よって、総数8基の土坑墓が検出されたことになる。

　人骨と一緒に検出された古銭から時期を考えると時期差は約300年ある。300年の問、墓地として使用していた

のか。しかし、古銭はどれも渡来銭であり、遣階使、遣唐使などが中国より持ち帰ったのが始まりとされ、その

多くは平安末期より鎌倉、室町時代にかけて、幕府や民間貿易により輸入された貨幣である。皇朝銭の鋳造停止

以後、1670（寛文10）年の渡来銭使用禁止令までの長い間、わが国の貨幣として広く使用されていた。このこと

を考えると古銭から時期を判断することは難しくなってくる。
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　唯一の手がかりは、土坑墓群の中に検出された1号土器埋納土坑である。これについてもD　B－2～8と同じ

くW－1・2を精査していく過程で検出された。（範囲は押さえたが、遺構としては確認できなかった。）1号土

器埋納土坑は15世紀頃と思われる数多くのカワラケが粉々（総数764片）になった状態で検出された。これは祭

祀的な意味合いがあり、埋葬の儀式に使った後、粉々に割って捨てたのではないかと考えた。よって、土坑墓群

と1号土器埋納土坑が関連するものと考えると、土坑墓群も15世紀頃の遺構と考えられるのではないだろうか。

（ただし、土坑墓ごとの時期についてはそこから出土した埋土、古銭から時期を判定した。〉

D　B－1号土坑墓（Fig．40）

位置　Xll8、Y130グリッド　形状等　楕円形。長軸［114］cm、短軸85cm、深さ21．5cmを測る。　出土遺物

総数14点、土師器片6点、古銭8点が検出された。そのうち古銭8点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺

物から15世紀以降と考える。

D　B－2号土坑墓（Rg．31）

位置　X116、Y130グリッド　形状等　不明。　出土遺物　総数4点、鉄製品2点、古銭4点が検出された。そ

のうち刀子1点、古銭3点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から15世紀以降と考える。

D　B－3号土坑墓（Fig．31〉

位置　Xll6、Yl31グリッド　形状等　不明。　出土遺物　なし。　備考　時期は不明。

D　B－4号土坑墓（Fig．31）

位置　X115、Y130グリッド　形状等　不明。　出土遺物　なし。備考　時期は不明。

D　B－5号土坑墓（Fig．31）　　　　　　｝

位置　X116、Y130グリッド　形状等　不明。　出土遺物　総数6点、古銭6点が検出された。そのうち古銭5

点を図示した。備考　時期は埋土から12世紀以降と考える。

D　B－6号土坑墓（Fig．31）

位置　Xll5、Y130グリッド　形状等　不明。　出土遺物　総数4点、古銭4点が検出された。そのうち古銭3

点を図示した。備考　時期は埋土から12世紀以降と考える。

D　B－7号土坑墓（Fig．31）

位置　Xl15、Y131グリッド　形状等　不明。　出土遺物　総数6点、古銭6点が検出された。そのうち古銭6

点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から15世紀以降と考える。

D　B－8号土坑墓（Fig．31）

位置　X115、Y131グリッド　形状等　不明。　出土遺物　総数5点、古銭5点が検出された。そのうち古銭5

点を図示した。　備考　時期は埋土や出土遺物から15世紀以降と考える。
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9　土器埋納土坑

1号土器埋納土坑（Fig．31）

位置　X116、Y131グリッド　形状等　　（円形）。長軸（50〉㎝、短軸（50）cmを測る。　出土遺物　総数764点、

須恵器片764点が検出された。そのうち須恵器圷17点を図示した。　備考　W－1・2と重複しており、W－

1・2と1号土器溜まり共にあまり相違ないAs－B軽石混土を埋土としていたと考える。よって、平面的に確認

できず、W－1・2を精査していく過程での検出となり｛範囲を押さえることしかできなかった。そして、カワ

ラケが割れた状態で一カ所に重なり合うように多量に検出されたが、1点も完形の状態で検出されなかった。よ

って、土坑墓群の中に位置することから祭祀的な意昧合いを持つ遺構であり、埋葬の儀式に使用した土器を一カ

所に割って捨てたのではないかと考えた。時代は出土遺物から15世紀頃と考える。

2号土器埋納土坑（Fig．7）

位置　X132、Y129グリッド　形状等　　（不整形）。長軸（30）cm、短軸（20）cmを測る。　出土遺物　総数4

点、須恵器4点が検出された。そのうち須恵器圷4点を図示した。　備考　ほぼ完形のカワラケ4点並んで検出

された。そのうちの一つは裏返しの状態であった。時代は出土遺物から中世と考え、1号土器溜まりより新しい

ものと思われる。

10不明遺構

1号不明遺構（Fig．44、P　L．10〉

位置　X96・97、Yl31グリッド　主軸方向　　（：N－109。一W）　形状等　平面が溝状で、断面が緩やかなU字

形。長さ（4．86）m、深さ10～4cm、上幅76～62．5cm、下幅61．5～48．5cmを測る。　出土遺物　総数54点、土師

器片23点、須恵器片31点が検出された。そのうち須恵器蓋1点、須恵器」不1点を図示した。　備考　時期は埋土

と出土遺物から8世紀前半と考える。

11　グリッド等出土遺物

調査区全体で、総数2，113点、土師器片1，556点、須恵器片423点、灰粕陶器片32点、青磁片1点、中世陶器片

6点、縄文土器片1点、瓦片69点、石製品3点が検出された。そのうち須恵器蓋1点、土師器」不1点、須恵器圷

1点、青磁高台椀1点、石剣1点、砥石1点を図示した。
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Tab．2　住居跡一覧表

遺構名 位　　　置

西×南北
㎡） cm）

主軸方向 ”　　　陶　　　一　　　扁　　　一　　　儒　　　一

置

竃一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

築材

周溝

一　　　輯　　　噌　　　一　　　一　　　一　　　一

師器

主な出土遺物一　　一　　一　　一　　q　　閣　　隅　　贈　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

須恵器

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　”　　　一

の他

H－1 X126・127、Y132～134 （L38）×（4．50） （4．75） 44 （N－87。一E） 東壁南隅 粘　土 ×

H－2 X126・127、Y130～132 （4．14）×4．03 （1L90〉 60 （N－63。一E） 東壁中央南 粘　土 × 圷・大甕 蓋・杯

H：一3 X126・127、Y130・131 （4．32）×5．23 ［22．72］ 60 ［N－670－E］東壁中央 粘土・石 × 圷甕台付甕 蓋・圷

H－4 X123～125、Y129・130 4．10×3．77 ［13．35］ 49．5 ［N－58。一E］ 東壁中央南 粘土撫岩鯖 ○ 杯 蓋・高台椀

H：一5 X125、Y129 ［3．26］×［2．78］ ［7．39］ 44．5 ［N－80。一El東壁中央南 粘土凝灰石 × 杯 高台椀

H－6 X128・129、Y130 3．81×（1．06） （3．24） 58 （N－83。一E） （東壁） 粘土 × 圷・鉢 蓋

H－7 欠　　　　　　　　番

H－8 X129・130、Y128・129 3．35×3．38 10．32 79 N－115。一W 西壁南 粘土 × 圷

H－9 Xl30、Y130 3．40×（2．28） （2．28） 78 （N－65。一E） 一 ○ 圷

H－10 X133・134、Y128・129 ［4．461×［3．59］ ［14．25］ 41．5 ［N－99。一E］ ［東壁南］ 粘土・鰍撒石 × 高台椀・羽釜 舶皿（灰）

H－11 X132・133、Y128 （2．76）×（L13） （1．34） 44 （N－66。一E） （西壁南） 粘　土 × 圷

H：一12 X108、Y131 2．93×（LO6） （2．42） 42 （N－820－E〉 一
× 圷 大甕

H－13 X107・108、Y130・131 3．85×［2．22］ ［7．77］ 30 ［N－830－E］東壁中央南 × 圷

H－14 X106～108、Y130・131 5．42×（3．62） （15．73） 41 （N－104。一W） 西壁南 粘土 × 圷・甕

E－15 X103・104、Y130・131 3．50×（4．62） （12．90） 48 （N－67。一E） （東壁） 粘土凝灰石 ○ 圷 蓋

H－16 X97・98、Y132 （3．21）×（9．90） （2．22） 20 （N－850－E） 一
× 高台椀

H－17 X103・104、Y132 （2．72）×（4．70〉 （O．73） 35 （N－78。一E） 一
× 杯

H：一18 X101～103、Y130・131 4。15×（4．90） （18．03） 48．5 （N－84。一E） （東壁中央） 粘土・瓦 × 圷 高台椀

H－19 XIO1・102、Y131・132 （4．77）×4．47 ［19．60］ ，48 ［N－360－E］ 東壁南 粘土 × 圷 水注・蓋・圷・高台椀体羽釜 刀子

H：一20 X90・91、Y132 ［1．901×［2．35］ ［3．94］ 29 ［N－920－E］ 東壁南 石・瓦 × 蓋・圷・高台椀

H－21 X91、Y131・132 12．95］×（3．39） （6．47） 48．5 ［N－IO2。一E］ 東壁南 粘　土 × 圷・鉢・高台椀・羽釜

H－22 X92・93、Y131・132 3．57×（3．06） （9．70） 32 （N－81。一E） （東壁南） 粘土・石 × 圷 高台椀・壷・羽釜

H－23 X93・94、Y131・132 3．40×（4．05） ［12．30］ 40 （N’一86。一E） 東壁南 粘土・石 × 圷・高台椀・壺

H－24 X88・89、Y133・134 （2．25）×3．74 （6．72） 48 （N－91。一E） 東壁南 × 圷・高台椀・羽釜 高台椀（灰）

H－25 X88、Y133・134 （0．98）×（3．11） （1．48） 45．5 （：N－　7。一E）
一

× 圷・羽釜・大甕

E－26 X89・90、Y131・132 ［2．84］×［2．49］ ［6．04］ 34 ［N－880－E］ 東壁南 粘　土 × 高台椀

H－27 X89・90、Y132・133 3．10×［3．06］ （5．99） 35 ［N－86。一E］ 陳壁南］ 粘土・瓦 × 高台椀 舶皿（灰）

H－28 X90・91、Y132・133 3．16×（2．50） （6．30） 41．5 （N－75。一E） （東壁） 粘土 × 高台椀

H－29 X88、Y133 一
（0，18）

一 一
（東壁） ×

H－30 X93・94、Y131・132 （L26）×（3．37） （3．44） 10 （N－81。一E） （東壁南） × 高台椀・甕

H－31 X93・94、Y132． 2．98×［3．04］ ［7，91］ 32 ［N－93。一E］ （東壁中央） 粘土・石 × 甕台付甕 高台椀

H－32 X93・94、Y132 ［2．17］×［3．54］ ［6．54］ 11．5 N－　85。一E 東壁南 粘　土 ×

H－33 X144・145、Y129 3．22×（2．20） （15．85） 15 （N－84。一E） （東壁） 粘土・瓦 × 帯金具

E－34 X143～145、Y128 5．48×（3．83〉 （16．20〉 40．5 （N－71。一E） 新 （東壁） 粘土・甕

×

圷摂胴甕 杯 鉄製品

旧 （西壁）

粘土
H：一35 X143、Y128 （1．03）×（2．09） （1．86） 20．5 （N－　5。一E） 一 × 圷長胴甕

注）（灰）は灰紬陶器のこと。
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Tab．3　土坑・柱穴・井戸跡計測表

遺構名 位　　　置
　　鞘　　嚇　　一　　鴨　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　柄

長軸

cm）

短軸

cm）

深さ

　　　晒　　　柵　　楠　　　一

cm）

形状 遺物総数

　　一　　　賢　　　h　　嘱　　一　　　一

遺構名

　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　位　　　　置
　　　隔　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　n　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

長軸

　　　騨　　　輔　　　隔　　一

cm）

短軸

cm）

深さ

　　一　　一　　　一　　　一　　　一

cm）

形状 遺物総数

　　一　　　一　　　一　　　一　　　鵯　　　旛

D－1 X119、Y130 85 78 8．5 円　形 土2顔1 D－29 X129、Y129 ［36］ 32 10 円　形 な　し

D－2 X121・122、Y130・131 （186） （80） 55 円　形 須　1 D－30 X129、Y129 39 ［38］ 43 円　形 な　し

D－3 X122、Y130 68 58 39．5 円　形 須　1 D－31 X129、Y129 46 1371 47．5 円　形 な　し

D－4 X12以Yl30・131 （190） （78） 58 円　形 土211須1 D－32 X129、Y129 ［31］ 29 16．5 円　形 な　し

D－5 X122、Y130 104 77 46．5 楕円形 須32 D－33 X130、Y130 162 69 16．5 楕円形 な　し

D－6 X123、Y130 105 74 22．5 楕円形 須4 D－34 X130、Y130 31 29 20．5 円　形 な　し

D－7 X123、Y129
（121） 81 28．5 楕円形 土13顔1 D－35 X130・131、Y129・130 36 30 30 円　形 な　し

D－8 X123・124、Y130 80 48 44 円　形 土　2 D－36 X128、Y130 45 36 17 円　形 な　し

D－9 X123・124、Y130 63 50 36 円　形 な　し D－37 X133、Yl29・130 93 84 23 円　形 な　し

D－10 一X125・126、Y130 70 50 28．5 円　形 な　し D－38 X132、Y129・130 50 43 37．5 円　形 な　し

D－11 X126、Y129 75 47 58 円　形 土91須1 D－39 XU7、Y131 155 147 36．5 円　形 な　し

D－12 X128、Y129 66 59 48 円　形 な　し D－40 X120、Y131
［136］ （95） 42．5 円　形 な　し

D－13 X125、Y129
（27） （23） 20．5 円　形 な　し D－41 X111、Y130 20 17 17．5 円　形 な　し

D－14 X126・127、Y129 351 103 37 楕円形 な　し D－42 Xll1、Y130 23 22 16 円　形 な　し

D－15 Xl27、Y130 46 41 63 円　形 土　3 D－43 X111、Y131 40 30 12 円　形 な　し

D－16 X127、Y130 37 35 46 円　形 な　し D－44 X111、Yl31 22 22 8 円　形 な　し

D－17 X127、Y130 45 40 53．5 円　形 土　3 D－45 Xl11、Y131 ［33］ 28 25 円　形 な　し

D－18 X127、Yl30 36 33 37．5 円　形 な　し D－46 X111、Y131 55 39 26 円　形 な　し

D－19 X127、Y130 45 44 39．5 円　形 な　し D－47 X111、Y131 29 29 26．5 円　形 な　し

D－20 X126、Y129 （58） （40） 47 円　形 な　し D－48 X111、Y131 25 20 9 円　形 な　し

D－21 X124、Y129 39 33 53．5 円　形 な　し D－49 X111、Y130 30 28 13 円　形 須　1

D－22 X128、Y130 40 38 42．5 円　形 な　し D－50 X111、Y130・131 32 32 9 円　形 な　し

D－23 X129、Yl30 （68） （50） 69 円　形 な　し D－51 X111、Y131 30 20 12．5 円　形 な　し

D－24 X130、Y128・129 43 28 38．5 円　形 な　し D－52 X110・111、Y131 26 23 9．5 円　形 な　し

D－25 X129、Y130 （45） （27） 58 円　形 土6顔3 D－53 Xl10、Y131 28 27 11 円　形 な　し

D－26 X131・132、Y128・129 96 91 36 円　形 土　2 D－54 X107、Yl31 45 43 19 円　形 な　し

D－27 X132、Y129 74 58 24．5 楕円形 石　1 D－55 X107、Y131 92 73 25 円　形 な　し

D－28 X129、Y130 （32） （19） 37 円一形 な　し D－56 X104、Yl31 75 30 20 楕円形 な　し
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遺構名

　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

位　　　　置

　　同　　一　　鱒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　甲　　”　　需　　旧　　一　　一　　一

長軸

cm）

短軸

cm）

深さ

　　　一　　　一　　　ロ　　　ー

cm）

形状
　　　一　　　一　　　一　　　ロ　　　ー　　　噂

遺物総数 遺構名 　位　　　　置

　　一　　一　　一　　一　　目　　”　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

長軸

　　　一　　　需　　　一　　　一

cm）

短軸

cm）

深さ

cm）

形状 遺物総数

　　　一　　　隅　　　”　　　闇　　　一　　　一

D－57 X111、Y131 46 44 9．5 円　形 な　し D－85 X144、Y128 108 72 68．5 楕円形 土11

D－58 X110、Y131 36 33 15．5 円　形 な　し D－86 X145、Y129 （60） （45） 36 円　形 な　し

D－59 X110、Y131 32 30 18．5 円　形 な　し D－87 X145、Y128・129 94 60 33．5 楕円形 な　し

D－60 X110、Y131 36 30 19 円　形 土5顔1 D－88 X145・146、Y129 （70） 84 41 円　形 須2／土5

D－61 X105、Y131 34 30 20 円　形 な　し D－89 Xl45・146、Y129 21 ［120］ 35 円　形 な　し

D－62 X105、Y131 31 27 19 円　形 な　し D－90 X146、Y128・129 160 98 62 長方形 土1ノ瓦1

D－63 X105、Y131 43 （37） 14．5 円　形 な　し D－91 X145・146、Y128 88 54 37 長方形 な　し

D－64 X105、Y130・131 32 30 16 円　形 な　し D－92 X145、Y128 104 70 27 長方形 な　し

D－65 X105・106、Y131 54 47 18 円　形 な　し D－93 X146、Y128 70 60 33．5 円　形 な　し

D－66 X95、Y131 165 73 17．5 楕円形 土31須2 D－94 X146、Y128 168 125 47 楕円形 土　8

D－67 X104、Y131 110 111 20．5 円　形 な　し D－95 X146、Y129
［110］ ［71］ 27 ［円形］ 土　2

D－68 XIO3、Y131 65 57 39．5 円　形 土　2 D－96 X146、Y129 93 90 25 円　形 な　し

D－69 X90、Y132・133 206 132 55．5 円　形 な　し D－97 X146、Y129
［132］ ［57］ 38．5 楕円形 な　し

D－70 X89、Y132・133 106 79 30 楕円形 な　し D－98 X146・147、Y129 85 ［61］ 32 円　形 な　し

D－71 X89、Yl33 141 92 30 楕円形 な　し D－99 X146、Y129 65 58 53．5 円　形 な　し

D－72 X88・89、Y1321133 182 81 62 円　形 な　し D－100 X146・147、Y128 175 138 54 楕円形 土2卿2他

D－73 X90、Y132・133
（118） 131 50 円　形 須16出5廊 D－101 Xl47、Y128 144 113 43．5 円　形 な　し

D－74 X89、Yl32・133
［189］ 135 63 円　形 須11土1 D－IO2 X147、Y127・128 122 122 40 円　形 土　5

D－75 X110・lll、Y130・131 32 30 23 円形 な　し D－103 Xl47、Y127・128 101 76 27．5 楕円形 な　し

D－76 X111、Y130 30 26 15 円　形 な　し D－104 Xl47、Y128
［102］ 66 24．5 ［円形］ な　し

D－77 X111、Y130 32 27 19．5 円　形 な　し D－105 X147、Y128 （45） 52 32 円　形 須　1

D－78 X111、Y130 30 25 15 円　形 な　し D－106 X147、Y128 50 ［47］ 30 円　形 な　し

D－79 X112、Y131 31 30 16 円　形 な　し D－107 X147、Yl28・129 134 122 62 円　形 な　し

D－80 X111・112、Y131 61 54 15．5 円　形 な　し D－108 X147、Y129 1100］ 52 52．5 楕円形 な　し

D－81 X112、Y131 115 110 26 円　形 な　し D－109 X147、Y129 一 一 『 円　形 な　し

D－82 X94、Y132・133 134 100 12．5 円　形 な　し D－110 X147、Y129 （40） （48） 29．5 円　形 な　し

D－83 X144、Y128・129 ［1631 117 19．5 円　形 な　し D－111 X147、Y129 （76） （44） 19 円　形 な　し

D－84 X145、Y129 66 59 34．5 円　形 な　し D－112 X147、Y129 94 83 69．5 円　形 土9！瓦1
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遺構名

　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

位　　　　置

　　　一　　　目　　　一　　　一　　　榊　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　閑

長軸

cm）

短軸

cm）

深さ

　　　一　　　一　　　一　　　一

cm）

形状 遺物総数 遺構名 　位　　　置
　　一　　一　　一　　”　　”　　襯　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　隔　　一　　一

長軸

cm）

短軸

cm）

深さ

cm）

形状 遺物総数

D－113 X148、Yl28・129 113 100 60 円　形 土5顔3 D－123 Xl46、Y127 33 25 13．5 円　形 なし

D－114 X148、Y128・129 135 116 60．5 円　形 土願3 D－124 X146、Y127・128 36 31 16 円　形 な　し

D－115 X148、Y128 78 （48） 27 円　形 な　し D－125 X146、Y128 24 20 11．5 円　形 な　し

D－116 X147・148、Y128 149 68 38 楕円形 な　し D－126 X146、Y128 33 29 13．5 円　形 な　し

Dr117 X148、Y128 55 54 27 円　形 な　し D－127 X146、Y128 36 35 23．5 円　形 な　し

D－118 X147・148、’Y128 50 34 56．5 円　形 な　し D－128 X146、Y128 36 34 35．5 円　形 な　し

D－119 X147・148、Y128 63 54 26 円　形 な　し D－129 X147、Y128 37 34 36．5 円　形 な　し

D－120 X147、Y128 50 45 15．5 円　形 な　し D－130 X148、Y127 38 30 26．5 円　形 な　し

D－121 X148、Y128 （90） （18） 46．5 円　形 な　し D－131 X147・148、Y127・128 32 32 13．5 円　形 な　し

D－122 X146、Yl27・128 96 88 38 円　形 な　し D－132 X147、Y128 29 24 12．5 円　形 な　し

P－1 X124、Y129 32 31 12 円　形 な　し P－19 X145、Y128 55 46 60 円　形 な　し

P－2 X124、Yl30 38 30 24．5 円　形 な　し P－20 X145、Y128 44 40 19 円　形 な　し

P－3 X124、Yl30 38 35 24 円　形 な　し P－21 X145、Yl28 31 28 13 円　形 な　し

P－4 X124、Y130 37 26 32 楕円形 な　し P－22 X145、Y129 28 25 11．5 円　形 な　し

P－5 X124、Y129 34 29 13．5 円　形 な　し P－23 Xl45、Y129 40 34 6．5 円　形 な　し

P－6 X125、Y129 38 31 28 円　形 な　し P－24 X145、Y129 26 19 20．5 正方形 な　し

P－7 X125、Y129 22 19 17 円　形 な　し P－25 Xl45、Yl29 34 31 16．5 円　形 な　し

P－8 X125、Y129 24 24 29．5 円　形 な　し P－26 X145、Y129 （38） （26） 40 円　形 な　し

P－9 X144、Y129 33 30 14．5 円　形 な　し P－27 X145、Y129 （34） （19） 34 円　形 な　し

P－10 Xl44、Y129 45 38 24．5 円　形 な　し P－28 X146、Y129 ［32］ 32 34．5 円　形 な　し

P－11 X144、Y129 41 37 23．5 円　形 な　し P－29 X146、Y129 43 38 29 円　形 な　し

P－12 X144、Y129 25 24 22．5 円　形 な　し P－30 X146、Y129 ［30］ ［26］ 29 円　形 な　し

P－13 X144、Y128 28 （20） 26 円　形 な　し P－31 X146、Y128・129 34 30 51 円　形 な　し

P－14 X144・145、Y128 28 14 33．5 円　形 な　し P－32 X146、Y129 52 47 27．5 円　形 な　し

P－15 Xl45、Y128 34 32 18 円　形 な　し P－33 X146、Y128・129 34 30 14．5 円　形 な　し

P－16 X145、Y128 15 15 30 円　形 な　し P－34 X146、Y128・129 28 24 52 円　形 な　し

P－17 X145、Y128 22 19 25．5 円　形 な　し P－35 Xl46、Y129 34 32 38 円　形 な　し

P－18 X145、Y128 38 32 23 円　形 な　し P－36 X146、Y128 24 （10） 23．5 円　形 な　し
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遺構名 位　　　　置

　　　一　　　一　　　一　　　一　　　冊　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　陣　　　門　　　一

長軸

cm）

短軸

　　　剛　　　一　　　圃　　　一　　　一

cm）

深さ

　　　一　　　一　　　一　　　り

cm）

形状
　　　r　　　冒　　　一　　　一　　　一　　　一

遺物総数 遺構名

　　　一　　　一　　　一　　　一　　　凹　　　一　　　一

　位　　　　置
　　　開　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　臼　　　一　　　闇　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

長軸

　　　一　　　一　　　一　　　一

cm）

短軸

cm）

深さ

cm）

形状 遺物総数

P－37 X146、Y128 26 24 35 円　形 な　し P－63 X147、Y128 22 20 24 円　形 なし

P－38 X146、Y128 32 31 37 円　形 な　し P－64 Xl47、Yl28 29 27 36 円　形 な　し

P－39 X146・147、Y128 45 36 44．5 円　形 な　し P－65 X148、Yl27 29 25 63 円　形 な　し

P－40 X147、Y129 45 40 19 円　形 な　し P－66 X148、Y127 （27） （14） 51 円　形 な　し

P－41 X147、Y128・129 52 ［41］ 38 円　形 な　し P－67 X148、Y127 27 （22） 25．5 円　形 な　し

P－42 X147、Y129 27 ［25］ 26 円　形 な　し P－68 X148、Y127 30 26 44．5 円　形 な　し

P－43 X147、Y129 ［32］ ［28］ 34．5 円　形 な　し P－69 X148、Y128 70 50 54．5 円　形 な　し

P－44 X147、Y129 一 一 一 不　明 な　し P－70 X148、Y128 42 24 42 円　形 な　し

P－45 X147、Y129 ［281 ［21］ 48 円　形 な　し P－71 X148、Y128 21 18 32．5 円　形 な　し

P－46 X147、Y129 30 28 43．5 円　形 な　し P－72 X148、Y128 （22） （16） 34．5 円　形 な　し

P－47 X147、Y129 ［30］ ［23］ 48 円　形 な　し P－73 X148謬128
（42） （25） 45 円　形 な　し

P－48 X146・147、Y129 （61） 57 28 円　形 な　し P－74 X148、Yl28 19 19 36 正方形 土9／須

P－49 X146・147、Y129 （32） 33 32．5 円　形 須　1 P－75 Xl48、Y128 83 54 62．5 円　形 な　し

P－50 X146、Y129 40 34 35．5 円　形 須　1 P－76 X147、Y127・128 27 17 39．5 円　形 土2〆須

P－51 X147、Y129 30 27 37 円　形 な　し P－77 X146・147、．Yl28 54 40 39．5 円　形 な　し

P－52 X147、Yl29 29 22 68 円　形 な　し P－78 X146、Y128 34 23 29 円　形

P－53 X147・148、Y128・129 46 30 26 円　形 土3／須1 P－79 X146、Yl28 32 30 36．5 円　形 な　し

P－54 X147、Y128 23 20 23 円　形 な　し P－80 X147、Y127 22 19 43 円形 な　し

P－55 X148、Y128 27 23 25 円　形 な　し P－81 X146、Y127 28 ［22］ 27．5 円　形 な　し

P－56 Xl47・148、Y128 26 22 29．5 円　形 な　し P－82 X146、Y127・128 39 32 24 円　形 土1／須

P－57 X147、Yl28 56 42 27 円　形 な　し P－83 X146・Y128． 33 30 36．5 円　形 な　し

P－58 X147、Y128 30 ［23］ 29．5 円　形 な　し P－84 X146、Y128 30 28 16 円　形 な　し

P－59 Xl47、Y128 27 23 45．5 円　形 な　し P－85 X146、Y129 28 26 22 円形 な　し

P－60 X147、Y128 50 33 45 円　形 な　し 1－1 X148、Y127・128 90 （67） 115 ［円形］ 土14顔

P－61 X147、Y128 ［50］ 32 54 円　形 な　し 1－2 X147、Y129 80 7 114 円　形 土16／須

P－62 X147、Y128 ［24］ 22 36．5 円　形 な　し

注）遺物総数の土は土師器片、須は須恵器片、瓦は瓦片のこと。
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w考 察

　ここで使われる時期区分は、元総社蒼海遺跡群での従来の様式に従い、1期（～7世紀前半：律令期以前）、

H期（7世紀後半から10世紀初頭：律令期）、皿期（10世紀前半から：律令期以後）の3期に区分した。また、

幅8m（緩衝帯を含む。）の調査であるため、限られた範囲の考察になることを付け加えておきたい。

1　本遺跡の遺構について

　本調査区は、D区がC区より北東方向1ご約200m程離れるが、A区、B区、C区は隣接しており、西からB区、

A区、C区の順で位置する。C区が最も国府推定域の中心部に近いこととなる。従来、国府推定域には諸説ある

が、本調査区はいずれの説によっても推定域の北西外となる。

　本調査区で、時期の限定できる遺構について下の表にまとめてみた。D区については、蒼海城の掘り割り跡と

考えられるW－6号溝跡のみの検出であったので表からは省略した。

Tab．4　時期別の遺構数

調　査　区 B区：約635．3㎡ A区：約594．0㎡ C区：約145．8㎡ 時期別合計

確認面の標高 121．40～122．50m 122．70～122．80m　　　　　　　轟 121．80m前後

時　　　期 住居跡 その他 住居跡 その他 住居跡 その他 住居跡 その他

1期 7世紀中葉

　　　前

縄文：D－40 7C中：1 1 1

7世紀 後半 1 D－8・39

14 4

8世紀

前半 2

B－1

2

D－25

1
中葉 1 2
後半 2 1

9世紀

前半 1

1

1
中葉

後半

10世紀

前半 5

1

1

1
D－14

19 29

中葉

後半 7 D－7 1

11世紀

前半 1 D－69
中葉 T－2、周溝一1、D－21、P－6～8

後半 周溝一1 D－5

12世紀 前半

12世紀中葉

　　　降

12C後半

降：1

中世：

－5

12～15C＝W－1～4、

納一1、15C頃：土

墓群・埋納一2

中世：B－2
3、A－2

合　　　計 21 4 10 27 3 3 34 34

※周溝…周溝状遺構、埋納…土器埋納土坑
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　まず、確認面（As－C軽石・Hr－F　P軽石を含む黒色土）の標高から旧地形を考えてみると、西からB区西端

が12L40m、B区東端が122．50m、A区西端が122．70m、A区東端が122．80m、C区121．80m前後である。B区

西から徐々に標高が上がっていき、A区西で上がりきり、A区は平坦な高台であり、C区はわずかに標高が下が

る。ただし、C区はAs－B軽石混土層のすぐ下がローム層である箇所があったりH－33の遺存が悪いことから、

後世に遺構面が削られている可能性がある。そのように考えると、B区はともかくとして、A・C区は平坦な高

台であると想像できる。また、B区は灰褐色シルト層が地山になっており、それに対してA・C区はローム層が

地山になっている。調査をしていく中で体感したことでもあるが、A・C区は水はけが良い。よって、A・C区

は平坦な高台であり水はけも良く、生活しやすい場所と考えられる。

　しかし、元総社蒼海遺跡群の範囲に含まれる過年度の集落跡調査と比較すると、本遺跡で検出された住居跡軒

数が少ないことが分かる。100㎡あたりの住居跡軒数を比較してみると、本遺跡は2．5軒の検出であるのに対して、

Hl2年調査の元総社小見遺跡では4．3軒、H13年調査の総社閑泉明神北H遺跡・総社甲稲荷塚大道西・H遺跡で

は4．5軒、元総社小見内皿遺跡では4．6軒を検出した。他の遺跡が如何に遺構の濃い調査であるかが分かり、それ

に比べると本遺跡が住居跡の検出量が少なかったかが分かる。また、1期に入るまで7世紀中葉の住居跡1軒の

みの検出であった。7世紀後半の国府形成期になるまで遺構の数が極端に少ないことが分かる。

2　集落の変遷について

　本遺跡は竪穴住居跡の視点から考えると、調査区を2つに分けることができる。B区西半分（X5から西：以

下、「小見内IV西部」と記す。）と、B区東半分・A区・C区（X95からX149：以下、「小見内IV東部」と記す。）

の2地区である。次頁の表（Tab．5）で、両者と約90m北に行ったところに位置する元総社小見内皿遺跡（1・

2・3・13・14・15・18・19・20区：以下「小見内皿西部」と記す。）を比較してみたいと思う。小見内皿西部

は小見内IV東部の基準となる南北グリッド線X95とX149の問にほぼ入ってくる。ただし、小見内皿西部には、

重複が激しく、時期を確定できなかった住居跡が44軒あったことを付け加えておく。

　時期ごとに3地区の住居跡の軒数を比較してみたいと思う。住居跡だけを見ると、1期では、小見内IV東部で

7世紀中葉になり1軒検出されるのみで、小見内IV西部では検出されていない。それ以前の遺構となると縄文時

代のファイヤーピットの可能性のあるD－40が1基検出されただけであり、その他の遺構は検出されていない。

狭い範囲のことであるが、国府が設営されるまではこの地区はあまり人々が生活していなかった傾向にあること

が分かる。住居跡だけを見て、元総社小見内IV遺跡と小見内皿西部を比較してみると、6世紀以降の1期では小

見内IV西部と小見内IV東部を合わせても100㎡あたり0．07軒で、7世紀中葉になるまで住居跡が出現してこない。

これに対し、小見内田西部では、100㎡あたり0．67軒の割合で、6世紀11軒、7世紀10軒の住居跡が検出された。

律令期以前のため、この住居跡の差は小見内IV西部・東部の地区にはただ単に人々が暮らしていなかったのかと

思われる。

　H期を比較してみると、小見内IV西部は100㎡あたりO．54軒で、9世紀代と思われる住居跡が1軒だけの検出

である。小見内IV東部は100㎡あたり1．13軒で、それまで人々の生活痕の少なかった地区に8世紀の11軒を筆頭

に集落が形成されてくる。しかし、集落といっても小見内皿西部（100㎡あたり1．95軒）との比較でも分かるよ

うに、過年度調査した周辺の遺跡に比べると住居跡の軒数は少ない。国府成立時期と合うことから、小見内IV東

部は国府成立に伴い人々が生活し始めるが、国府周辺への規制で他の遺跡のような人口の増加は見られないので

はないかとも推測される。また、小見内IV西部は、現在も遺構確認面は湿地であり、旧地形では低い場所に位置

する。低地で湿地であり不安定な土地であるために人々が生活できなかったと推測した。
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皿期を比較してみると、小見内IV西部は100㎡あたり6．53軒で、10世紀後半の7軒を筆頭に集落が形成されて

くる。小見内皿東部は100㎡あたり0．48軒で、10世紀の6軒が検出されているものの、11世紀以降の住居跡は検

出されなかった。小見内IV西部は10世紀になって地形が安定したこと、政治的な可耕地の拡大、集落の計画的配

置等の条件が重なり、人口が増加したものと考えられる。小見内IV東部は10世紀を最後に住居跡は消滅し、11世

紀中葉の祭祀的遺構と考える1号周溝状遺構とT－2号竪穴状遺構（後で記述）、11世紀後半の祭祀遺構の可能

性がある2号周溝状遺構、12世紀から15世紀頃の土坑墓群、1号土器埋納土坑、2号土器埋納土坑がある。よっ

て、小見内IV東部は11世紀頃から祭祀的な地域になったかと想像される。

Tab．5　小見内IV西部、小見内IV東部、小見内皿西部の比較

地　　　　区 小見内IV西部 小見内IV東部 小見内m西部

面　　　　積 183．7㎡ 1，191．4㎡ 3，125㎡

標　　　高 121．50～121．70m 121．70～122．80m 120．54～123．70m

時　　　期 住居跡軒数 その他 住居跡軒数 その他 住居跡軒数

1期 7世紀中葉

　　　前

7C中：1 縄文：D－40 弥生：2、6C：ll
C前中：5、7C：5

H　　　　　期

7世紀 後半 1 D－8・39 3

8世紀

前半 5

B－1、D－25

10

23中葉 1 2
後半 3 1

9世紀

前半

1

1 4
12中葉

後半 8

10世紀

前半 3

1

鯉

3

2
D－14 3

8中葉

後半 7 1 D－7 1

11世紀

前半 1 D－69

4中葉 T－2、周溝一1、D－21、P－6～8

後半 D－5、周溝一1

12世紀 前半

12世紀中葉

　　　降

12C後半

降：1

中世：

－5

12～15C：W－1～4、埋

一1、15C頃：土坑墓
・埋納一2、中世以降

B－2・3、A－2

不明：44

住居

数／100㎡

1　期 0 0．08 0．74（不明44軒除）

H　　期 0．54 1．13 L95（不明44軒除）

皿　　期 6．53 0．48 0．51（不明44軒除）

合　　計 7．08 1．68 4．61
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3　溝跡について

（1）W－1・2号溝跡

　本遺構は通路を伴う溝跡である。最下面の通路面には小石が敷き詰められており、それに混じって瓦片を検出

した。北壁セクションでは2つの溝跡が切り合い、W－1はW－2より古いものと考えた。しかし、両溝跡を埋

める埋土（最下層にAs－B軽石を多く含む川砂）に大きな違いがみられず、南壁セクションを見ると二股に分か

れるような形で同時期に使われていたようにも考えられる。川砂とのろの層が何層も重なり合い、短期間に埋没

したというよりは何回かに分かれて埋没したと考えられる。北壁セクションが土坑墓群と重なったため解明をよ

り困難なものとした。時期は埋土からAs－B軽石軽石降下以降に埋没したと考えられる。

　本遺構と関連があると考えられる過年度調査の遺構としては、元総社小見内皿遺跡の15区のW－2号溝跡と

W－4号溝跡がある。W－2は、平成11・12年度に調査した上野国分尼寺寺域確認調査・Hによって明らかにな

った尼寺南辺築垣に並行して走り、築垣東南部でN－1320－Eの方向に折れ曲がる溝跡であり、本遺跡のW－

1・2に向かってくる。W－4は、主軸方向がN－3。一Eであり、南に延長してくると考えると、本遺跡の

W－2とつながる可能性がある。どの溝跡もAs－B軽石混土層を埋土に含んでおり、埋没した時期はある程度整

合する。

　本遺跡のW－2は元総社小見内皿遺跡の15区のW－4とつながると仮定すると、主軸方向もほぼ南北になるこ

とが分かる。日高道と言われているE50の南北線から西へちょうど4町（1町を約109mと考えた場合）離れた

南北線上になる。このように考えると、W－2は条里に伴う溝跡と考えることもできる。W－1は轡曲しており、

W－3につながり、時期は合わないが国府域の中心へ向かう溝跡と考える。今後の調査が待たれるところである。

（2）W－3号溝跡

　本遺構は閑泉樋遺跡で検出された条里の東西線に乗り国府に関連するとされるW－1号溝跡と主軸方向を同じ

くし、北に約半町ずれたところに位置する。最下面の両側に浅い側溝を持つ通路を伴う溝跡として構築され、9

枚の硬化面があることから埋没していく過程の中で何度も通路として使用されていたことが分かる。また、W－

1が轡曲しており本遺構につながる可能性がある。時期はAs－B軽石純層を掘り込んで構築されており、最下部

層が純度の高いAs－B軽石混土が硬化している面となっており、埋土の上部層、中問層、最下部層ともにAs－B

軽石が多く混じる層であり違いが見られないことからことから、As－B軽石軽石降下後構築され、構築後短い間

で埋没してしまったと考えられる。

　As－B軽石降下以降に構築されたこれほどに大規模な溝跡は何かと考えると、蒼海城の堀跡の可能性がある。

現形図と古絵図とを合わせた図（元総社宅地遺跡・上野国分尼寺寺域確認調査H　Fig．5、上野国分寺・尼寺中

間地域（3）付図ll）では、A区東部に蒼海城の堀跡が検出されるはずであったが、堀跡は検出されずH－10

（10世紀後半）が確認された。東部にあったはずの堀跡がずれて西で検出されたという可能性はないのだろうか。

もしなるとすれば、元々は国府に関連する溝跡であり、蒼海城の城郭形成に再度利用され、変遷を遂げてきた可

能性があると考える。

（3）W－6号溝跡

　通路を伴う溝跡である。北北西へ向かい牛池川に流れ込む南北方向の溝跡である。古絵図から蒼海城の各郭を

画していた堀跡であると考える。元総社小見内皿遺跡6区のW－1が本遺構とつながると思われる。
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4　T－2号竪穴状遺構について

　本遺構は、1号周溝状遺構が巡るように配置され、出土遺物から2つφ遺構は同時期の遺構であることが判明

した。周溝を伴う竪穴状遺構（または土坑）の事例を見つけることはできなかったが、同時期の土坑、土坑墓、

墓坑についての事例と比較しながら、本遺構とこれに伴うと思われる1号周溝状遺構の性格を考えてみたい。

Tab．6　T－2号竪穴状遺構と周辺遺跡の遺構との比較

遺跡名
構名

長軸×短軸×深さ（m）

形状・主軸方向
主な出土遺物 備　　　　　考 時期

元総社小見内IV遺跡 2．68×1．20×0．62 内黒土器、飾り 周溝が巡っており、北に渡りがあったと 11C

T－2号竪穴状遺構 隅丸長方形・N－12。一W 金具、釘（多数） 推定する。 中葉

上野国分僧寺・尼寺 1．01×0．67×0．15 鉄鍍、天禧通宝 鉄鎌は被葬者の脊椎骨を背後から貫く状

中間地域 隅丸長方形・N－1。一E 態で出土。銅銭の初鋳は、1018年として

C区3号土坑墓 いるQ

下東西遺跡 1．58×0．67×0．39 須恵器長頸壷・ 釘の位置より木棺の規模を推定し、埋葬 9C
S　Z16土坑墓 長方形・ほぼ南北 椀・皿、釘（多数） されたのは幼児であったと推定する。 後半

清里・長久保遺跡 外：3．15×2．05×0．85 緑紬輪花椀・皿 二段掘り。13区2号墓坑からも釘が検出 10C

13区1号墓坑 内：2．3×0．9×0．56 内黒土器、灰紬 され、同じ性格の遺構と考えている。 中葉～

隅丸長方形・ほぼ南北 耳皿、釘 後半

日高遺跡 1．82×0．73×0．22 灰紬椀 木材が出土したが、木棺ではなく、被葬 9C後

51号土坑 隅丸長方形・ほぼ南北 者を載せる材であったと考えられてい 半～10

る。 C初頭
｝

下佐野遺跡 2．58×0．9×0．94 灰紬椀、須恵器 墳丘上に位置する。川原石を敷く。同質 10C

7区113号土坑 長方形・N－1。一W 椀、墨書、釘？ の遺構として、7区59号土坑有。 後半

調

査

区

外

／て二　　◎
　　！！
　／1
　　　　11　　　ノ
　　！／　　　（》D－21

　　　T－2
　　　　　　　　　　　　P－7

　　　　　　＿＿轄
　　　，，一一’　　　　1◎O　P－8
　　4▲r　　　　　　　　l
　　　へ’一＿’f一一一一レ⑩P－6
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一一一 木棺推定線

●　　土器

▲　　釘

△　　鉄片

0 1：60 2m

むig．12　T－2号竪穴状遺構と周辺の遺構
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　T－2は、底に穿孔がある酸化焔焼成の高台椀（土器は明らかに焼成後に窄孔されたもので儀器としての埋納

を意識したものと見られる。〉、酸化焔焼成の足高高台椀、磨きがかかる内黒土器（うち1点の土器の口唇部外面

に油煙が付着しており、灯明皿としての使用か）、飾り金具、多数の鉄製品の破片が出土し、当初から祭祀的な

意図のある遺構ではないかと考えていた。また、北に渡りがあると想定される1号周溝状遺構が巡っており、上

屋の柱穴になると推測するD－21、P－6～8も含めて、そのように考えていた。同様な形状であり、出土遺物

を検出している周辺遺跡の遺構を前頁の表（Tab．6）にまとめてみた。各遺跡において遺構の名称は様々である

が、どれも土坑墓として考えられている。本遺構についても他の遺跡の遺構と同様に土坑墓になる可能性が高い

と思われる。

　そこで、本遺構で出土した鉄製品（釘）の位置を確認し、木棺が想定できるか考えてみたのが前頁の図（Fig．

12）である。当初、釘を含む鉄製品に関しては、上屋の建物を構築するのに使用されていた釘が落ちたものと

考えていた。しかし、鉄製品の位置を平面図に落としてみると、ほぼ四隅に釘が位置し、主軸方向をほぼ南北方

向においた長軸171cm、短軸51cmの木棺が想定できる。また、先述した遺物が想定した木棺の北から集中して出

土しており、副葬品と考えられる。木棺や人骨は、本遺構が乾燥した地域に位置するために、朽ちたものと考え

る。よって、本遺構は土坑墓と考えても良いのではないか。しかし、1号周溝状遺構が本遺跡に伴うものである

ことは出土遺物が同時期であるから可能性はあるが、D－21やP－6～7が本遺構に伴う建物遺構の柱穴になる

かは結論づけることはできなかった。

5　土坑墓群について

　土坑墓群は、土坑墓8基と土器埋納土坑1基から構成される。D　B－1以外はW－1・2号溝跡と重複してお

り、溝跡と土坑墓の埋土にはっきりした違いがなく、溝跡を精査中に人骨や土器の破片、古銭を検出することで

DB－2～8と1号土器埋納土坑があったのだろうと想定したので、DB－1以外の遺構の形状は確認はできな

かった。唯一確認できたD　B－1の形状は楕円形、規模は長軸114×短軸85×深さ2L5cm、主軸方向はN－8。一E

である。出土遺物には土師器片6点、永楽通宝7枚・祥符元宝1枚がある。その他の土坑墓も人骨に伴い古銭が

検出された。（Tab．9）本遺跡から西に約400mのところに位置する上野国分僧寺・尼寺中間地域の土坑墓を参考

にして、本土坑墓群をもう少し明確にしたい。

Tab．7　上野国分寺・尼寺中間地域の土坑墓

遺　構　名 C区3号 C区6号 C区11号 C区12号 C区34号 G区3号

主軸方向 N．10．E N－0。一E N、4。一E N．1。．E N－10。．E N－0。一E

規模

cm）

長軸 101 121 116 130 116 ．133

短軸 67 96 112 82 100 91

深さ 15 51 85 51 19 22

平面形状 隅丸長方形 隅丸長方形 隅丸長方形 長方形 梯形 長方形

出土遺物 鉄鍍1、渡来

1

土師質土器皿

、渡来銭6

土師質土器皿

、渡来銭8

鉄鍬1、渡来

1

土師質土器皿

、渡来銭3

土師質土器皿

、渡来銭10等

埋葬の仕方 横向きで屈葬 横向きで屈葬 横向きで屈葬 ｛府臥位 横向きで屈葬 横向きで屈葬

備　　　考 被葬者の背後から貫

状態で鉄鍍を検出

頸部から鉄鎌

出土

※遺物の後の

字は個数
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　D　B－2で、中間地域C区の第3号土坑墓のように被葬者と鉄器との直接の関わり合いは確認できなかったが、

被葬者の胸のあたりから刀子1点（鉄9、Fig。64、P　L。17）が出土した。また、土坑墓と関連すると考える

1号土器埋納土坑は、カワラケを意図的に割られたと思われる土器片が総数764点出土した。（遺物番号157～172

の土器、Fig．57・58、P　L．16〉中間地域でも同時期の土師質土器皿（本報告書では、須恵器圷・カワラケと

表記している。）を伴う土坑墓が多数検出されている。その他、本土坑墓群も中間地域の土坑墓もほとんどが直

葬墓である可能性が高いことや渡来銭が出土すること等類似点があり、本土坑墓群の各遺構の形状や時期等を推

定できると考える。

6　2号周溝状遺構について

　本遺構の検出状況は、主軸方向をほぼ南北にとり、南に渡りを有し、台部に柱穴18基を検出した。柱穴の埋土

はAs－B軽石混土が堆積していた。また、周溝の中から馬の骨（一体でないことから他のところから持って来て

埋めたと思われる。）や底部に穿孔のある短頸壷と思われる壷が検出された。また、本遺構が検出されたB区は、

A区と比較すると低地であり、地山が白色シルト層であり、水はけが悪いという地形的特徴がある。そして、本

遺構の主軸方向がT－2号竪穴状遺構を含む1号周溝状遺構と一致することが分かった。時期は周溝の埋土から

As－B軽石純層が検出されたことから、11世紀後半と考えた。以上のようなことから、多くの祭祀的な遺構や祭

祀の対象として発見されることの多V～馬骨や明らかに焼成後に窄孔された儀器として埋納を意識したものとみら

れる穿孔のある壷が検出されたことから、本遺構は信仰の対象とされるような施設が台部にあり、その廃絶に当

たって意識的に馬骨や土器を埋納したものである可能性があると考える。
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　日高遺跡
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　清里・長久保遺跡
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Tab．8　土器観察表

番号 遺構層位 器種
①口径

器高
①胎土②焼成
色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備考

1 H－2
直

蓋須恵器 ①10．8
　3．2

①細粒②良好
灰白色④3／4

、鞭輔整形。口縁部：外傾、内・外面競櫨撫で。返り無。天井部：内面競輔撫で。外面箆起こし後箆削り。摘みなし。

酸化焔焼

2 H－2
直

圷土師器 ①　9．8
　2．9

①細粒②良好
榿色④ほぼ完形

口縁部：短く、内傾気味から直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面
で。外面箆削り。

小型

3 H－2
直

圷土師器 ①［11．1］

　3．1
①細粒②良好
榿色④2／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型

4 H－2
直

圷土師器 ①10．8
　3．7

①細粒②良好
榿色④ほぼ完形

小型

5 H－2
土

圷土師器 ①［13．6］

（3．4）
①細粒②良好
榿色④1／5

口縁部：短く外傾、内・外面横撫で。底部：平底から外傾の体部、内面撫で、
射線状の暗文有。外面箆削り。

6 H－2
、埋土

圷土師器 ①［13．3］

（3．1）
①細粒②良好

にぶい榿色④1／4

口縁部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底から外傾の体部、内面撫で。外面箆削りから口縁部に近いところで撫で・

7 H－2
土

圷土師器 ①［13．4］

（3．2）
①細粒②良好

にぶい榿色④一
口縁部：外傾、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削り。

8 H－2
直

圷土師器 ①15，5
　4．7

①細粒②良好
榿色④ほぼ完形

口縁部：内傾、内・外面横撫で。底部1丸底、内面撫で。外面箆削り。 箆書き有

9 H－2
直

圷須恵器 ①［11．0］

［3．4］
①細粒②良好
灰色④3／5

輔輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面輔輔撫で。底部：平底、内面競輔撫で。外面回転箆切り。

還元焔焼

10 E－2
直

摺　鉢
恵器

8（喬） ①細粒②良好
灰白色④底部のみ

鵯韓整形。口縁・体部：ほぼ欠損、内・外面韓櫨撫で。台部：平底、内面韓
撫で。外面撫で。

還元焔焼

11 H－2
直

大甕
師器

①23．4
（9．2）

①細粒②良好
榿色④1／4

口縁部：外傾、内・外面横撫で。肥薄な先端部に一筋の調整痕が残る。胴部：上半部内面撫で、外面箆削り。中央部・下半部欠損。

同一の個
となる

能性有12 H－2
直

大　甕
師器

①　一
（14．3）

①細粒②良好
榿色④1／4

口縁部：欠損。胴部：上半部・中央部欠損。下半部内面撫で。外面斜め箆削
。底部：突出底。

13 H－3
直

蓋須恵器 ①［15．0］

（2．2）
①細粒②良好
灰色④1／5

韓輔整形。口縁部：外傾、内・外面韓輔撫で。弱い返り有。天井部：内・外
韓轄撫で。摘み欠損。　・

還元焔焼

14 H－3
直

圷土師器 ①［11．8］

　3．6
①細粒②良好

明赤褐色④1／2
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型

15 E－3
直

圷土師器 8　11．6　3．9 ①細粒②良好
明赤褐色④1／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型

16 E－3
、埋土

圷土師器

①1L8　3．9
①細粒②良好③にぶい

色④ほぼ完形
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型

17 H－3
直

圷土師器 ①［14．Ol

　4．1
①細粒②良好

榿色④1／3
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。

18 H－3
土

圷土師器 ①［14．1］

（2．6）
①細粒②良好
榿色④1／5

口縁部：短く外反、内・外面横撫で。底部：ほぼ欠損。平底から緩やかに立
上がり口縁部に至ると推定。内面撫で、外面箆削り。

19 H－3
土

圷土師器 ①［13．6］

［4．1］
①細粒②良好
榿色④1／4

口縁・体部：外傾した体部から短く外反する肥薄な口縁部、内・外面横撫で。
部：平底、内面撫で。外面箆削り。

20 H－3
直

圷須恵器 ①13，0
　4．0

①細粒②良好
灰色④ほぼ完形

韓韓整形。口縁・体部1外傾、内・外面軽櫨撫で。底部：平底、内面輔輔撫で。外面箆起こし後、箆削り。

還元焔焼

21 H－3
直

台付甕
師器

①［13．6］

（11．0）
①細粒②良好

にぶい榿色④破片

口縁部：短く外傾、内・外面横撫で。体部：上半部器最大径、内面撫で。外面箆削り。中央部・下半部欠損。台部：欠損。

22 H－3
、床直

長胴甕土師器 ①［22．7］

［9．8］
①細粒②良好

明赤褐色④1／4
口縁部：器最大径、やや外反気昧、内・外面横撫で。胴部：上半部内面撫で。
面箆削り。中央部・下半部欠損。底部：欠損。

23 H－4
土

蓋須恵器 ①［9．5］

　2．7
①細粒②極良
灰白色④2／3

輔輔整形。口縁部：外傾、内・外面輔輔撫で。返りなし。天井部：内面輔輸1
で。外面箆起こし後、箆削り。

還元焔焼

24 H－4
直

圷土師器 ①［10．6］

（3．1）
①細粒②良好
榿色④1／4

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

小型

25 H－4
直

圷土師器 ①［13．6］

　4．3
①細粒②良好
榿色④1／4

口縁部：短くやや内傾気昧、内・外面横撫で。底部1丸底、内面撫で。外面
削り。

26 H－4
土

圷土師器 ①［14．O］

（3．8）
①細粒②良好

檀色④破片
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。

27 E－4
、埋土

高台椀
恵器

①　一
（3．4）

①細粒②良好
灰白色④1／3

率麟盧整形。口縁・体部：ほぼ欠損。内・外面輔輔撫で。底部：回転糸切り付
高台。高台部：短くやや外傾、内・外面輔轄撫で。

酸化焔焼

28 H－5
土

圷土師器 ①［12．3］

［3．5］

8細粒②良好榿色④破片 口縁部：外傾、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型
い稜有

29 H－5
土

高台椀
恵器

①　一
（3．5）

①細粒②良好
灰色④破片

競韓整形。口縁・体部：ほぼ欠損。内・外面纏輔撫で。底部：内面韓韓撫で。
台部：短く外傾。削りだし高台。

還元焔焼

30 H－6
直

蓋須恵器 ①［15．4］

（2．6）
①細粒②良好

灰白色④破片
競輔整形。口縁部：緩やかな轡曲から垂直気味に折れて返りなし。内・外面

輔撫で。天井部：ほぼ欠損。内面韓輪撫で。外面回転箆切り。
還元焔焼

31 H－6
土

圷土師器 ①［11．6］

［3．5］
①細粒②良好

にぶい榿色④1／2
口縁部：外傾、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型
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番号 遺構層位 器種
①口径

器高

8胎土②焼成色調④遺存度

器種の特徴・整形・調整技術 備　考

32 H－6
土

圷土師器 ①［15．21
（3．7）

①細粒②良好
にぶい榿色④1／4

口縁部：外傾、横撫で。底部：浅い平底気味の丸底、内面撫で。外面箆削り。

33 H－6
直

圷土師器 8　［18．4］　（7．0）

灘鶴先 口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：深い丸底、内面撫で。外面箆削
。

大型

34 H－6
土

鉢土師器 ①［20。4］

（6．8）
①細粒②良好

にぶい燈色④破片
口縁部：短くやや外反、内・外面横撫で。体部：外傾、内面撫で。外面縦箆

り。底部：欠損。

35 H－8
土

圷土師器 ①［1L4］
（3．2）

8懲鴨琶④破片 口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

小型

36 H－9
土

圷土師器 ①［9．8］
（2．3） 灘欝

口縁部：短く外傾、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、中央部平底気味、内
撫で。外面箆削り。

小型

37 H－10
、埋土

高台皿
紬

①［12．6］

（2．4）
①細粒②良好
灰白色④1／2

韓轄整形。口縁・体部：やや轡曲した体部から口縁部、内・外面軽輔撫で。
部：内面輔輔撫で。外面回転糸切り付け高台。高台部：短くやや外傾、内・外面韓韓撫で。

潰けがけ

38 H－10
直

高台椀
恵器

①［12．6］

（4．5） 灘留携 韓輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面輔韓撫で。底部：内面輔韓撫で。外
回転糸切り付け高台。高台部：短く直立、内・外面韓輔撫で。

酸化焔焼

39 H－10
、埋土

高台椀
恵器

①12．6
　3．8

①中粒②良好
灰白色④4／5

韓輔整形。口縁・体部：肥薄で外傾した体部から肥厚で外反した口縁部、内・外面醜韓撫で。底部1内面韓櫨撫で。外面回転糸切り付け高台。高台部：

厚で外反、内・外面韓輔撫で。足高高台椀への移行期。

酸化焔焼

40 H－10
直

羽　釜
恵器

①［21．4］

（9．9） 灘灘
輔輔整形。口縁部：内傾、内・外面較轄撫で。鍔部：断面弱い三角形、上向きに付く。器最大径。横撫で。胴部：上半部やや張りがあり、内・外面車麟盧

で。中央部・下半部欠損。底部：欠損。

酸化焔焼

41 H－10
、床直

羽　釜
恵器

①［24．2］

（5．9）
①細粒②良好

黒色④破片
鞭輯整形。口縁部：内傾、内・外面輔韓撫で。鍔部：断面弱い三角形、上向きに付く。器最大径。横撫で。胴部：上半部内・外面醜輔撫で。中央部・下

部欠損。底部：欠損。

酸化焔焼

42 H－10
、床直

羽　釜
恵器

①［21．4］

（24．0） 8灘8携
韓韓整形。口縁部：直立、内・外面鞭輪撫で。鍔部：断面弱い三角形、上向きに付く。貼り付けが雑。器最大径。横撫で。胴部：上半部やや張りがあり

・外面輔輔撫で。中央部・下半部内面韓韓撫で、外面斜め箆削り。底部：
損。

還元焔焼
、外面
付着
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、床直
羽　釜

恵器

①［18．0］

（1L4）
①細粒②良好

浅黄榿色④破片

義韓整形。口縁部：直立、内・外面競櫨撫で。鍔部：断面弱い三角形、上向きに付く。器最大径。横撫で。胴部：上半部内面韓韓撫で、縦方向箆削り。

央部・下半部欠損。底部：欠損。

酸化焔焼

44 H－11
直

圷土緬器 ①［IO．8］

　3．3
8羅鰹1／、 口縁部：短く内傾、内外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型

45 H－11
土

圷土師器 ①［11．O］

（3．3） 灘紹携 口縁部：短く内轡気味、内外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆
り。

小型

46 H－12
土

圷土師器 ①［15．8］

（4．1） 灘欝
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。

47 E－12
直

杯土師器 ①13．8
　4．5

①細粒②良好
榿色④ほぼ完形

口縁部1外傾で先端部肥薄、内・外面横撫で。体部：外傾、内面横撫で。外
箆削り。底部：平底、内面撫で。外面箆削り。

48 H－12
土

大　甕
恵器

①［25．8］

（4．2） 灘辮
車麟盧整形。口縁部＝外傾から先端部外反気味、稜有。内・外面難韓撫で。二

の沈線と波状紋が巡る。胴・底部：欠損。
還元焔焼

49 H－13
直

圷土師器 ①［13．2］

（3．5）

①細粒②良好
榿色④破片

口縁部：短くやや内轡気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面
削り。

50 H－14
土

蓋須恵器 ①［25．0］

　（4．1） 8簸艦
輔櫨整形。口縁部：短く直立、内・外面韓輔撫で。返り有。天井部：水平、

面輔輔撫で。外面箆削り。
還元焔焼

51 H－14
直

圷土師器 ①［10．8］

（3．1）
①細粒②良好

にぶい濫色④1／3
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削

。

小型

52 H－14
直

圷土師器 ①12．4
　3．7

①細粒②良好
榿色④完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

底部内面
窯印有

53 H－14
土

圷・
師器

①［13．9］

［3．5］
①細粒②良好

明赤褐色④1／4
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削

。

54 H－14
直

圷土師器 8　［15．4］　3．9 ①細粒②極良
榿色④1／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

55 H－14
直

甕土師器 ①［15．8］

（3．9）
①細粒②良好

灰黄褐色④破片

口縁部：短く外傾、先端部沈線巡る。内・外面横撫で。胴部：上半部内面撫で、外面横箆削り。中央部・下半部欠損。底部：欠損。

56 H－14
直

甕土師器 ①［17．4］

（6．1）
①細粒②良好

榿色④破片
口縁部：短く直立した頸部から短い外傾の口縁部、内・外面横撫で。胴部：
半部内面撫で、外面箆削り。中央部・下半部：欠損。底部：欠損。

57 H－14
、床直

甕土師器 ①［17．8］

（8，8）
①細粒②良好③にぶい

榿色④破片
口縁部：短く直立した頸部から短い外傾の口縁部、内・外面横撫で。胴部：
半部内面撫で、外面箆削り。中央部・下半部欠損。底部：欠損。

58 H－14
直

長胴甕
師器

①［23．6］

（8．6）
①細粒②良好

榿色④破片
口縁部：外反、内・外面横撫で。器最大径になると推定。胴部：上半部内面

で、外面箆削り。中央部・下半部：欠損。底部：欠損。

59 H－14
直

長胴甕土師器 ①［10．8］

（9．6）

8細粒②良好榿色④破片 口縁部：外反気昧、内・外面横撫で。器最大径になると推定。胴部：上半部
面撫で、外面箆削り。中央部・下半部欠損。底部：欠損。

60 H－15
直

」不

師器

8　［13．1］　3．2 ①細粒②良好
榿色④1／2

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。
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番号 遺構層位 器種
①口径

器高
①胎ニヒ②焼成
色調④遺存度

器種の特徴・整形・調整技術 備考

61 H－15
直

圷土師器 ①［12．3］

　3．1
①細粒②良好
榿色④3／4

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

62 H－15
直

圷土師器 ①14．0
　4．2

①細粒②良好③にぶい
榿色④ほぼ完形

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。

63
H：一15

直
高台椀

恵器

①［14．4］

　3．8
①細粒②良好

灰色④1／5
輔輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面穂輔撫で。底部：内面韓輔撫で、外

箆削り。高台部：短く外傾、削り出し高台。
還元焔焼

64 H－16
直

圷須恵器 ①［13。O］

　3．5
①細粒②良好
灰白色④3／5

韓櫨整形。口縁・体部：外傾の体部から先端部が細くなる口縁部、内・外面
轄撫で。底部：平底、内面輔輔撫で、外面回転糸切り未調整。

還元焔焼

65
H：一17

土
高台椀

恵器

①［16．0］

（5，6）
①細粒②良好

灰白色④破片
鞭韓整形。口縁・体部：外傾の肥薄な体部からやや外反した口縁部、内・外

輔輔撫で。底部・高台部：欠損。

66 H－18
土

水注
恵器

①［9．41
（4．5）

①細粒②良好
灰白色④1／8

輔輔整形。天井部：内面輔輔撫で。外面撫で。体部：中央部が器最大径、内・外面韓韓撫で。底部：内面韓韓撫で。外面撫で。 還元焔焼

67 H－18
土

蓋須恵器 ①［20．Ol
（3．0）

①細粒②良好
灰色④破片

韓輔整形。口縁部：短く外傾、内・外面競韓撫で。返り有。天井部：水平か
緩やかに屈曲、内・外面韓韓撫で。摘み：欠損。

還元焔焼

68 H－18
直

杯須恵器 ①［12．4］

［4．71
①細粒②良好
灰白色④1／3

韓韓整形。口縁・体部：直立気昧の外傾の体部から外傾の口縁部、内・外面
輔撫で。底部：平底、内面韓韓撫で。外面箆切り。

還元焔焼

69 H－18
直

高台椀
恵器

①［12．51

　5．7
①細粒②良好③にぶい
榿色④4／5

軽韓整形。口縁・体部：轡曲した体部から短く外反する口縁部、内・外面韓
撫で。底部：内面競韓撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：外傾、内・外面韓輔撫で。

酸化焔焼

70 H－18
、埋土

鉢須恵器 ①12L2］
（工0．5）

①細粒②良好③にぶい
榿色④破片

韓輔整形。口縁部：直立、内・外面韓櫨撫で。体部：外傾から轡曲、内面輔
撫で。外面上半部輔輔撫で、中央・下半部箆削り。底部：欠損。

片口有

71 H－18
直

羽　釜
恵器

①［28．0］

（12．5）
①細粒②良好

灰黄褐色④破片．
韓轄整形。口縁部：内傾、肥厚な先端部、内・外面輔輔撫で。鍔部：断面三

形、上向きに付く。器最大径。横撫で。胴部：上半部に胴部最大径があり
半部にいくにしたがって細くなると推定。上半部内・外面韓輔撫で。中央
・下半部欠損。底部：欠損。

酸化焔焼

内面黒色

72 H－18
直

羽　釜
恵器

①［20．Ol
（14．6）

①細粒②良好
にぶい褐色④破片

韓韓整形。口縁部：内傾、内・外面韓韓撫で。鍔部：断面三角形、上向きに
く。器最大径。横撫で。胴部：上半部に胆部最大径があり下半部にいくに
たがって細くなると推定。上半部内・外面競韓撫で。中央部内面軽轄撫で、
面箆削り。下半部欠損。底部：欠損。

酸化焔焼

73 H－19
土

蓋須恵器 ①［11．0］

（2．3）
①細粒②良好

暗灰色④1／3
輔輔整形。口縁部：内轡、内・外面輔轄撫で。返り有。天井部：水平から外

、内・外面韓輯撫で。摘み＝欠損。
還元焔焼

　小型

74 H－19
直

蓋須恵器 ①［13．9］

（2．0）
①細粒②良好

灰色④破片
輕輔整形。口縁部：外傾、内・外面輔櫨撫で。返り有。天井部：水平から外

、内・外面輕輔撫で。摘み：欠損。
還元焔焼

75 H－19
土

圷土師器 ①10．2
　3，0

①細粒②良好
榿色④完形

小型

76 H－19
土

圷土師器 ①11．8
　3．5

①細粒②良好
榿色④ほぼ完形

口縁部：短く内轡、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

小型

77 H－19
直

杯須恵器 ①［9．8］

　3．7
①細粒②良好

黄灰色④1／3
韓輔整形。口縁・体部：外傾の体部から短くやや外反気味の口縁部、内・外

輔輔撫で。底部：平底、内面輔韓撫で。外面回転箆切り。
還元焔焼

78 H－19
、床直

高台椀
恵器

①［15．4］

（4．6）

①細粒②良好③にぶい
榿色④4／5

輔輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面輔輔撫で。底部：内面義
撫で、外面回転糸切り付け高台。

酸化焔焼成　内黒
器箆磨き有

79 H－19
直

高台椀
恵器

8　［17．2］　7．7

朧8携
韓韓整形。口縁・体部：轡曲から直立気昧、内・外面韓輔撫で。底部：

面輔輔撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部＝短く外傾、内・外面
輔撫で。

還元焔焼成
面全体に自

紬有肥厚

80 H－20
直

圷須恵器 ①［12．6］

　3．1
①細粒②良好

にぶい榿色④1／3
輔韓整形。口縁・体部：外傾の体部から口縁部、内・外面韓輔撫で。底部：

面中央部が出っ張った平底、内面韓輔撫で。外面回転糸切り未調整。
酸化焔焼

雑

81 H－20
直

高台椀
恵器

①［10．5］

　4．6
①細粒②良好

にぶい榿色④1／2
韓韓整形。口縁・体部＝轡曲から外傾の体部から口縁部、内・外面競轄撫で。

部：内面輔轄撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：外反、内・外面韓
撫で。．

酸化焔焼

82 H－20
、埋土

鉢須恵器 ①［27．5］

16．3
①細粒②良好

にぶい褐色④1／2
韓輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面競輔撫で。底部：内面鵯韓撫で、外

撫で。
酸化焔焼

　，

83 H－20
、埋土

羽　釜
恵器

①［21．4］

（24．0）
①細粒②良好

にぶい褐色④1／5
韓韓整形。口縁部：内傾、内・外面輔輔撫で。鍔部：断面三角形、上向きに

く。器最大径。横撫で。胴部：上半部に胴部最大径があり下半部にいくに
たがって細くなる。上半部・中央部内・外面輔輔撫で。下半部外面箆削り、
面輔韓撫で。底部：欠損。

酸化焔焼

輪積み痕

84 H－21
土

杯須恵器 ①　　一
（1，9）

①細粒②良好③浅黄榿
④底部のみ

範輔整形。口縁・体部1ほぼ欠損。底部：内面中央部がやや出っ張った平底、
面競輔撫で。外面回転糸切り未調整。

酸化焔焼
　雑

85 H－21
土

高台椀
恵器

①［1LO］
［5．O］ 灘留肌 軽轄整形。口縁・体部＝轡曲した体部から外傾の口縁部、内・外面競韓撫で

底部：内面　麟盧撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：外傾、内・外面
輪撫で。

酸化焔焼

86 H－21
、床直

羽　釜
恵器

①［20．0］

（6．9）
①細粒②良好

榿色④破片　　＼

競櫨整形。口縁部：内傾、内・外面輔輔撫で。鍔部：断面三角形、上向きに 酸化焔焼

87 H－21
、床直

羽　釜
恵器

①　　一
（12．3）

①細粒②良好
灰褐色④破片

號輔整形。口縁部・鍔部：欠損。胴部：上半部・中央部ほぼ欠損。下半部外
箆削り、内面義輔撫で。

酸化焔焼

88 H－22
直

圷土師器 8　［14．2］　（3．2） ①細粒②良好
榿色④1／4

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。
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番号 遺構層位 器種
①口径

器高
①胎土②焼成
色調④遺存度

器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－22 高台椀 ①　　一 ①細粒②良好 韓轄整形。口縁・体部：ほぼ欠損。底部：内面輔輔撫で、外面回転糸切り 酸化焔焼成89
床直 須恵器 ②（4．4） ③榿色④1／4 付け高台。高台部：長く外傾、内・外面韓輔撫で。 足高高台椀

90
H：一22

土

誉軍

恵器
8121：ll ①細粒②良好③にぶい

榿色④破片
輔轄整形。口縁部：外反、先端部に一筋の調整痕が巡る。内・外面輔輔撫で。

部：内・外面輔輔撫で。底部：欠損。
酸化焔焼

H－22 羽　釜 ①［26．6］ ①細粒②良好③にぶい 轄輔整形。口縁部：やや内傾から先端部直立、内・外面韓轄撫で。鍔部：断 酸化焔焼91
竈、床直 須恵器 ②（14．9） 黄榿色④破片 面三角形、上向きに付く。横撫で。胴部：上半部内・外面輔輔撫で。中央部 成

・下半部欠損。底部：欠損。

92
H：一22

、床直
羽　釜

恵器

8［22．6］（12．2） ①細粒②良好
灰白色④破片

競輔整形。口縁部：やや内傾から先端部外傾、内・外面車麟盧撫で。鍔部：断
三角形、やや上向きに付く。横撫で。月同部：上半部内・外面競轄撫で。中

胴部外面
付着

央部・下半部欠損。底部：欠損。

H－23 圷 ①1Q．4 ①細粒②良好③明赤褐 輔櫨整形。体部・口縁部：轡曲した体部から短く外傾する口縁部、内・外面 酸化焔焼93
床直 須恵器 ②　3．1 色④ほぼ完形 輔輔撫で。底部：内面輔轄撫で、外面回転糸切り未調整。 成　小型

H－23 圷 ①［10．2］ ①細粒②良好③にぶい 輔櫨整形。体部・口縁部：外傾した体部から短く外反する口縁部、内・外面 酸化焔焼94
床直 須恵器 ②　3．2 黄榿色④1／2 輔輔撫で。底部：内面競輔撫で、外面回転糸切り未調整。 成　小型

H－23 高台椀 ①［11．6］ ①細粒②良好③にぶい 輔韓整形。体部・口縁部：外傾した体部から外反する口縁部、内・外面輔 酸化焔焼成95
埋土 須恵器 ②　3．6 黄榿色④破片 輔撫で。底部：内面輔輔撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：短く外 黒色処理

傾、内・外面輔轄撫で。 小型

H－23 壷 ①　　一 ①細粒②良好 輔輔整形。口縁部：欠損。胴部：上半部・中央部ほぼ欠損。下半部：内・外 還元焔焼96
埋土 須恵器 ②（7．9） ③灰色④破片 面輔轄で。底部：内面競輔撫で、外面回転箆削り。高台部：削り出し高台。 成

97 H－24 小　瓶 ①　　一 ①細粒②良好 韓輔整形。口縁部：欠損。体部：ほぼ欠損。一部に施紬。底部：平底、内面
埋土 灰紬 ②（2．3） ③灰オリーブ④破片 鞭輔撫で。外面回転糸切り未調整。

H－24 圷 ①11．4 ①細粒②良好 輔輔整形。体部・口縁部：轡曲から外傾する体部から口縁部、内・外面穂櫨 酸化焔焼98
床直 須恵器 ②（3．8） ③浅黄榿色④完形 撫で。底部：内面韓韓撫で、外面回転糸切り未調整。 成

99 H－24 高台椀 ①［11．9］ ①細粒②良好 輔輔整形。体部・口縁部：外傾した体部からやや外反気味の口縁部、内・外 酸化焔焼
竈、床直 須恵器 ②　4。9 ③榿色④1／2 面輔輯撫で。底部＝内面輔競撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：外反 成

気味で先細、内・外面韓輔撫で。

100 H－24 高台椀 ①　　一 ①細粒②良好③明褐灰 輔輔整形。体部・口縁部：欠損。底部：内面輔輔撫で、外面回転糸切り 面底部外墨書
床直 灰粕 ②（2，0） 色④底部のみ 付け高台。高台部：外傾気味、内・外面韓輔撫で。 有『院』か？

H－24
士窟 ①　　一 ①細粒②良好 韓輔整形。口縁部：欠損。胴部：外面中央部に施紬。上半部欠損。中央部・101

床直 灰紬 ②（12．6） ③灰白色④破片 下半部内・外面輔輔撫で。底部：短く外傾、内面輔輔撫で。外面回転糸切り
付け高台。高台部：内・外面輔輔撫で。

H－24 羽　釜 ①［20．0］ ①細粒②良好 輔韓整形。口縁部：内傾から先端部直立、内・外面競韓撫で。鍔部：断面三 酸化焔焼102
竈、床直 須恵器 ②［25．0］ ③櫨色④2／5 角形、上向きに付く。横撫で。器最大径。胴部1上半部器最大径。上半部・ 成

中央部内・外面鞭輔撫で。下半部内面車麟盧撫で、外面箆削り。底部：内面韓
輔撫で、外面箆削り。

103 H－25
土

圷須恵器 ①［8．2］

　2．6 8灘艦
競輪整形。体部・口縁部：外傾する体部からやや外反気味の口縁部、内・外
面輔韓撫で。底部：内面轄輔撫で、外面回転糸切り未調整。

酸化焔焼

104 H－25
直

圷須恵器 8　［11．0］　（3．1）

①細粒②良好
浅黄色④破片

・輔輔整形。体部・口縁部：外傾する体部から口縁部、内・外面輔輔撫で。底
：欠損。

酸化焔焼

H－25 羽　釜 ①［18．4］ ①細粒②良好 韓轄整形。口縁部：やや内傾、内・外面輔輔撫で。鍔部：断面台形、横撫で。 酸化焔焼105
床直 須恵器 ②（6．9） ③にぶい褐色④破片 胴部：上半部内・外面韓轄撫で。中央部・下半部欠損。底部：欠損。 成

H－25 大甕 ①［21．0］ ①細粒②良好 韓輔整形。口縁部：外反、内・外面輔輔撫で。先端部沈線巡る。胴部：上半 還元焔焼106
床直 須恵器 ②（9．1） ③灰白色④破片 部内・外面輔輔撫で。中央部・下半部欠損。底部：欠損。 成

H－26 高台椀 ①［12．6］ ①細粒②良好 輔輔整形。体部・口縁部：轡曲から外傾した体部から口縁部、内・外面韓韓 酸化焔焼107
床直 須恵器 ②　6．2 ③榿色④1／2 撫で。底部：内面纏輔撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：外反、内・ 成

外面鞭輔撫で。

H－27 高台皿 ①［11．6］ ①細粒②良好③灰オリ 義櫨整形。体部・口縁部：外傾の体部から細くなる口縁部。内・外面鞭輔撫 刷毛塗り108
竈、床直 灰　紬 ②　3．7 一ブ色④1／2 で。底部：内面韓纏撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：短く直立、内

・外面輔輔撫で。

109 H－27 高台椀 ①　　一 ①細粒②良好③にぶい 韓輔整形。体部・口縁部：ほぼ欠損。底部：内面韓輔撫で、外面回転糸切り 酸化焔焼
床直 須恵器 ②（4．5） 鐙色④1／3 付け高台。高台部：長く外傾から先端部外反気味、内・外面韓輔撫で。 成

H－27 高台椀 ①　　一 ①細粒②良好③灰白色 韓韓整形。体部・口縁部：ほぼ欠損。底部：内面鞭輔撫で、外面回転糸切り 酸化焔焼110
床直 須恵器 ②　3．1 ④高台部のみ 付け高台。高台部：長く外傾、内・外面輔輔撫で。 成

111 H－28
直

高台椀
恵器

①［13．O］

［4．4］
8懲朧④1／3 競韓整形。体部・口縁部：轡曲する体部から外反気味の口縁部、内・外面競

撫で。底部：内面韓櫨撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：欠損。
酸化焔焼

112 H－30 高台椀 ①［12．5］ ①細粒②良好 輔輔整形。体部・口縁部：外傾する体部から外反気味に開く口縁部、内・外 酸化焔焼
埋土 須恵器 ②　4．2 ③榿色④1／2 面軽韓撫で。底部：内面競韓撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：短く 成

外傾、内・外面輔輔撫で。

且一30 甕 ①［18．5］ ①細粒②良好 競轄整形。口縁部：短く外傾、内・外面輔輔撫で。胴部：上半部器最大径、 酸化焔焼113
竈、床直 須恵器 ②（10．9） ③にぶい榿色④破片 内・外面1漉藍撫で。底部：欠損。 成

且一31 高台椀 ①［13．6］ ①細粒②良好 韓輻整形。体部・口縁部：外傾する体部から口縁部、内・外面軽轄撫で。底 還元焔焼114
竈、床直 須恵器 ②　6．0 ③灰白色④ほぼ完形 部：内面輕輔撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：短く外傾、内・外面 成

輔韓撫で。 雑

H－31 高台椀 ①［14．2］ ①細粒②良好 鵯輔整形。体部・口縁部：外傾する肥薄な体部から外反気味の口縁部、内・ 還元焔焼115
床直 須恵器 ②　4．6 ③灰白色④2／3 外面輪韓撫で。底部：内面韓輔撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部：短 成

く外傾、内・外面韓轄撫で。
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H－31 高台椀 ①　　一 ①細粒②良好 競轄整形。体部・口縁部：轡曲して立ち上がった体部、内・外面韓轄撫で。 還元焔焼116
埋土 須恵器 ②（4．3） ③灰白色④1／2 底部：内面競輪撫で、外面回転糸切り付け高台。高台部＝短く外傾、内・外 成

面輔韓撫で。

H－31 台付甕 ①［13．2］ ①細粒②良好③にぶい 口縁部：短く外傾、内面・外面横撫で。胴部：上半部器最大径、内面箆撫で、
ll7

床直 土師器 ②［17．3］ 榿色④2／3 外面箆削り。中央部・下半部ほぼ欠損。台部：外傾から外反、内・外面撫で。

H－31 甕 ①［22．4］ ①細粒②良好③にぶい 口縁部：短く外傾、内・外面横撫で。頸部1直立気味、内・外面横撫で。胴ll8
竈、床直 土師器 ②（17．5） 赤褐色④破片 部：上半部器最大径。上半部・中央部内面横箆撫で、外面箆削り。下半部欠

。

H－31 甕 ①［19．8］ ①細粒②良好 口縁部：短く外傾、内・外面横撫で。頸部：直立気味、内・外面横撫で。胴
119

床直 土師器 ②（10．O） ③榿色④破片 部1上半部器最大径。上半部内面横箆撫で、外面箆削り。中央・下半部欠損。

H－34 圷 ①　9．4 ①細粒②良好 口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削 小型
120

床直 土師器 ②　3．1 ③明赤褐色④完形 り。

H－34 圷 ①［10．8］ ①細粒②良好 口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削 小型
121

床直 土師器 ②　3．2 ③榿色④2／3 りQ

H－34 杯 ①［10．4］ ①細粒②良好③にぶい 口縁部：短くやや外傾気味、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。 小型
122

床直 土師器 ②　3．6 榿色④ほぼ完形 外面箆削り。

H－34 圷 ①［14．6］ ①細粒②良好 口縁部：短く内傾、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。 大型
123

床直 土師器 ②　5．0 ③鐙色④1／2

H－34 圷 ①［12．0］ ①細粒②良好 口縁部：短く直立、内・外面纏輔撫で。底部との接合部にしっかりした三角
124

埋土 須恵器 ②（3．4） ③暗灰色④破片 形の稜が水平に付く。底部：丸底、内・外面韓轄撫で。

H－34 長胴甕 ①［20．6］ ①細粒②良好 口縁部：先細になる外反気味、内・外面横撫で。器最大径。胴部：上半部胴 竈の袖に
125

竈、床直 土師器 ②（34．8） ③榿色④4／5 部最大径。内面横箆撫で。外面斜め箆削り。 使用

H－34 長胴甕 ①［2L4］ ①細粒②良好 口縁部：先細になる外反気味、内・外面横撫で。器最大径。胴部：上半部胴 竈の袖に
126

竈、床直 土師器 ②（17．2） ③鐙色④1／2 部最大径、内面横箆撫で。外面斜め箆削り。中央部・下半部欠損。 使用

H－35 圷 ①［12．2］ ①細粒②良好 口縁部：短く外傾気味、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削
127

埋土 土師器 ②（2．9） ③榿色④破片 り。

H－35 長胴甕 ①［21．4］ ①細粒②良好 口縁部：外反気味、内・外面横撫で。器最大径。胴部＝上半部内面箆撫で、
128

床直 土師器 ②（5．7） ③にぶい榿色④破片 外面斜め箆削り。中央部・下半部欠損。

T－2 圷 ①10．2 ①細粒②良好 競轄整形。口縁・体部：内轡気昧の体部からやや直立した口縁部に至る。内 カワラケ
129

床直 須恵器 ②　3．3 ③にぶい榿色④完形 ・外面韓韓撫で。底部：平底、内面中央部がやや突出、醜輔撫で。外面回転
糸切り未調整。

T－2 高台椀 ①　9．7 ①細粒②良好 韓轄整形。口縁・体部：やや轡曲、内面韓轄撫で後箆磨き。外面輔櫨撫で、 酸化焔焼
130

床直 須恵器 ②　3．5 ③榿色④完形 先端部のみ箆磨き。底部：内面輔輔撫で後箆磨き。外面回転糸切り付け高台。 成
高台部：短く外傾、内・外面輔韓撫で。 内黒土器

T－2 高台椀 ①　9．8 ①細粒②良好③明赤褐 韓轄整形。口縁・体部：轡曲から外傾の体部から口縁部、内面韓櫨撫で後箆 酸化焔焼
131

床直 須恵器 ②　4．4 色④ほぼ完形 磨き。外面輔輻撫で、先端部のみ箆磨き。底部1内面韓輔撫で後箆磨き。外 成
面回転糸切り付け高台。高台部：短く外傾、内・外面輔輔撫で。 内黒土器

T－2 高台椀 ①10．2 ①細粒②良好③明黄褐 輔轄整形。口縁・体部：やや轡曲した体部から外傾の口縁部、内面輔輔撫で 酸化焔焼
132

床直 須恵器 ②　3．9 色④ほぼ完形 後箆磨き。外面韓輔撫で、先端部のみ箆磨き。底部：内面韓輔撫で後箆磨き。 成
外面回転糸切り付け高台。高台部1短く外傾、内・外面輕輪撫で。 内黒土器

T－2 高台椀 ①［9．21 ①細粒②良好 競輪整形。口縁・体部：やや攣曲から外傾の体部から口縁部、内面輔轄撫で 酸化焔焼133
床直 須恵器 ②　4．0 ③榿色④3／4 後箆磨き。外面輔轄撫で、先端部のみ箆磨き。底部：内面韓轄撫で後箆磨き。 成

外面回転糸切り付け高台。高台部：短く外傾、内・外面輔輔撫で。 内黒土器

T－2 高台椀 ①10．0 ①細粒②良好 醜輔整形。口縁・体部：やや轡曲した体部から短く外反した口縁部、内面輔 還元焔焼
134

床直 須恵器 ②　3．9 ③鐙色④ほぼ完形 輻撫で後箆磨き。外面輔轄撫で、外面先端部に油の燃え津が付着。底部：内 成
面輪輔撫で後箆磨き。外面回転糸切り付け高台。高台部：短く外傾から外反、 内黒土器
内・外面韓輔撫で。

T－2 高台椀 ①16．1 ①細粒②良好 輔轄整形。口縁・体部：外傾の体部からやや外反した口縁部、内・外面韓輔 酸化焔焼
135

床直 須恵器 ②　6．5 ③にぶい榿色④完形 撫で。底部：ほぼ中央部に焼成後空いたと思われる穿孔有。内面輔轄撫で。 成
外面回転糸切り付け高台。高台部：外傾、内・外面競轄撫で。

T－2 高台椀 ①14．2 ①細粒②良好③浅黄榿 纏輔整形。口縁・体部：内轡気味の体部からやや外反した口縁部に至る。内 酸化焔焼
136

床直 須恵器 ②　7．5 色④ほぼ完形 ・外面韓輔撫で。底部：内面軽韓撫で。外面回転糸切り付け高台。高台部ゴ 成　足高
長く外傾、内・外面軽櫨撫で。 高台椀

W－2 摺　鉢 ①　　一 ①細粒②良好③にぶい 輔輻整形。体部：欠損。底部：内面韓櫨撫で。ミゾ有。外面回転糸切り未調 酸化焔焼
137

埋土 須恵器 ②（1．2） 黄鐙色④破片 整Q 成

D－5
ミニュチュア ①　3．5 ①細粒②良好 韓櫨整形。口縁・体部：直立、内・外面輔轄撫で後箆磨き。底部：内面韓輔 黒色土器

138
埋土 須恵器 ②　2．1 ③黒榿色④完形 撫で。外面回転糸切り周辺部調整。

D－5 圷 ①［9．6］ ①細粒②良好 醜轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面輔轄撫で。底部：平底、内面韓輔撫 カワラケ
139

埋土 須恵器 ②　1．8 ③榿色④1／2 で。外面回転糸切り未調整。

D－5 圷 ①10．4 ①細粒②良好 韓輔整形。口縁・体部：外傾する体部から外反の口縁部、内・外面輔輔撫で。 カワラケ
140

床直 須恵器 ②　L9 ③榿色④完形 底部：平底、内側に突出気味。内面輔輔撫で。外面回転糸切り未調整。

D－7 高台椀 ①10．9 ①細粒②良好 競轄整形。口縁・体部：やや轡曲する体部から外傾の口縁部、内・外面輔轄 酸化焔焼
141

埋土 須恵器 ②　5．0 ③淡黄色④ほぼ完形 撫で。底部：内面韓輔撫で。外面回転糸切り付け高台。高台部：短く外反気 成
昧、内・外面纏輔撫で。

D－8 圷 ①［1LO］ ①細粒②良好 口縁部：直立、内・外面横撫で。底部＝浅い丸底、内面撫で。外面箆削り。 小型
142

埋土 土師器 ②（2．9） ③榿色④破片
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番号 遺構層位 器種
①口径

器高
①胎土②焼成
色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備考

143 D－14
土

圷須恵器 ①［12．8］

　3．8
①細粒②良好
灰色④1／4

韓轄整形。口縁・体部：外傾する体部から外反の口縁部、内・外面韓櫨撫で。
部：平底、内面韓韓撫で。外面回転糸切り未調整・

還元焔焼

144 D－25
土

蓋須恵器 ①［16，4］

（2．3）
①細粒②良好

灰白色④破片
輔輪整形。口縁部：緩やかに轡曲、内・外面韓韓撫で。わずかな返り有。天

部：欠損。
還元焔焼

145 D－39
直

圷土師器 ①［1L6］
（3．7）

①細粒②良好
榿色④1／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
Q

146 D－39
直

圷土師器 ①［13．1］

（3．7）
①細粒②良好

にぶい鐙色④3／4
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削

。

147 D－39
土

圷土師器 ①［12．4］

　3．6
①細粒②良好

燈色④ほぼ完形
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部1浅い丸底、内面撫で。外面箆削

。

148 D－39
直

圷土師器 ①［12．8］

　3．6
①細粒②良好
檀色④2／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

149 D－39
直

圷土師器 8　［13．0］　（2．9） ①細粒②良好
榿色④1／6

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部1浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

150 D－39
直

杯土師器 ①［15．0］

（4．9）
①細粒②良好
榿色④1／3

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で。外面箆削り。

151 D－39
直

圷土師器 ①［17．6］

（5．9）
①細粒②良好

にぶい榿色④1／3
口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面

削り。
放射線状の暗

有　漆付着

152 D－39
土

圷土師器 ①　　一
（L7）

①細粒②良好
明赤褐色④破片

口縁部：わずかに残存。底部二欠損。 内面に箆
号有

153 D－39
直

大　甕
恵器

①　　一
　　一

①細粒②良好
浅黄榿色④破片

口縁部：外傾、先端部外反気味、内・外面韓轄撫で。胴部・底部：欠損。 酸化焔焼

154 D－69
直

圷須恵器 ①［11．1］

　3．5
①細粒②良好

にぶい榿色④1／2
輔輔整形。口縁・体部：轡曲する体部から短く外反気味の口縁部、内・外面

輔撫で。底部：平底、内面韓輔撫で。外面回転糸切り未調整。
酸化焔焼

155
周溝状遺構一2床直 蓋須恵器 ①［20．6］

（3．7）
①細粒②良好

灰色③破片
韓輔整形。口縁部：緩やかに轡曲、内・外面鵯輔撫で。わずかな返り有。天

部：内面韓輯撫で。外面回転箆切り後韓輔撫で。
還元焔焼

156
周溝状遺構一2床直 壺土師器 ①　　一

（12．3）
①細粒②良好

頸部より上部欠損
口縁・頸部：欠損。体部：上半部器最大径、内面撫で（？）。外面箆削り。

157
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①　8，6

　2．1
①細粒②良好③にぶい

榿色④完形
韓轄整形。口縁・体部1二段気味の外傾、内・外面輔櫨撫で。底部＝平底、

面輔轄撫で。外面回転糸切り未調整。
カワラケ

158
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①　8。6

　2．3
①細粒②良好

浅榿榿色④完形
韓輔整形。口縁・体部：二段気味の外傾、内・外面輔輻撫で。底部：平底、

面韓輔撫で。外面回転糸切り未調整。
カワラケ

159
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①　8。O

　2．1
①細粒②良好③にぶい

榿色④完形
カワラケ

160
土器埋納土坑～1床直 圷須恵器 8　［8．2］　2，1 ①細粒②良好③にぶい

榿色④3／4
韓輻整形。口縁・体部：二段気味の外傾、内・外面韓韓撫で。底部：内面中

部が高くなる平底、内面韓輻撫で。外面回転糸切り未調整。
カワラケ

161
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①［8，6］

　2．2
①細粒②良好③浅榿榿
④ほぼ完形

韓輻整形。口縁・体部：二段気味の外傾、内・外面韓轄撫で。底部：平底、
面韓轍撫で。外面板目有。

カワラケ

162
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①［8．5］

　2．1
①細粒②良好③にぶい

榿色④1／2

軽轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面軽轄撫で。底部：平底、内面韓韓撫で。外面回転糸切り未調整。

カワラケ

163
土器埋納土坑一1床直 杯須恵器 ①［8．0］

　2．3
①細粒②良好③にぶい

榿色④1／2

韓櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面韓韓撫で。底部：平底、内面輔輔撫で。外面回転糸切り未調整。

カワラケ

164
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①［8．0］

　2．1
①細粒②良好③にぶい

榿色④1／3

韓輯整形。口縁・体部：外傾、内・外面軽轍撫で。底部：平底、内面軽韓撫で。外面板目有。

カワラケ

165
土器埋継坑一1床直 圷須恵器 ①［7．8］

　2．1
①細粒②良好③にぶい
榿色④1／4

醜櫨整形。口縁・体部：二段気味の外傾、内・外面輕軽撫で。底部：平底、
面輔輔撫で。外面切り離し不明。

カワラケ

166
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①［8。2］

　2．1
①細粒②良好③にぶい
榿色④1／3

輕轍整形。口縁・体部：外傾、内・外面纏轄撫で。底部：平底、内面輔輻撫で。外面板目有。

カワラケ

167
土器埋納土坑一1床直 杯須恵器 ①［7．6］

　2．1
①細粒②良好③にぶい

榿色④1／4

鞭轄整形。口縁・体部＝二段気味の外傾、両者の境に一筋の沈線が巡る。内・外面輔韓撫で。底部：平底、内面輔輔撫で。外面回転糸切り未調整。 カワラケ

168
土器埋納土坑一1床直 杯須恵器 ①［7。9］

　2，1
①細粒②良好③にぶい

色④破片
競輔整形。口縁・体部：二段気味の外傾、体部に横箆磨き有。内・外面韓輻

で。底部：平底、内面輔韓撫で。外面板目有。
カワラケ

169
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①［8．0］

　2．1
①細粒②良好

榿色④破片
繭轍整形。口縁・体部1二段気味の外傾、内・外面輔韓撫で。底部：平底、

面韓櫨撫で。外面切り離しは不明。
カワラケ

170
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 8　［8．41　2．1 ①細粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形

韓輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面競轄撫で。底部：平底、内面輔轄撫で。外面回転糸切り未調整。

カワラケ

171
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①［9．2］②　2．1 ①細粒②良好③にぶい

榿色④1／3
輔輔整形。口縁・体部：二段気味の外傾、内・外面軽輔撫で。底部：平底、

面輻i輯撫で。外面回転糸切り未調整。
カワラケ

172
土器埋納土坑一1床直 圷須恵器 ①［8，2］

　1．9
①細粒②良好

榿色④破片
競轍整形。口縁・体部：二段気昧の外傾、内・外面競輔撫で。底部：平底、

面韓轄撫で。外面切り離しは不明。
カワラケ

173
土器埋納土坑一1床直 杯須恵器 ①　8，0

　1．9
①細粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形
韓轄整形。口縁・体部：外傾、両者の境に一筋の沈線が巡る。内・外面

輔撫で。底部1平底、内面軽韓撫で。外面回転糸切り未調整。
カワラケ
面に煤付着
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番号 遺構層位 器　種
①口径

器高
①胎土②焼成
色調④遺存度

器種の特徴・整形・調整技術 備考

174
土器埋納土坑一2床直 圷須恵器 ①　8，8

　2．O
①細粒②良好

浅黄色④完形

醜輔整形。口縁・体部：外傾、内・外面醜輔撫で。底部：平底、内面軽轄撫で。外面回転糸切り周辺部調整。

カワラケ

175
土器埋納土坑一2床直 圷須恵器 ①　8．7

　2．9
①細粒②良好③にぶい

色④完形
輔轄整形。口縁・体部1外傾する体部から外反の口縁部、内・外面競輻撫で。

部：平底、内面韓輪撫で。外面回転糸切り周辺部調整。
カワラケ

176
土器埋納土坑一2床直 圷須恵器 ①　8．7

　2．3
①細粒②良好

榿色④完形
輔輔整形。口縁・体部：外傾する体部から外反の口縁部、内・外面軽轄撫で。

部：平底、内面韓轄撫で。外面回転糸切り周辺部調整。
カワラケ

177
土器埋納土坑一2床直 圷須恵器 ①　8．0

　L9
①細粒②良好③にぶい

榿色④ほぼ完形
韓輻整形。口縁・体部：外傾する体部から外反の口縁部、内・外面競輔撫で。

部：平底、内面鞭轄撫で。外面回転糸切り周辺部調整。
カワラケ

178
不明遺構一1

土

蓋須恵器 ①15．4
　3．0

①細粒②良好③オリー
灰色④完形

韓輔整形。口縁部：緩やかに轡曲、内・外面韓輔撫で。返り有。天井部：内
輻韓撫で。外面回転箆切り後輔轄撫で。環状摘み有。

還元焔焼

179
不明遺構一1

土

圷須恵器 ①［10．6］

　3．4
①細粒②良好③にぶい
榿色④1／3

競輔整形。口縁・体部＝外傾、内・外面輔韓撫で。底部：平底、内面韓轄撫で。外面回転糸切り後調整。

酸化焔焼

180 X90、Y131
土

蓋須恵器 ①13．0
　2．1

①細粒②良好
灰色④完形

韓櫨整形。口縁部：緩やかに轡曲、内・外面輕輔撫で。返り有。天井部：内
鞭輔撫で。外面回転箆切り後韓輔撫で。環状摘み有。

還元焔焼

181 X108、Y131

土

圷須恵器 ①［10．8］

　2。2
①細粒②良好

黄灰色④破片
車麟盧整形。口縁・体部：短く外傾、内・外面醜輔撫で。底部：内面輔轄撫で、

面箆削り。
小型

182 X119、Y131

土

杯土師器 ①［13．0］

（3，6）
①細粒②良好
鐙色④1／2

口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で。外面箆削
。

183
C区
彩

高台椀
　磁

①　　一
　　一

①細粒②良好③オリー
灰色④破片

口縁・体部のわずかな破片のみ。 蓮弁文

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より10cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出に

　　ついては「竈」と記載した。

　②大きさの単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。

　③胎土は、細粒（O。9㎜以下〉、中粒（LO～L9㎜以下）、粗粒（2。0㎜以上）と』特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。

Tab．9　出土古銭一覧表

NQ 遺構・出土位置 名　　　称 材 年　　　代 西暦 種　類 17 DB－6・埋土 淳化元宝（真） 銅 北宋淳化元年 990 渡来銭

1 DB－1・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 18 D　B－6・埋土元祐通宝（象） 銅 北宋元祐元年 1086 渡来銭

2 DB－1・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 19 DB－6・埋土 明道元宝（真） 銅 北宋明道元年 1032 渡来銭

3 DB－1・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 20 DB－7・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

4 DB－1・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 21 DB－7・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

5 DB－1・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 22 DB－7・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

6 DB－1・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 23 DB－7・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

7 DB－1・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 24 DB－7・埋土 元豊通宝（真） 銅 北宋元豊元年 1078 渡来銭

8 DB－1・埋土 祥符元宝 銅 北宋大中祥符元年 1008 渡来銭 25 DB－7・埋土 元□□宝 銅 渡来銭

9 DB－2・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭 26 DB－8・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

10 DB－2・埋土 景徳元宝 銅 北宋景徳元年 1004 渡来銭 27 DB－8・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

11 DB－2・埋土 景徳元宝 銅 北宋景徳元年 1004 渡来銭 28 DB－8・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

12 DB－5・埋土 元祐通宝（籔） 銅 北宋元祐元年 1086 渡来銭 29 DB－8・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

13 DB－5・埋土 元祐通宝（象） 銅 北宋元祐元年 1086 渡来銭 30 DB－8・埋土 永楽通宝 銅 明　永楽6年 1408 渡来銭

14 DB－5・埋土 開元通宝 銅 唐　武徳4年 621 渡来銭 31 W－5・床直 祥符通宝 銅 北宋大中祥符2年 1009 渡来銭

15 DB－5・埋土 祥符元宝 銅 北宋大中祥符元年 1008 渡来銭 32 D－107・埋土 開元通宝 銅 唐　武徳4年 621 渡来銭

16 DB－5・埋土 元符通宝（真） 銅 北宋元符元年 1098 渡来銭 33 P－45・埋土 開元通宝 銅 唐　武徳4年 621 渡来銭
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Tab．10　瓦観察表

NQ 遺構層位 器　種
①長さ

厚さ
①胎土②焼成
色調④依存度 器形・技術等の特徴 備　考

1 H－18
土

鎧　瓦 ①（5．9）

　　一
①細粒②良好ノ

灰色④瓦当のみ
瓦当部＋男瓦部・瓦当部：単弁8葉蓮華文。中房に1＋4の子葉、二重の界

文を配す。裏面男瓦との接合痕有。男瓦部：ほぼ欠損。
還元焔焼成

付着

2 H－21
土

鎧　瓦 ①（5．9）

　　一
①細粒②良好

灰色④瓦当のみ
瓦当部＋男瓦部。瓦当部：複弁7葉蓮華文の抽象化。中心に殊点中房、弁間

殊文を配す。裏面撫で。男瓦部：ほぼ欠損。放光寺跡創建意匠群中の複弁7葉蓮華文に祖形がある。

還元焔焼成

3 H－21
直

女　瓦 ①（5．8）

　1．7
①細粒②良好

灰色④破片
凹面：布目・糸切条痕有。凸面：撫で後、正格子叩き。側部欠損。 還元焔焼成

4 H－21
土

女　瓦 ①（25．8）

　1．8
①細粒②良好

灰色④1／3
桶巻き作り（寄木痕有）。凹面：布目有。糸切条痕有。凸面：韓輔撫で。側

：面取り2回。
還元焔焼成

5 H－22
直

男　瓦 ①（16．9）

　1．8
①細粒②良好

灰色④破片
桶巻き作り（寄木痕有）。凹面：布目有。凸面：糸切り条痕有。擦り消し。

部：面取り2回。
還元焔焼成

6 H－24
土

宇　瓦 ①（7．6）

　2．9
①細粒②良好

灰色④破片
瓦当部：右偏行唐草文。外区に殊文を配す。顎部二赤色塗彩有。女瓦部・側

＝ほぼ欠損。凹・凸面撫で。国分寺創建統一意匠。
還元焔焼成

7 H－24
、埋土

男　瓦 ①（22．8）

　L5
①細粒②良好

灰色④破片
桶巻き造り。凹面：布目有。凸面：縄叩き後、輕輪撫で。削り痕有。側部：
取り2回。

還元焔焼成

8 H－31
土

女　瓦 ①（18．8）

　2．1
①細粒②良好

褐灰色④破片
一枚作り。凹面：布目有。凸面：縄叩き後、縦方向箆削り。側部＝面取り2

。粘土合わせ目有。
還元焔焼成

9 H－31
土

女』瓦 ①（15．4）

　2．7
①細粒②良好

青灰色④破片
一枚作り。凹面：撫で、布目残る。糸切条痕有。凸面：縦方向撫で。文字
郡』有。側部：面取り2回。

還元焔焼成

lO H－33
、埋土

男　瓦 ①（29．8）

　1。9
①細粒②良好③にぶ

褐色④破片
桶巻き作り。凹面：布目有。布の継ぎ目有。凸面：縄叩き後、號轄撫で。指

痕有。側部：面取り2回。
酸化焔焼成

11 H－33
、埋土

女　瓦 ①（22．1）

　2，6
①細粒②良好③にぶ

褐色④破片
一枚作り。凹面：布目有。糸切条痕有。凸面：縄叩き痕有。側面部：面取り

回。

還元焔焼成

12 H－33
、埋土

女　瓦 ①（23．5）

　1．4
①細粒②良好

灰色④破片
一枚作り。凹面二布目有。糸切条痕有。文字『七』有。凸面：縄叩き後、撫
。側部：面取り1回。支脚として使用されていた。

酸化焔焼成

13 A－2
直

女　瓦 ①（9．2）

　2．1
①細粒②良好

灰色④破片
桶巻き作り（樽寄木痕有）。凹面：布目有。糸切条痕有。凸面：韓轄撫で後、

格子叩き。粘土板の合わせ目の可能性有。
還元焔焼成

注）各項目について、土器観察表の注釈に従い記述した。

Tab．11　鉄器・鉄製品観察表

NQ 遺　構・層　位 器　　種 最大長 最大幅 最大厚 重　さ 遺存度 備　　　　考

1 H－18・床直 刀　　子 13．4 1．3 O．3 35．0 完　形 特記事項なし

2 H－34・埋土 環状鉄製品 3．1 0．3 0．3 7．9 1／3 特記事項なし

3 H－34・埋土 フック状鉄製品 2．7 0．9 0．8 23．6 1／2 特記事項なし

4 T－2・埋土 飾り金具 6．9 3．0 0．6 17．6 完　形 特記事項なし

5 T－2・埋土 釘 8．1 0．7 0．7 7．6 完　形 特記事項なし

6 T－2・床直 釘 10．0 0．7 0．8 14．4 完　形 特記事項なし

7 D－88・埋土 帯金具 3．0 0．5 0．2 1．9 1／2 特記事項なし

8 D－128・埋土 帯金具 3．1 0．3 0．3 0．6 1／3 特記事項なし

9 DB－2・床直 刀　　子 ！9．5 1．4 0．4 22．4 ほぼ完形 特記事項なし

注）各項目について、土器観察表の注釈に従い記述した。

’Tab．12　石器・石製品観察表

NQ 遺　構・層　位 器　　種 最大長 最大幅 最大厚 重　さ 石　材 遺存度 備　　　　考

1 H－3・埋土 石　　斧 13．4 9．4 2．6 395．0 黒色頁岩 完　形 特記事項なし

2 H－8・埋土 石　　鑑 1．4 2．1 0．3 0．9 黒曜石 完　形 特記事項なし

3 H－24・埋土 臼　　玉 1．3 1．2 1．2 4．0 滑　　石 完　形 特記事項なし

4 A－2・床直 砥　　石 4．6 4．0 3．4 90．5 流紋岩 破　片 4面使用痕有

5 X131、Y129 石　　剣 11．4 2．4 1．5 65．0 輝流岩 破　片 特記事項なし

6 B区・表採 砥　　石 5．2 2．0 1．5 25．0 流紋岩 破　片 4面使用痕有

注）各項目について、土器観察表の注釈に従い記述した。
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H－1号住居跡
1
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6
7
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9
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15

16

黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層

黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗掲色細砂層
黒色細砂層
暗褐色粗砂層
暗褐色細砂層

西壁セクション
○×

○×
○×
○×

○×

OO
△△

OO
OO
△○
△O
△O
△○
○O
O×

○△

現耕作土　As－B混じる
As－C・Hr－FP含む、As－B混じる
As－Bブロックを含むAs－B混層
As－B純層（As－B灰を含む）

As－C・Hr－FP含む、2層よりAs－Bが少なく黒色土を
含む

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP・ロームブロック含む
9層より軽石を少なく含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP・ロームブロック含む
As－C・Hr－FP・ロームブロック含む
下部に灰層が広がり、竈の崩れた粘土が全体に入る
As－B混じる（W－3号溝跡埋土）
As－C・Hr－FP・ローム粒含む

H－1号住居跡
1　黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　黒褐色細砂層
4　暗褐色細砂層
5　暗灰色細砂層

6　黒色細砂層
7　灰黄褐色細砂層
8　黒褐色細砂層

9　黒色細砂層

L＝122．8m．

竈ベルトセクション
○×　As－C・Hr－FP含む
×△　As－C・Hr－FP・灰白色粘土粒含む
00灰白色粘土ブロックが多量に混入する
×○灰白色粘土粒含む
×○灰層
×O　灰白色粒ブロックを含む
OO　As－C・Hr－FP含む
×O　As－C・Hr－FP含む
×O　As－C・Hr－FP含む
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H－2号住居跡
1　にぶい黄褐色細砂層
2　灰黄褐色細砂層
3　暗褐色細砂層

4　にぶい黄褐色細砂層
5　黒褐色細砂層
6　暗褐色細砂層

7褐色細砂層
8　暗褐色細砂層

9　灰黄褐色細砂層
10　暗褐色細砂層
11灰黄褐色細砂層
12　暗褐色細砂層

　A’

些

6
1

3 4

錫
2

7

西壁セクション
○×

○×

△△
△△
△△
△△

△△
△△
△△
○△　黄榿色土ブロック多量に混じる
△△　Hr－FPわずかに含む、黄榿色土ブロック混じる
△△　As－C・Hr－FP含む、黄榿色土ブロック混じる

現耕作土
Hr．FP含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP・黄榿色土小塊含む
Hr－FP・黄榿色土ブロック含む
As－C・Hr－FP・黄榿色土小塊含む、炭化物わずかに

含む

As－Cわずかに含む、黄榿色土小塊混じる
As－C含む
Hr－FP含む、黄榿色土小塊・ブロック混じる

H－2号住居跡柱穴等計測表

恥 形　状 長軸（㎝） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P6 円形 21 18．5 22

P7 円形 21 18 28

　　H－3号住居跡
　　1　暗褐色細砂層
　　2　暗褐色細砂層
　　3　黒褐色細砂層
　　4　暗褐色細砂層
C，　5　黒褐色細砂層
＼　　6　黒褐色細砂層

7
8
9

暗褐色細砂層
黒褐色細砂層

ベルトセクション
ムムAs－C含む、Hr－FP混じる
△△As－C・Rr－FP含む
△△Hr－FP・黄榿色土小塊含む
△△As－C・Hr－FP含む、黄榿色土ブロック混じる
△△As－C粒わずかに含む、黄榿色土小塊含む
○△As－C含む、Hr－FP混じる、黄榿色土小塊わずか

　　に含む
△△As－C含む、Er－FP混じる、黄榿色土小塊含む
△△As－C・Rr－FP含む

　灰黄褐色細砂層　△△Hr－FP・黄榿色土小塊含む
10灰黄褐色細砂層△△Hr－FPわずかに含む、黄榿色土ブロック混じる
11　暗褐色細砂層　　×△As－C・Hr－FP含む、黄榿色小塊わずかに含む
12黒褐色細砂層　△△As－C・焼土・炭化物わずかに含む、灰を含む

　　　　　　　　　0　　　　　1：60　　　　2m
Fig．13　H－1　2　3号住居跡
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×△灰層
△△　崩れた焼土を中心とする層
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H－3号住居跡

3
4
5
6
7
8
9
10
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12
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14
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16

17

18

19

20

灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
明黄褐色細砂層
黒色細砂層
明赤褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
灰黄褐色細砂層
明赤褐色細砂層
にぶい黄榿色細砂層
黒色細砂層
褐灰色細砂層
黒褐色細砂層
黒色細砂層
黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
褐灰色細砂層

Fig．14　H－2　3号住居跡　竈

竈セクション
○×

○×

△×
×○

××

××

××

×△
○△
△×
×△
△×

△△
O△
××

△×

△×
△×
△△
O△

As－C・Hr－FP・焼土粒・粘土含む
As－C・Hr－FP・灰含む、1層より多量に焼土粒・粘土を
含む
崩れた粘土層
灰を多量に含む
明赤褐色（5YR5／8）焼土粒と焼土の層
下部灰層、焼土粒が全体に入る
焼土ブロック
2層より焼土粒・粘土粒・灰少なく含む
8層より焼土粒・粘土粒少なく、灰を多く含む
焼土粒が全体に混入する
焼土の崩れた層
崩れた粘土層、焼土粒含む
灰層、焼土粒含む
竈構築粘土
灰層、焼土粒含む
灰層
焼土・灰・粘土ブロックを含む
粘土を多く含む層、焼土粒混じる
ほとんどが粘土、焼土粒なし
粘土を多く含む層
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4　灰黄褐色細砂層
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ベルトセクション
O△

△△
△△

△×

5　にぶい黄褐色細砂層　△△

6　黒褐色細砂層
7　にぶい黄褐色細砂層

8　にぶい黄褐色細砂層

9　にぶい黄褐色細砂層
10　黒褐色細砂層

△△
△△　As－C・Hr－FP含む、3層より小さい黄榿ローム粒少量

　　含む
○×　黄榿色土ローム粒・灰黄褐色土粒含む、竈の粘土の

　　崩れたもの
△△　にぶい黄榿色粘土粒・As－C・Hr－FP含む
△△　As－C・Er－FP含む

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む、黄榿色土ローム粒わずかに含む
As－C・Hr－FP含む、黄榿色土ローム粒を2層より大きく、
多く含む
As－C・Hr－FP・黄榿色土ローム粒わずかに含む、地山の
ロームの崩れたもの（3層）と黄榿色土ロームとの
混じり

地山のロームの崩れたものと埋土（3層）との混じり
4層より地山の割合が高い
As－C・Hr－FP・黄櫨色土粒含む

H－4号住居跡
1　灰黄褐色微砂層
2　黒褐色微砂層
3　暗褐色微砂層
4　灰黄褐色微砂層
5褐灰色細砂層
6　褐灰色微砂層
7　灰黄褐色微砂層
8　灰黄褐色微砂層
9　黒褐色微砂層

10灰黄褐色細砂層

竈セクション

ムム焼土粒含む
△△　焼土ブロック含む
××　灰が多く混じる
△△　明黄褐色粘土粒含む
△△　灰黄褐色粘土粒含む

△O灰・焼土粒含む
××　灰が多く混じる
△△　明黄褐色粘土粒含む
△△　炭化物含む
△△　榿色焼土粒がうすく入る
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釧
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目
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繍

野
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事　　28
廻
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0

C’

1：30

H－5号住居跡
1灰褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　黒褐色細砂層
4　黒褐色細砂層

1m

竈セクション
××　焼土粒を含む
△△　As－C・Hr－FP含む
△△　黄榿色土粒含む
△△　As－C・Rr－FP黒色土ブロック・
　　黄榿色土ブロック粒含む

　　　ノ
　　　ノノ

　　〃
／／γT－2

／／

　／

AF

H－5号住居跡
1
2

黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

3　暗褐色細砂層

4　黒褐色細砂層
5　褐灰色細砂層

南北ベルトセクション
ム×　As－C・Hr－FP多量に混じる
△×　1層よりAs－C・Hr－FPの量が少なく、黄榿色土粒わず

　　かに含む
△△　As．C・壬｛r－FPをわずかに含む、黄榿色土ローム粒多く

　　混じる
△×　As－C・Hr－FPをわずかに含む、黒色土を含む

△×　後世の根跡

A　Lニ122，8m

0 1：60 2m

Fig．15　H－4　5号住居跡
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A

H－6

Lニ122，8m

30

P6

調査区外

、33
●

32

D－28

㊨
D－25

A’

H－6号住居跡、D－25・28号土坑

一1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

褐灰色粗砂層
褐灰色粗砂層
灰黄褐色粗砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色粗砂層
黒色粗砂層
黒色粗砂層

××

△×
△×
××

○△
△O

OO

　　南壁セクション
現耕作土
現耕作土
As－C・Hr－FP含む、As－B混じる
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP多量に含む

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む

00　粘土・黒色土とロームの混じり、焼土粒あり
×○　黒色土に粘土が混じる
xO　9層より黒色土を多く含む
OO　焼土含む、粘土層
△×　焼土粒が多く混じる
×O　As－C・Hr－FPわずかに含む
×△As．C・Hr、FPわずかに含む（D－25号土坑埋土）
△△　As－C・Hr－FP含む（D－28号土坑埋土）
△×　As－C・Hr－FP含む（D－28号土坑埋土）
△×　16層より軽石の粒が大きい（D－28号土坑埋土）

2
A △17 H－6号住居跡柱穴等計測表

Nα 形　状 長軸（cm）一 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P6 楕円形 33 24 19．5

0 1：60 2m
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H－8号住居跡、D－24号土坑
1
2
3
4
5
6
7
8
9

灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
暗褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色粗砂層

△×
△×

△×
△×
△×
×△
××

△×
××

ベルトセクション
As－C・Hr－FP・黄榿色土粒・ブロック含む
As－C・Hr－FP含む、1層よ黄榿色土ブロック多く混じる
As－C・Hr－FP・黄榿色土ブロック含む
As－C・Hr－FP含む、黄榿色土粒・ブロック多く混じる
As－C・Hr－FP・黄榿色土粒含む
As－C・Hr－FP・黄榿色土粒・ブロック含む
As－C・Hr－FP・黄禮色土粒・ブロック含む
As－C・Hr－FP・黄榿色土粒・ブロック含む
As－B混じる（D－24号土坑埋土）

H－8号住居跡
1　褐灰色細砂層

2
3
4

5
6
7
8
9

にぶい黄榿色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層

黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
榿色細砂層
灰黄褐色細砂層

竈セクション

△×

OO
×△
××

××

××

○○

△△
○△

白色粘土と暗褐色土が混じる
白色粘土層、9層との境が焼けて焼土化している
白色粘土にやや暗褐色土・焼土粒が混じっている
白色粘土に焼土ブロックと灰が混じる、9層との境が
焼けて焼土化している
わずかに焼土粒あり、灰が多く混じる

3層と比べ、暗褐色土の混じりが少ない
焼土ブロックと灰の層
焼土粒含む、白色粘土と暗褐色土の混じり（煙突か）

Fig．16　H－6　8号住居跡、D－25・28号土坑
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H－9
④

H－9号住居跡
1黒褐色粗砂層
2
3
4
5
6

褐灰色粗砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

南壁セクション
××

××
O×

△△
△△
△△

7　にぶい黄褐色細砂層　O△
8　褐灰色細砂層　　　　△O

現耕作土
As－C・Hr－FP、As－B混じる
As－C・Hr－FP・黄榿色土ロームブロック混じる
As－C・Hr－FP・黄榿色土ロームブロック混じる
As－C・Hr－FP・黄榿色土ロームブロック混じる
As－C・Hr－FP・黄榿色土ロームブロック混じる
黒色土含む
ロームの崩れたもの
軽石層わずかに含む

A

●

36 A’

H－10号住居跡
1　黒褐色細砂層

L＝122．8m

調査区外

1

2
3
4
5
6
7
8
9

灰白色細砂層
褐灰色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
褐灰色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層

竈セクション
×△

△△
△△
△×
×△

△△
△×
××

×△

As－C・Hr－FP含む
粘土層の固まり
As－C・Er－FP・白色粘土粒含む
焼土ブロック・白色粘土粒・灰含む
灰含む

As－C・Hr－FP・黄榿色土粒含む
As－C・Hr－FP・焼土粒・灰白色粘土粒含む
灰含む
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H－10号住居跡柱穴等計測表

1m

漁 形　状 長軸（c皿） 短軸（cm） 深さ（c皿）

P6 楕円形 115 87 7

黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
暗褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層

黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

9　黒褐色粗砂層
10　黒褐色細砂層

ベルトセクション
×△

△△
△△

△△
△△
△△

×○
×○

××

×△

11　黒褐色細砂層　　　　△△
12　にぶい黄褐色細砂層　×△

H－11号住居跡
1　暗褐色細砂層

P7

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12

13

14

暗褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
にぶい赤褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
にぶい赤褐色細砂層
黒褐色細砂層

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP・黄榿色土粒含む
As－C・Hr－FP含む、黄榿色土粒2層より
少なく含む
周溝の埋土
As－C・Hr－FP含む、1層より軽石が多い
As－C・Hr－FP・黄榿色土粒含むが、混じ
りが1層より少ない
1層と粘土の混じる
にぶい黄榿色粘土ブロック含む、7層より
粘土の混じりが多い
As－B混じる

As－C・Hr－FP含む、道路として使用され
硬化したもの
撹乱
撹乱

霧

ベルトセクション
△△
△△
△△
△△
△△
△△
△△
△△
○△

△△
○△
×△
×△

△△

現耕作土
Hr－FP含む、現耕作土
Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む、黄榿色土ロームわずかに含む
As－C・Hr－FP含む
粘土混じる
灰含む
As－C含む粘土層

焼土含む
Hr－FP多く含む

0 1：60 2而

Fig．17　H－9　10・11号住居跡
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諺
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H－12号住居跡
1　黒褐色粗砂層
2　褐灰色細砂層

3　灰黄褐色細砂層
4　黒褐色粗砂層
5　黒褐色細砂層
6　黒褐色細砂層
7　暗褐色細砂層
8　暗褐色細砂層

1：60

南壁セクション
××
0×

○×　As－C・Hr・FP含む
O×　As－B混じる
○O　As－C・Hr－FP混じる
O×　As－C・｝王r－FP混じる

○O　As－C・Hr－FP含む
OO　As－C・Hr－FPわずかに含む
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Fig．18H－12・13・

Gヂ

H－13・14号住居跡
　1暗褐色細砂層
2
3
4
5
6

・7

8
9
10

黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層

　　　　H－13号住居跡
　　　　1　暗褐色細砂層

　　　　H－14号住居跡
　　　　1　黒褐色細砂層
　　　　2　黒褐色細砂層
　　　　3　褐灰色細砂層
　　　　4　褐灰色細砂層
　　　　5　榿色細砂層
　　　　6　褐灰色細砂層

14号住居跡

ベルトセクション
O×

OO
OO
OO
OO
OO
OO
OO
O×

OO

As－C・Hr－FP混じる
As－C混じる、Hr－FPわずかに含む

As－C・Hr－FPわずかに含む
As－C・Hr－FP混じる
As－C・Hr－FPわずかに含む
粘質土
粘質土
As－C・Hr－FP多量に混じる
As－C多量に混じる、Hr－FPわずかに含む

竈セクション
OO　As－C・Hr－FP含む、焼土粒多量に混じる

竈セクション

OO　As－C・Hr－FP含む
○0　1層よりAs－C・Er－FPの含みが少ない
△○　焼土粒含む
△O　焼土ブロック・粒含む
△○　粘土と焼土の層
OO　焼土ブロック・粘土ブロック混じる
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H－15号住居跡
1
2
3
4
5
6

0

1
　　　4
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1：30　　　　1m

黒褐色細砂層
褐灰色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色微砂層
灰黄褐色細砂層
暗灰色細砂層

1：60

竈セクション
○O　As－C・Hr－FP・焼土粒含む
OO　焼土・白色粘土粒含む
OO　焼土粒混じる
○○　粘土層、1層が上部に混じる
△△　焼土ブロック多量に混じる

×○灰層

2m

H－15号住居跡柱穴等計測表

H－15号住居跡
1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層
4　黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6　黒褐色細砂層

7黒褐色細砂層

ベルトセクション
○×

○○
○O

OO
OO
OO
OO

As－C・Hr－FP・焼土粒混じる
1層より軽石の量が少ない
As－C・Hr－FP・灰白色粘土粒を含む
As－C・Hr－FPわずかに含む
灰白色粘土ブロック含む
2層と比べ、粘土ブロックの含みが少ない

南 形　状 長軸（㎝） 短軸（cm） 深さ（㎝） 備考

P6 楕円形 29 22 10．5

P7 円形 19 16 13．5

P8 円形 28 27 8．5

Pg 円形 31 28 17

H－16

㊨
H－17

A

④
●65 △1

ム
●64

調査区外

A’

L＝122．Om

L＝122．Om 1

1 A 3
2

A △1 4
』△1

2

0 1：60

諺
5

2m 0

6

1：60

諺
2m

H－16号住居跡
1
2
3
4
5
6
7
8

灰黄褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

南壁セクション
ム×　As－C・Hr－FP含む、現耕作土
○×　As－C・Hr－FP多く混じる、As－B含む
○×　As－C・Hr－FP含む、As－B混じる
OO　As－C多く混じる、炭化物わずかに含む
OO　粘性強い
○O　As－C粒含む
○△　As－C粒多く混じる

OO　粘質土多く混じる、焼土わずかに含む

H－17号住居跡
1　灰黄褐色粗砂層
2
3
4
5
6

灰黄褐色粗砂層
灰黄褐色粗砂層
褐灰色粗砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

甫壁セクション
○×

O×
O×

O×

OO

現耕作土
1層よりAs－Bを多く含む
2層よりAs－Bが多く、白色軽石を含む
As－B混じる

As－C・Hr－FP含む
○O　As－C・Hr－FP含む、灰白色粘土ブロック多量に混じる

Fig。19　H－15・16・17号住居跡
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H－19

H－18
1
2
3
4
5
6

AF

　・19号住居跡
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層

ベルトセクション
0△　As－C・Hr－FP含む
O△As－C・Hr－FP1層より少なく含む
OO
O△　As－C・Hr－FP混じる
O△　As－C・Hr－FP含む
OO　白色粘土含む

A　　　Lニ121．8m A『

4
5

1

笏
，2 56諺

0 1：60 2m

三 立

D
P

　　13　　　　2

勤

DF

0 1：30

上．　Lニ121．7m

1m

上L＝121．7m 旦

Eダ

H－18号住居跡
1黒褐色細砂層
2
3
4
5
6
7
8

黒褐色細砂層
褐灰色細砂層
褐灰色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層

竈セクション
OO　As－C・Hr－FP含む

OO
OO　粘土質、赤褐色（5YR4／6）焼土粒含む
OO　粘土質、灰白色粘土粒含む
△0　焼土粒わずかに含む
△O　灰白色粘土粒を含む

OO灰層を含む
OO

H－19号住居跡
1
2
3
4
5
6
7
8
9

黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層

竈セクション
ムO　As－C・Hr－FP含む
00　炭化物・焼土含む
×○　粘土ブロック含む
×○　粘土ブロック多量に混じる
OX　As－C・Er－FP含む、焼土ブロック混じる
OO　焼土粒含む、As－C・Hr－FP混じる
○○　焼土粒含む、As－C・Hr－FP混じる
00　As－C・Hr－FP・粘土粒含む
OO　As－C・Hr－FP・粘土粒含む

Fig。20　H－18・19号住居跡
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L＝121．7m

霧

G　L±121，5m　　　G’
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1

D
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3
ユダ

H　L＝121、7m 虻

　　　5　6　　　1

φ

＿L　L＝121．7m 上

1：30

繊
1m

H－21号住居跡
1　灰黄褐色細砂層

H－20・21・28号住居跡
1　黒褐色細砂層

2
3
4
5
6
7
8

黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

H－28号住居跡
1　灰黄褐色細砂層
2
3
4
5
6
7
8
9
10

暗褐色細砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

竈セクション

OO
OO
OO
OO
OO
OO
OO
OO
OO
△○

ベルトセクション

OO
OO
O△
△○
○△
O△

OO
OO

繊

0

H－20号住居跡
1　暗褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

竈セクション
ム○　焼土・炭化物含む
×○　灰含む、上部に焼土含む

2
3
4
5
6
7
8
9
10

灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
青黒色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
褐灰色細砂層

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP・粘土ブロック・粒を含む
As－C・Hr－FP多く含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP混じる
As－C・Hr－FPわずかに含む、焼土粒含む
As－C・Hr－FP多く混じる、粘質土ブロック含む

南壁セクション
○×

O×
○×

O△
○△

OO
O△
○△
O△

△△

As－C・Hr－FPわずかに含む、現耕作土
As－C・Hr－FP含む
As－B純層
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP多く混じる、粘質土ブロック含む
As－C・Hr－FP含む、左端部竈の焼土あり
As－C・Hr－FP・粘質土ブロック含む
As－C・Hr－FP含む、粘質土ブロック混じる
As－C・Hr－FP・炭化物・焼土含む
As－C・Hr－FP・粘質土ブロック・炭化物含む

粘土粒含む
粘土粒・焼土粒含む
2層よりも焼土粒・粘土粒多く混じる
焼土ブロック混じる

焼土粒を帯状に含む層
粘土粒含む

鮭轍ク・白色粘土粒含むo」＿己』2・

Fig・21　H－20・21　28号住居跡、D－69号土坑
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諺

H－22埋土

0

　　　　皇

磁
1：60 2m

H－22号住居跡
1　灰黄褐色粗砂層
2　黒褐色粗砂層
3　暗褐色細砂層
4　暗褐色細砂層

ベルトセクション
○×　現耕作土
○×　As・B混じる
OO　As－C・Hr－FP含む
00　As－C・Hr－FP・焼土粒・炭化物含む

H－22号住居跡柱穴等計測表

H－23号住居跡
1　黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　黒褐色細砂層

ベルトセクション
○△　As－C・Hr－FP多く混じる
△O　As－C・Hr－FP含む、粘土ブロック混じる
△O　粘質土、粘土ブロックわずかに含む

晦　形状長軸（㎝）短軸（cm）深さ（cm）備考

H－23号住居跡柱穴等計測表

晦　　形　状　長軸（㎝）短軸（cm）深さ（cm）　備考

P5　楕円形 44 30　　　10、5　　貯蔵穴
P5　楕円形 68　　　57　　　25．5　　貯蔵穴

H－22竈

藁

醸

1切

い
II

旨
一
リ
ヨ

1叩

H－22号住居跡
1　黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

3　黒褐色細砂層
4　黒褐色細砂層

△

、　、

7

　　　　　　’切

A　Lニ121．7m’

1の

q》

　　　　A『
⊂》　一

．△：7

竈セクション

OO
OO
OO
△×

旦 Lニ121．7m G’

H－23竈

H　L＝121．7m 上r

As－C・Hr－FP・焼土粒含む
As－C・Hr－FP・焼土粒1層より少なく含む、焼土
ブロック含む
As－C・Hr－FP・焼土粒2層より少なく含む
焼土ブロック多く含む、下部に灰層

0 1130 1m

H－23号住居跡
1　黒褐色細砂層

2
3
4
5
6
7

澄色細砂層
褐灰色細砂層
黒褐色細砂層
青黒色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層

竈セクション
OO　As－C・Hr－FP含む、As－B混じる
○○　焼土・粘土の層、天井の崩れた層
○○
○○

×○灰層
OO　軽石の含みが少ない、粘質土
○△　軽石の含みが少なく6層より粘性が強い

Fig．22　H－22・23号住居跡
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’　1　灰黄褐色細砂層
1　2　灰黄褐色細砂層
1　3　灰黄褐色細砂層
8
し£』

瓦7

D き99

◎98’円

1セ

Dg

ベルトセクション

OO
OO
OO

C　Lニ121．6m

As－C・Hr－FP・As－B混じる
As－C・Hr－FP・As－B含む
As－C・Hr－FP・As－B・粘土

粒含む

C7

H－25●103 1た

4
5

1の

0 1：60

諺
2励

H－25・29号住居跡
1　暗褐色細砂層

2
3
4
5
6
7
8
9
10

暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層

西壁セクション
○×

○×

△×
○△
△○
△O

OO
O△
×O

O△

Hr－FP含む、現耕作土
As－C・Hr－FP多く混じる
As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B混じる
As－C・Hr－FP含む、焼土・炭化物わずかに含む
As－C含む
粘質土、焼土わずかに含む
As－C・Hr－FP含む
焼土粒・灰含む
焼土含む、灰多く混じる　　（H－29埋土）
As－C・粘質土ブロック含む（H－29埋土）

H－24号住居跡柱穴等計測表
Nα 形　状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

P5 楕円形 75 54 16．5 貯蔵穴

H－24竈 H－29竈

4

懸
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Il

匿
ビ
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ヨ

i円

D
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◎ 慶
DF

溺
瞭
図
享

4ク

　　　　　　　　1ワ

DL＝121，4m　　l　　　　　D’

H－24号住居跡
1　黒褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層
3　暗褐色細砂層

4　黒色微砂層

0

AL＝121。5m　　　AF

竈セクション
ム○　粘質土、As－C・Hr－FP含む

OO　焼土ブロック
○O　As－C・Hr－FP含む
△○灰層

1130 1m

H－29号住居跡
1　黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

竈セクション
×○　焼土含む、灰多く混じる
△O　As－C含む

Fig，23　H－24・25・29号住居跡、D－72号土坑
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ベルトセクション
O△　As－C・Hr－FP混じる
○△　As－C・Hr－FPわずかに含む、粘土ブロック含む
OO　1層よりAs－C・Hr－FPの混入が少ない、粘土ブ
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4　灰黄褐色細砂層

　　　　　　も
5　褐灰色細砂層
6　黒褐色細砂層

H－27号住居跡
1　黒褐色細砂層

2
3
4
5
6
7
8
9

褐灰色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
暗青灰色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
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日
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轄

lI

一

Qt

竈セクション
×O
×○

×O
×O

×○
×○

o

Qり

頃》　r申

As．C・Hr－FP・粘土粒混じる
As．C・Hr－FP・粘土粒含む
As．C・Hr－FP・焼土粒含む
As．C・Hr－FP・焼土粒3層よ

り多く混じる
粘土粒含む
As－C・Hr－FP含む

竈セクション

00
×○

△○
○×

○○
×○

OO
OO
OO

As－C・Hr－FP含む
焼土粒・粘土粒含む
粘土を多く混じる
1層より軽石が少ない
崩れた粘土の層
灰層
粘土が多く混じる層
粘土ブロックを含む
焼土粒含む

Fig．24　H－26・27号住居跡
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玉

④

B『

＞
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C
ヤH

ノ

旦

H－32

◎P，

　　　　　ノ

　　l　I

剛Z

　　　↓

瓦9”豆　115

　　　　　m
　　P3
118σ／鐸『

116　　　　P5

L’

戸　C・M’

114『

k
H－31

B　Lニ121．6m　　　　　　　B『
　L＝121．4m
E　　　　　EF＿　　　　1　＿

磁
c　Lニ121，6m　　　　　　　　　　　　　　　　c7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＝121．3m
DLニ121・3m　　　　　D’　上　丁　　」二

険

H－30・31号住居跡
1　黒褐色細砂層

2　H－23号住居跡埋土
3　黒褐色細砂層
4　黒褐色細砂層
5　黒褐色細砂層

6　H－23号住居跡竈煙道

H－31号住居跡
1　灰黄褐色細砂層
2　灰黄褐色細砂層

H－32号住居跡
1　灰黄褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　暗褐色細砂層

D－82号土坑セクション
1　灰黄褐色微砂層
2　灰黄褐色微砂層

ベルトセクション
00　As－C・Hr－FP含む

≧ 『

OO　As－C・Hr－FP含む
OO　As－C・Rr－FPを3層より少なく含む
○O　As－C・Hr－FPをわずかに含む、灰含む

P5号柱穴セクション
ム○　粘質土、帯状に灰を含む
○○粘質土

ベルトセクション
○O　As－C・Hr－FP含む、灰白色粘土ブロック含む
OO　粘質土、軽石少々含む
00　As－C・Hr－FP混じる

OO　焼土・炭化物多量に含む
○○粘質土

H－31号住居跡柱穴等計測表

南 形　状 長軸（cm〉 短軸（cm） 深さ（cm） 備考
P5 円形 69 67 13 貯蔵穴

GLニ121．6m 旦

上L　L＝121．6m　　　　　　　　　　　」±

l　L＝121．6m 上

。」＿　L＝121．6m　　　　　　　　　⊥

H－30竈

％

H－31竈

0

影

1：60 m

K　L＝121．6m　　　　　　　　　K7

H－32竈
L　L二121。6m　　　　　L’

　H－30号住居跡　　　　　　竈セクション
　1　黒褐色細砂層　　　　○○　部分的に下部に焼土の層が入る
　2　灰黄褐色細砂層　　　O×　焼土粒含む

H－32号住居跡
1　黒褐色細砂層
2　灰黄褐色細砂層

竈ベルトセクション
○○　上の住居の炭化物含む
OO　下部に炭化物層、焼土粒が含まれる

ML篇121．6m　　　　Mダ

上．　L＝＝121・6m　　　　　　　　N’

0 書130 lm

H－31号住居跡
1黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　黒褐色細砂層
4　赤褐色細砂層
5　黒褐色細砂層
6　黒褐色細砂層

竈セクション
OO　As－C・Hr－FP・焼土粒含む
OO　細かい白色軽石わずかに含む
×O　As－C・Hr－FP・焼土粒含む
0×　焼土ブロック
OO　焼土ブロック含む
×○　焼土粒含む、灰が多く混じる

Fig．25　H－30・31・32号住居跡、D－82号土坑
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GLニ121、4m　G・

騒’
H－34号住居跡
1　暗褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　黒褐色細砂層

H－34号住居跡
1　暗褐色細砂層
2　暗褐色細砂層
3　黒褐色細砂層

HL＝121．4m　H’

P2号柱穴セクション
ム×　黄榿色土粒含む
××　As－B混じる
××　黄榿色土粒多く混じる

　L＝121．4m
　l　　　　　I『

、H－34号住居跡
1　黒褐色細砂層
2　褐灰色細砂層
3　褐灰色細砂層

JL＝12L4mJ’

縄
Lニ121．5m

K　　　K’

％、

P5号柱穴セクション
××
××　黄榿色土ブロック・黄榿色土粒混じる
××　黄榿色土粒含む

P3号柱穴セクション
ムム　粘質土ブロック・黄榿色土粒含む
××　黄榿色土粒混じる
××　黄榿色土ブロック含む

H－34号住居跡
1　暗褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　にぶい黄褐色細砂層

P1号柱穴セクション
ム×　黄榿色土ブロック含む、As－B混じる
Ox　粘質土ブロック・
○△　粘質土ブロック・

　　焼土ブロック含む

Lニ121．5m

L　　　LF

形

ML＝121．5mM『

雑黄榿色土ブロック含む、サラサラの土
黄榿色土ブロックを多く含む、右上部

H－33

蕊

斜

ゆ

ピ
lI

旨
一
　
ヨ

厘　A

D－84 P－23

V

調査区外

戸

仲　　　D＿87

ゆ

瓦10

㊨

　　C　O
　　　　　瓦12

C’

イ
A’

H－34号住居跡柱穴等計測表

恥 形　状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（㎝） 備考

P2 円形 104 88 60．5

P2’ 円形 104 88 63

P3 円形 58 48 65

P3’ 円形 58 48 56

P5 円形 79 77 40 貯蔵穴

P6 円形 48 47 26．5

P7 円形 22 20 11．5

P6 円形 26 22 13

Pg 円形 25 22 18．5

Plo 楕円形 38 29 23．5

P11 円形 22 17 5．5

L需121．9m

C CF
1

A 2
　　　　　A’
　　　11

覇
0 1：60 2m 0 1：30 1m

qn』

“

黙

i田

QO

切

bO 一

H－35
A四

㊨
　　　墨

い
”
一　　C
曽
。Oo

ヨ　調
　　査
　　区
　　外

　　　　～聾

⊆墜

H－33号住居跡、D－86号土坑、P－26

’叩

1　黒褐色細砂層
2　暗褐色細砂層
3　黒褐色細砂層
4　黒褐色細砂層
5　黒褐色細砂層
6　黒褐色粗砂層

7　黒褐色細砂層
8　黒褐色細砂層
9　黒褐色細砂層
10　黒褐色細砂層
11　黒褐色細砂層

H－33号住居跡
1　灰黄褐色細砂層
2　褐灰色細砂層
3　褐灰色細砂層
4　褐灰色細砂層
5　褐灰色細砂層

H－35号住居跡
1　黒褐色粗砂層
2　褐灰色粗砂層
3　褐灰色粗砂層
4　黒褐色細砂層

5　灰黄褐色細砂層
6　褐灰色細砂層

△×
△×
0×

△×

×△
O×

OO
OO
X△
×O

×△

　　　・27号柱穴　セクション
As－C・Hr－FP含む、現耕作土
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP多く混じる、ロームブロックわずかに含む
As－C・Hr－FP含む
ローム粒含む、As－Bわずかに含む
ローム粒含む、As－Bを5層より多く混じる（D－27号柱穴
埋土）

ローム粒・As－Bを含まない　（D－26埋土）
Hr－FP・黒色土ブロック含む（D－86埋土〉
As－C・Hr－FPわずかに含む　（D－86埋土）
As－C・Hr－FPわずかに含む　（D－86号土坑埋土）
As－Bを多く含む、Hr－FPわずかに含む

竈セクション
××

××

××

××

××

焼土ブロック・粒、灰含む
灰層、下部に炭化物含む
灰層、炭化物の粒含む
As－B混じる

ローム粒・As－B含まない

西壁セクション

××
0×
○×

○×
○×
○×

現耕作土
As－B混じる

白色軽石・As－B含む、道路状遺構
貼床、ローム粒含む
崩れた粘土を含む
張っている層

L＝121．8m
L＝121．5m

C　　　　CF 1
H－35号住居跡柱穴等計測表

A
2

A『

ぬ 形　状 長軸（㎝） 短軸（cm） 深さ（cm） 備考

Pl 円形 55 51 40

3

56

Fig．26　H－33・35号住居跡

0 1：60 2m
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H－34 で△ シ
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嵩
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L＝121．8m

1

0 1：60 2瓢

A 2

拗

10

11

％

A『

H－34号住居跡
1
2
3
4
5

6
7
8

黒褐色粗砂層
褐灰色粗砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色細砂層

黒褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層

北壁・

××

O×
△O
△O
△×

△△
△○

×△

西壁セクション
現耕作土
As－B混じる

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP・ローム粒含む
As－C・Hr－FP・ロームブロック・小石を含む白色粘土粒
わずかに含む
As－C・Hr－FP含む、5層より多くの白色粘土粒含む
竈の粘土が崩れた層
ロームブロック多量に混じる

9　にぶい黄褐色細砂層
10　褐灰色粗砂層
11褐灰色粗砂層
12　黒褐色細砂層
13灰黄褐色細砂層
14　褐灰色粗砂層
15黒褐色細砂層
16　黒褐色細砂層
17　暗褐色細砂層

△△
△×
△×
△○
△×

×△
△×
○×
×△．

As－C・Hr－FP・小石・焼土粒・ローム粒含む
As－C・Hr－FP　わずかに含む、As－B含む
As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B含む
As－C・Hr－FP含む
周溝埋土
柱穴痕か
Hr－FP混じる、As－C含む

As－C含む
非常にもろい

o o

1。

　　7
　　嵩

　ドoo　、q

　ヨ
　　　　ω　“⊃

　　　　　　　　lq

H－34号住居跡
1　灰黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
にぶい黄榿色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色細砂層

C
！

2
3
4
5
6
7
8
9

C　　L＝121．7m

　　　1
2

C’

o。

℃

①

ω　　鳴
轟

o

Ir

上

シ
lr

で シ

L＝121．8m

4
3

付け替え前西側竈セクション
△×

△×
××

○×

××

×X

△△
△×
△X

5

笏

0 1130

As－B含む
粘土含む
も夢・粘土層、灰を多く含み、焼土粒含む
焼土粒わずかに含む
灰を多く含む層
焼土粒・白色粘土粒含む層
粘土を含むが粘性がない
As－B含む、焼土粒わずかに含む
下部にパサパサの焼土を多く含む、焼土粒わずかに含む

◎

○

“
で一

H－34号住居跡
1　黒褐色細砂層

2
3
4
5
6
7
9
10

11

12
13

にぶい黄褐色細砂層
にぶい榿色細砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
にぶい櫨色細砂層
褐灰色細砂層
榿色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
灰黄褐色粗砂層
灰黄褐色細砂層

　　11

蹴
竈セクション
O×

OO
△O
△O

xO
××

△×
△X
O×

○○
○×

×△

As－C・Hr－FP・焼土粒混じる
焼土粒・灰白色粘土粒混じる（崩れた粘土層）
崩れた、やや焼けた粘土層
崩れた粘土層、白色軽石含む
焼土ブロックを多く含む崩れた粘土層
灰層
下部は竈の下面、灰層
As－C・Hr－FP含む
崩れた焼土ブロック層（灰含む）
焼土粒・灰白色粘土粒含む
As－B混じる（柱穴痕か）

灰と粘土の層

E’

Fig．27　H－34号住居跡
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　1＞　　　調査区外r瞬一 QP，

B－1

1セ　　陵

④
　B－1号掘建柱建物跡　P1号柱穴セクション
　1　黒褐色細砂層OO　As－C・Hr－FP含む
　2　黒褐色細砂層○O　As－C・正｛r－FP・黄榿色土粒含む

　B－1号掘建柱建物跡　P・号柱穴セクション
　1　黒褐色細砂層○O　As－C・Hr－FP含む
　2　黒褐色細砂層△O　As－C・Hr－FP・黄榿色土粒含む
　3　黒褐色細砂層○O　As－B含む

　B－1号掘建柱建物跡　P3号柱穴セクション
　1　暗褐色細砂層△○　　　　　　　　　　の　　　　か　わずかに　む

ビヴ　　　　　の
〇　一B『1号掘建柱建物跡P、号柱穴セクション

　　　　　　　　　のP4　　2　黒褐色細砂層△O黄褐色土小塊わずかに含む

　、3　黒褐色細砂層△○

　　　　　老§・1・6・飾

　る　　　　　　　　　　　　 のガエ　コユの

　OP，　　　　　　　　・・IP4　・・1
1160

　　　蔀重琶外醸＝…　　　　 箏㌻諺

懸鷹藩璽，臥一．ら・獲げ餐

1暗褐色細砂層似侮CO出蹴侮B混じる L－121マm　　　　　d　A・。。1

諺
Fig．28　B－1～3号掘立柱建物跡
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A『

T－2
　　　　129●

A
1

A

　鉄5
鉄4薯

　鉄6

㊨

ガ

A　L＝122．8m AF

0 1：60 2m

A『

T－1号竪穴状遺構
1　にぶい黄褐色細砂層
2　にぶい黄褐色細砂層
3　明黄褐色細砂層

ベルトセクション
X△
△△
△△

T－2号竪穴状遺構
1
2
3

にぶい黄褐色粗砂層
褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層

4　黒褐色細砂層
5　にぶい黄褐色細砂層

ベルトセクション
○×　As－C・Hr－FP・明黄褐色ローム粒含む
△×　As－C・Hr－FP混じる、明黄褐色ローム粒含む
△×　As－C・Hr－FP含む、明黄褐色ローム粒2層より少なく
　　　含む
△△　As－C・Hr－FP含む
△×　As－C・Hr－FP含む

T－3

D－13　　調査区外

㊨
三

A

H－5

L＝122．8m

T－3号竪穴状遺構、D－13号土坑
1
2
3
4
5
6
7

－8

9
10

11

灰黄褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
黒褐色細砂層
褐灰色細砂層
黒褐色細砂層
明黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
褐灰色細砂層

××

○×

○△
△×

△X

△X
△×
△×

△△
△×
△×

　　北壁ベルトセクション
現耕作土
As－B混じる

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP多量に混じる
As－C・Hr－FP多量に混じる
4・5層よりAs－C・Hr－FP・黄榿色ロームブロック含む
As－C・Hr－FPわずかに含む
ロームの崩れた層
ロームの崩れた層

　（D－13号土坑埋土）
’As．C・Hr．FPわずかに含む（D－13号土坑埋土）

1
2

A

0 1：60 2m

Fig．29　T－1　2　3号竪穴状遺構
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T－6号竪穴状遺構
1暗褐色細砂層

2暗褐色細砂層
3黒褐色細砂層

ベルトセクション
○×　As－C・Hr－FP含む、にぶい黄褐色土小塊わず

　　かに含む
○△　As－C多く混じる、Hr－FP含む
OO　粘質土、As－Cわずかに含む

⑳

0 1：60 2m

A　L＝121．8m A『 T－6
1

2

T－5号竪穴状遺構
1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層

3
彪

ベルトセクション
○△　As－C含む

00　As－Cわずかに含む
△○

慧

1切

　　　い
　　　ll
　　　嵩
　　　一
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苗

匝

ム
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￥
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④

A’

更

A　L＝121．8m A『

0 1：60 2m
3

2

諺

T－7

⑪
H－15

旦

T－7号竪穴状遺構
1　黒褐色細砂層

2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層
4暗褐色細砂層

ベルトセクション
OO　As－C・Hr－FP混じる
○O　As－C・Hr－FP含む
OO　As－C・Er－FP含む
○○　白色粘土ブロックわずかに含む

旦

△．L＝121．7m

H－12 ’3

4
％

A『

H－15埋土
0 1：60 2m

Fig．30　T－5　6　7号竪穴状遺構
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　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　l

／　　＼
＼

）
ノDB－3

㊨

B『

B 0 1　60 2m

W－1　2号溝跡
1褐灰色粗砂層
2　灰黄褐色粗砂層
3　黒掲色粗砂層
4　黒褐色粗砂層

5褐灰色粗砂層
6　灰黄褐色細砂層
7　黒褐色粗砂層
8　灰黄褐色細砂層
9　黒褐色細砂層

南壁セクション
O×
O×
O×

O△
O△

OO
O×

○○

OO

現耕作土
As－C・Hr－FP・As－B含む
As－C・Er－FP含む、As－B混じる
As－C・Er－FP含む、As－B混じる
As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B含む
のろ層、As－C・Hr－FP・As－B含む

As心含む
のろ層
下部に砂利・As－Bを多量に混じる

10

11

12

13

14

15

16
17

灰黄褐色細砂層
褐灰色粗砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
灰黄褐色細砂層

18灰黄褐色細砂層

OO
O×

OO
OO
O×

OO
OO
△0

00

のろ層
砂利層（As－B含む）

のろ層
のろ層、As－B含む
As－B多量に混じる、砂利含む
のろ層、As－B多量に混じる
のろ層
のろ層
のろ層

Fig．31w－1　2号溝跡、DB－2～8
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W－1・2号溝跡
1　灰黄褐色粗砂層
2
3
4
5
6

黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
褐灰色粗砂層
黒褐色粗砂層

7　黒褐色粗砂層

8　黒褐色粗砂層

9　黒褐色粗砂層
10　褐灰色粗砂層

11

12

13

14
15

黒褐色粗砂層
褐灰色粗砂層
灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
黒褐色粗砂層

北壁セクション
××　現耕作土
○×　As－B混じる
○×　As－C・Hr－FP含む、As－B混じる
○×　As－C・Hr－FP含む、3層より多量に川砂・As－B含む
○×　As－C・Hr－FP・As－B含む
0×　As－C・Hr－FP含む、5層より少ないAs－B含む
　　（土坑墓埋土〉
0×　As－C・Hr－FPを5・6層より少なく含む、As－B含む
　　（土坑墓埋土）
○×　As－C・Hr－FPを7層より少なく含む、As－B混じる
　　（土坑墓埋土）

O×　As－C・Hr－FP含む、As－B混じる（土坑墓埋土〉
O×　As－C・Hr－FPをわずかに含む、As－B混じる
　　（土坑墓埋土）
○×　As－C・Hr－FP含む、As－B混じる（土坑墓埋土）
O×　As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B混じる（土坑墓埋土）
O△13層よりAs－C・Hr－FPを多く混じる
O△　As－C・Hr－FPをわずかに含む、のろ層
○△　As－C・Hr－FP・焼土塊わずかに含む、As－B混じる

16　にぶい黄褐色細砂層

17　にぶい黄褐色細砂層

18　にぶい黄褐色細砂層

19　黒褐色細砂層

20　褐灰色粗砂層
21灰黄褐色粗砂層
22灰黄褐色粗砂層
23　灰黄褐色粗砂層
24　褐灰色粗砂層
25灰黄褐色粗砂層
26灰黄褐色粗砂層
27　灰黄褐色粗砂層
28灰黄褐色粗砂層
29　黒褐色細砂層
30褐色粗砂層

0×　As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B混じる、砂利
　　（川砂・As－B）をわずかに含む、のろ層
○×　As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B混じる、砂利
　　（川砂・As－B）を15層より多く混じる、のろ層
○×　As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B混じる、砂利
　　（川砂・As－B）をわずかに含む、のろ層
OO　As－C・Er－FP含む、As－B混じる（15～18層の中
　　で一蚤多くAs－Bが混じる）、のろ層
O×　砂利層（As－B含む）
O×　のろ層、砂利・As－B含む
○×　20層より砂利・As－B多く含む
○×　20層より砂利・As－B多く含む
O×　砂利層（As－B含む）
O×　13層より砂利・As－B多く混じる
○×　総社砂層とのろの混じり
O×　As－B含む、22層より多く含む
O×　22層よりAs－Bを少なく含む
OO砂利をわずかに含む
0×　総社砂層、上面が道路状遺構面

W－3
　　　　ユ

窒

㊤

0 1　60 2m

Lニ122．6m

1

W－3号溝跡
1黒褐色粗砂層

　2

3
4

　5

6
7
8
9
10

’11

・12

13
14

15
16
17
18

19

20

黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒色細砂層
黒褐色粗砂層
褐灰色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層

東壁セクション
○×
O×

○×

○△
○×

0×
○×
○×

O×
○×

△×
○×
0×

△×
○×
．△×

××
○×

OO
××

現耕作土
As－C・Rr－FP・As－B含む
As－C・Hr－FP・As－B含む
As－C含む（地山）

As－B・砂利混じる
As－C・Hr－FP含む、砂利混じる
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる
硬化面
As－B・砂利混じる
As－B・砂利多量に混じる
As－B・砂利多量に混じる
As－B・砂利多量に混じる、ロームブロック含む
As－B混じる、ローム粒わずかに含む
As－B混じる、硬化面
As－B混じる、ローム粒含む、上面硬化面
As－B・砂利混じる

21
22
23
24

25
26

27
28
29

30
31

32

33
34
35
36
37
38
39

40

32

33

暗褐色粗砂層
暗褐色粗砂層
暗褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色細砂層
暗褐色粗砂層
褐灰色粗砂層
黒褐色粗砂層
暗褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
暗褐色粗砂層
黒褐色粗砂層
暗褐色粗砂層
暗褐色粗砂層
褐灰色粗砂層
黒褐色粗砂層

○×
○×
○×
O×

O×
O△
○△
○×
O×

O×
0×

O△
O×
0×
○×
O×

OX
O×
O×
O×

As－B・砂利混じる、硬化面
As－B・砂利混じる、硬化面
As－B・砂利混じる
As－B多量に混じる
As－B・砂利多量に混じる

As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる、As－C・Er－FP含む
As－B・砂利混じる、硬化面
As－B・砂利多く混じる
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる、硬化面
27層より砂利の混入が多い、As－B混じる
As－B・砂利混じる、34層よりのろ多い
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる
As－B・砂利混じる、硬化面
As－B・砂利混じる
As－B混じる

As－C・Hr－FP・As－B混じる

Fig．32w－3号溝跡
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ト＼＿
1

調査区外

A 2
　　34

△’

膨
B 2

4彪

B『

W－4号溝跡
1　黒褐色粗砂層
2　黒褐色粗砂層
3　暗褐色粗砂層

4　黒褐色粗砂層
5　暗褐色細砂層

北・

××

××

××

　南壁セクション
　　現耕作土
　　As－C・Hr－FP含む、As－B混じる
　　As－C・Hr－FP・As－B含む、2層よりAs－Bの混じりが
　　少ない
X×　As－C・Hr－FP含む、下部にAs－B多量に混じる
O△　As－C・Hr－FP含む、As－B含まない

　　W－5号溝跡　　　　　東壁セクション
　　1灰黄褐色細砂層△×小石含む撹乱
　　2黒褐色細砂層　O×現耕作土
　　3黒褐色細砂層　○△軽石含む
　　4黒褐色細砂層　○×As－C・Hr－FP含む
B『5黒褐色粗砂層　O×As－C・Hr－FP含む、白色軽石多量に含む
一6灰黄褐色粗砂層○×As－C・Hr－FP多量に混じる
　　7灰黄褐色細砂層○×As－C・Hr－FP含む
　　8灰黄褐色粗砂層○×As－C・Hr－FP多量に混じる
　　9褐灰色粗砂層　O×As－C・Hr－FP多量に混じる
　10灰黄褐色細砂層△×As－C・Er－FP混じる
　11灰黄褐色粗砂層OX砂利・As－B混じる
　12灰黄褐色粗砂層○×As－C・Hr－FP・砂利・As－B混じる
　13褐灰色細砂層　○×As－C・Er－FP混じる
　14黒褐色粗砂層　O×砂利層（As－B含む）
　15灰黄褐色細砂層○○のろ層
　16褐灰色細砂層　△O　Hr－FP・黒褐色土ブロック含む
　17褐灰色細砂層　0×As－C・Hr－FP・黒褐色土ブロック含む
　18褐灰色粗砂層　○×砂利混じる、硬化面
　19褐灰色粗砂層　○×砂利混じる、硬化面

W－5号溝跡　　　　　北壁セクション
1黒褐色細砂層　　　△x現耕作土
2　にぶい黄褐色細砂層△×Hr－FP含む
3　にぶい黄褐色細砂層○×As－C・Hr－FP含む
4灰黄褐色細砂層　　　O×As－C・Hr－FPわずかに含む
5灰黄褐色粗砂層　　O×As－C・Hr－FP含む、砂利・As－B混じる、硬化面
6灰黄褐色細砂層　　　○×As－C・Hr－FP含む、As－B・砂利混じる、硬化面
7灰黄褐色粗砂層　　　○×As－C・Hr－FPわずかに含む
8灰黄褐色細砂層　　　△×As－C・Hr－FP含む（土坑）
9灰黄褐色細砂層　　　△×As－C・Hr－FP含む（土坑）
10黒褐色粗砂層　　　　○×As－C・Hr－FP含む、砂利混じる、硬化面・
11黒褐色細砂層　　　　○×As－C・Rr－FP含む
12黒褐色粗砂層　　　　○×As－C・Hr－FP含む、硬化面
13灰黄褐色粗砂層　　　○×・As－B・砂利混じる、硬化面
14褐灰色細砂層　　　○△As－B・砂利含む、のろ層
15黒褐色粗砂層　　　　○×As－C・｝王r－FPわずかに含む、As－B・砂利含む
16黒褐色粗砂層　　　　○×As－C・Hr－FPわずかに含む、As－B・砂利含む
17灰黄褐色粗砂層　　○△As－B・砂利含む、のろ層
18黒褐色細砂層　　　00As－B・砂利含む、のろ層
19褐灰色細砂層　　　　○×
20灰黄褐色細砂層　　○×
21灰黄褐色細砂層　　○×
22灰黄褐色細砂層　　○×
23にぶい黄褐色細砂層○×
24灰黄褐色細砂層　　　△×
25黒褐色細砂層　　　　○×
26灰黄褐色細砂層　　　XO
27灰黄褐色細砂層
28黒褐色細砂層

As－B・砂利含む、のろ層
As－B・砂利含む、のろ層
白色軽石、As－B・砂利含む、のろ層
白色軽石、As－B・砂利含む、のろ層
白色軽石、As－B・砂利含む、のろ層
As－C・｝Ir－FP含む

As－C・Hr－FP含む

×△黒褐色土ブロック含む（土坑）

00硬化している
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トレンチ2

トレンチ1

Aダ
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W－6号溝跡トレンチ2セクション
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12

13

14

15

16

17

18
19

20
21

22
23
24

25
26

27
28
29
30
31

32
33
34
35

36

にぶい黄褐色細砂層　O×
にぶい黄褐色細砂層　○×
にぶい黄褐色細砂層　O×
にぶい黄褐色細砂層　△×
灰黄褐色細砂層　　　0×
にぶい黄褐色細砂層　O×
にぶい黄褐色細砂層　O×
にぶい黄褐色細砂層　○×
にぶい黄榿色細砂層　O×
にぶい黄榿色細砂層　○×
にぶい黄榿色細砂層　○×
褐灰色細砂層　　　　O×
褐灰色細砂層　　　　0×
褐灰色細砂層　　　　○×
にぶい黄褐色細砂層　O×
灰黄褐色細砂層　　　○×
褐灰色細砂層　　　　O×
暗褐色細砂層　　　　○×
褐灰色細砂層　　　　○×
灰黄褐色細砂層　　　○×
褐灰色細砂層　　　　O×
褐灰色細砂層　　　　O×
褐灰色細砂層　　　　O×
褐灰色細砂層　　　　△×
灰黄褐色細砂層　　　○×
灰黄褐色粗砂層　　　O×
褐灰色細砂層　　　　○×
暗褐色細砂層　　　　0×
褐灰色粗砂層　　　　O×
褐灰色細砂層　　　　O×
黒褐色細砂層　　　　O×
灰黄褐色細砂層　　　O×
灰黄褐色細砂層　　　○×
灰黄褐色細砂層　　　△×
褐灰色細砂層　　　　O×
灰黄褐色細砂層　　　△×

C　　L＝119．2m

黄榿色土粒・軽石含む
黄榿色土粒・軽石含む
粘土粒・灰白色土プロック・小石含む
灰白色土粒・小石含む
灰白色土ブロック含む
黒色土ブロック含む、硬化面
軽石含む、硬化面
灰白色土粒・粘土粒・軽石を含む、硬化面
灰白色土粒・粘土粒・を多く含む、硬化面
灰白色土ブロック・黒色土ブロック含む
灰白色土ブロック多く含む
灰白色土ブロック・黒色土ブロック多く含む
灰白色土ブロック・黒色土ブロック・粘土ブロック含む
灰白色土ブロック・粘土ブロック含む
軽石含む
灰白色土ブロック含む
灰白色土ブロック含む
灰白色土ブロック・黄燈色土ブロック含む

硬化面
上・下面に鉄分凝結層あり、硬化面
灰白色土粒・小石を多く含む
のろ層
のろ層
灰白色土ブロック・小石多く含む

黄榿色土粒含む
鉄分凝結している小石の層
灰白色土粒多く含む
表土
黄櫨色土粒・小石を多く含む
黄榿色土粒含む、硬化面
灰白色土ブロック含む
硬化面
灰白色土粒含む

Cダ

4

9
10

W－6号溝跡トレンチ1セクション
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

灰黄褐色細砂層
灰黄褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
にぶい黄褐色細砂層
褐灰色細砂層
褐灰色細砂層
褐灰色細砂層
褐灰色細砂層
褐灰色粗砂層

○×

△×
△×
O×

××

△×
△×
△×
○×

○×

白い軽石含む
地山の灰色の岩盤ブロック含む
黄褐色ブロック（地山）と灰色ブロック（地山）含む
小石・軽石含む
3層とほぼ同じ
軽石含む
黄褐色粒と灰色粒わずかに含む
軽石含む
灰色の地山ブロック含む
地山か

0 1：60 2m

Fig．34w－6号溝跡
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溝状遺構一1 溝状遺構一2

卜　　　　D

L＝123．Om

D『

溝状遺構一3

　　　　G　　　　　G7

撃AいA7－　　　2　　一

羅

隊　　9
！ L＝123．Om

一
　　　1D
　　2

難
．Ω二

④
　　L＝123．Om

－　　　　　1」
　　G－Gび　一　　　2

羅
　L＝122．8m
B　　　　B7
－　　　5　一

笏

8
、 8’

、
E E’

　Lニ122．8m

E　　　　E‘

H 且

L＝122．7m

H　　　　H8

獅

L＝123．Om

」一一　　　　1C’一’一一Cグ
　　　　2　　一

灘

L＝123，0m

　　　　1F　　　　　　F’
一　　　2　　　＿

Lニ123．Om

一1一、レr

C C’ F F

　　　　　　　　　2・3　セクション
　　　　灰黄褐色粗砂層x×現耕作土
　　　　黒褐色粗砂層　○×As－B混じる
　　　　黒褐色粗砂層　△×As．C・Hr－FP・As－B・褐色
　　　　　　　　　　　　　ロームブロック含む
　　　4　褐灰色粗砂層　△×As．B多量に混じる、As．C・

　　　　　　　　　　　　　Hr－FP含む
1，　5　褐色細砂層　　OOロームブロック
　　　6　黒色細砂層　　○O　As－C多量に含む

溝状遺構一1

1
2
3

A
A’ B

E㊨L＝123伽

A　　l　　　A’
一　　　 2　　　　一

L＝123．Om

B一1　　BF
　　　2　　　““

⑱

溝状遺構一6

Lニ122．8m

溝状遺構一4 溝状遺構一5

C　　　C」

砺『

　　　C’
C　　　－
－

溝状遺構一4・5
1　灰黄褐色細砂層
2　暗褐色細砂層
3　暗褐色細砂層
4　暗褐色細砂層

セクション
ムム　As－C・Hr－FP含む、現耕作土
O△
△△　As－C・Hr－FP含む

△△

Lニ122．3m

妙　　　1

～A　　2　　A『

一　　　3

へ礁
A

A’

溝状遺構一6
1　黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　黒褐色粗砂層
4　暗褐色細砂層

セクション
ムム現耕作土
○×　As－C・Hr－FP含む、1層よりAs－Bを多く含む
△×　As－C・Hr－FP含む、As－B混じる
OO　2・3層よりAs－C・正｛r－FPを多く含む

H－6 0 1：60 2m

調査区外

Fig．35　1～6号溝状遺構
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D－1号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○△　As－C・Hr－FP混じる

D－2号土坑セクション
1　灰黄褐色粗砂層
2黒褐色粗砂層
3黒褐色細砂層
4黒褐色細砂層
5褐色細砂層
6黒褐色細砂層

7　黒褐色細砂層

D－3号土坑セクション
1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層

4褐灰色細砂層

D－4号土坑セクション
1　灰黄褐色粗砂層
2黒褐色粗砂層
3黒褐色細砂層

××現耕作土
O×　As－B混じる
O△　As－C・Hr－FP含む
OO　As－C多量に含む
△×　As－C含む

××　As－C・Hr－FP・As－B

　含む
××　As－C・Hr－FP含む

O△　As－C・Hr－FP含む
○○　ロームブロック含む
○0　2層より多量にローム

　ブロック含む
O×　ローム粒含む

××現耕作土
○×　As－B混じる
○△　As－C・Hr－FP・ロー
　ムブロック含む

D－5号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△ム　ローム粒含む
2　黒褐色細砂層　　　　△ム　ローム粒含む
3　にぶい黄褐色細砂層　O△

D－6号土坑セクション
1暗褐色細砂層

2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層

D－7号土坑セクション
1　灰黄褐色粗砂層
2黒褐色粗砂層
3黒褐色細砂層
4褐色細砂層
5黒褐色細砂層
6黒褐色細砂層

△×　As。C・Hr－FP・ロー
　ムブロック含む
××　As－C・Hr－FP含む

△×　1層とロームの混じり

××現耕作土
、O×　As－B混じる

0△　As－C・Rr－FP含む
××　As－C・Hr－FP含む

O△　As－C・Rr－FP含む
△O　As－C・Hr－FP・ロー
　　ム粒含む

D－8号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　OO　As－C・｝Ir－FP含む
2　1；ぶい黄褐色細砂層　○ム　ローム粒含む

D－9号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△△　As－C・Hr－FP含む

D－10号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△△　As－C・Hr－FP含む
2　褐色細砂層　　　　　△△

D－11号土坑セクション
1暗褐色細砂層

2　灰黄褐色細砂層
3暗褐色細砂層

4褐色細砂層
5暗褐色細砂層

D－12号土坑セクション
1　灰黄褐色細砂層

2黒色細砂層

3黒色細砂層

4黒褐色細砂層

△△　As－C・Hr－FP・炭化

　物含む
△△　As－C含む

O△　As－C・Hr－FP・炭化

　物含む
○△
△ム　ローム粒混じる

△O　As－C・Hr－FP・ロー
　ムブロック含む
△×　As－C・Hr－FP含む、
　ローム粒わずかに含む
△×　As－C・Hr－FP・ロー
　ムブロック含む
△△　As－C・Hr－FP含む

D－14号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△△　As－C・Hr－FP・As－B

　　　　　　　　含む
2　にぶい黄褐色細砂層　×△　As－C・Hr－FP・ロー

　　　　　　　　ム粒含む
D－15号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　××　As－C・黒色土ブロッ

　　　　　　　　ク含む
D－16号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△△　As－C含む

D－17号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△△　As－C・Rr－FP・黄榿

　　　　　　　　色土粒含む

D－18号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△△　As－C・Hr－FP・黄榿

　　　　　　　　色土ブロック含む

D－19号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　×△　As－C・Hr－FP含む

D－21号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　×○

D－22号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△△　As－C・Hr－FP含む

D－23号土坑セクション
1　褐灰色細砂層　　　　△△　As－B混じる

D－26号土坑セクション
1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層

3暗褐色細砂層

△△　As－C・Hr－FP含む

○×　As－C・Hr－FP・黄榿
　色土ロームブロック含

　む△△As－C・Hr－FPわずか

　に含む

D－27号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　×△　黒色土・As－C多量に

　　　　　　　　含む
D－29・30号土坑セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　O△　Er－FP・黄榿色土ロー

　　　　　　　　ムブロック含む
2　にぶい黄褐色細砂層　△△　Hr－FP・黄榿色土ロー

　　　　　　　　ムブロック含む
3　黒褐色細砂層　　　　△△　Hr－FP・As－C粒含む

D－31・32号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　×△　As－C粒含む
2　にぶい黄褐色細砂層　○△　Hr－FP・黄榿色土ロー

　　　　　　　　ムブロック含む
3　暗褐色細砂層　　　　△△　As－C含む

D－33号土坑セクション
1　暗褐色粗砂層　　　　○×　As－B混じる

D－34・35号土坑セクション
1　暗褐色粗砂層　　　　○×　As－B混じる

D－36号土坑セクション
1　灰黄褐色細砂層　　　×O　Hr－FP・黄榿色ブロッ

　　　　　　　　ク含む
D－37号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△×　黄澄色粒含む

D－38号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△×　As－C・Hr－FP・黄榿

　　　　　　　　色粒含む
D－39号土坑セクション
1黒褐色細砂層

2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5暗褐色細砂層
6黒褐色細砂層

○△　As－C・Hr－FP・焼土

　含む
0△　焼土・炭化物含む
O△　As－C・褐色粘土・炭

　化物含む・
○△　As－C・黄褐色土ブロッ

　ク含む
○○炭化物含む
△○　炭化物含む

D－40号土坑セクション
1　褐灰色細砂層　　　　○×　現耕作土
2　暗褐色細砂層　　　　△O　As－C・Hr－FP混じる
3　褐色細砂層　　　　　△O　小石含む

D－43号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○△　白色軽石混じる

D－44号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○△　As－C含む

D－45・46号土坑セクション
1暗褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層
4黒褐色細砂層

○△　As－C・Hr－FP含む

ムO　As－C・Hr－FP含む
○O　As－C・Hr－FP含む
△O　As－C粒含む

D－47号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○△　白色軽石含む

D－48号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○△　As－C含む

D－49号土坑セクション
1黒褐色細砂層

2黒色細砂層

○△　白色軽石粒含む、黄褐

　色土ブロック含む
△0

D－50号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○△　As－C・Hr－FP含む

D－51号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○△　As－C・Hr－FP含む

D－52号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　O△　白色軽石粒含む

D－53号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△△　As－C含む

D－54号土坑セクション
1　灰褐色細砂層　　　　○△　As－C・Hr－FP含む
2　暗褐色細砂層　　　　△O

D－55号土坑セクション
1　灰褐色細砂層　　　　O△　As－C・Hr－FP含む
2　褐色細砂層　　　　　O△　As－C・Hr－FP含む

D－56号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　OO

D－57号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　O△　白色軽石混じる

D－61・62号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C・Hr－FP含む

D－63号土坑セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　O△　現耕作土
2　暗褐色細砂層　　　　△×

3　暗褐色細砂層　　　　O△　As－C・Hr－FP含む
4　黒褐色細砂層　　　　△△　As－B混じる
5　黒褐色細砂層　　　　△O　As－C含む

D－64号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　OO　Hr－FP・As－C含む

D－65号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△○　白色軽石粒含む

D－66号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△O　As－C含む
2　黒褐色細砂層　　　　△◎，粘性強い

D－67号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　OO　As－C・Hr－FP含む

D－70号土坑セクション
1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層

3暗褐色細砂層

○O　As－C・Hr－FP混じる
OO　軽石をわずかに含む、
　にぶい黄榿色粘土プロッ

　ク含む
○○　軽石をわずかに含む、

　にぶい黄檀色粘土粒を

　含む
D－73号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○O　As－C・壬｛r－FP混じる

2　灰黄褐色細砂層　　　OO　As－C・Hr－FPわずか

　　　　　　　　に含む
3　にぶい黄褐色細砂層　OO　As－C・Hr－FP焼土粒

　　　　　　　　含む、下部一面に灰が
　　　　　　　　広がる
D－81号土坑セクシ白ン
1　暗褐色細砂層　　　　○×　As－C・Hr－FP含む、

　　　　　　　　As－B混じる
D－82号土一坑セクション

1　灰黄褐色微砂層

2　灰黄褐色微砂層

○○　焼土・炭化物多量に含

　むOO粘質土
、D－83号土坑セクション

1　黄褐色細砂層　　　　X×　軽石を含まない
2，黄褐色細砂層　　　　O×　軽石を含まない

D－85号土坑セクション
1暗褐色細砂層

2黒褐色細砂層

△×As－C・Hr－FP多く含

　むO△　明黄褐色ロームブロッ

　ク含む

D－84号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×　As－C・Hr－FP含む
2　黒褐色細砂層　　　　××　As－C含む

D－87号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×　As－C・Hr－FP含む
2　黒褐色細砂層　　　　×X　As－C含む

D－88・89号土坑セクション
1暗褐色細砂層

2黒褐色細砂層

D－90号土坑セクション
1暗褐色細砂層

・2　暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

D－91号土坑セクション
1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層

D－92号土坑セクション
1黒褐色細砂層

2暗褐色細砂層

D－93号土坑セクション
1　灰黄褐色細砂層

2黒褐色細砂層
3　にぶい黄褐色細砂層

D－94号土坑セクション
1褐灰色粗砂層

2褐灰色粗砂層

D－96号土坑セクション
1暗褐色細砂層
2黒褐色細砂層

O×　ロームブロック含む、

　As－B混じる
Ox 禦螺5鉦覧ツ

△×　ロームブロック・粘質

　土ブロック含む、As－

　B混じる
△×　ロームブロック混じる
△△　白色軽石含む

△×　As－C・Er－FP含む

××　ロームブロック粒・灰
　含む、As－B混じる

O△　As－C・Hr－FP含む、

　As－B混じる
△×　As－C・Hr－FP含む

△O　As－C・Hr－FP・炭化

　物含む
×△　白色軽石含む

　風倒木痕か

△X　灰白色土ロームブロッ
　ク含む、As－B混じる
××　明黄褐色土ブロック含

　む、As－B混じる

△×　As－B混じる
××　ロームブロックわずか

　に含む
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D－97号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×

2　暗褐色細砂層　　　　△△

D－98号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×

2　黒褐色細砂層

D－99号土坑セクション
1　黒褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層
3　黒褐色細砂層

D－100号土坑セクション
1　黒褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

○×

O×

○△
×○

△×

0△

3　にぶい黄褐色細砂層　△×

D－101号土坑セクション
1　灰黄褐色細砂層　　　××

2　褐灰色細砂層　　　　××
3　褐灰色細砂層　　　　××
4　明黄褐色細砂層　　　××
5　褐灰色細砂層　　　　××
6　明黄褐色細砂層　　　○×

D－102号土坑セクション
1　褐灰色細砂層　　　　△△

2　にぶい黄褐色細砂層　△△

D－103号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△×
2　暗褐色細砂層　　　　△×

D－104号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×
2　暗褐色細砂層　　　　××
3　暗褐色細砂層　　　　△×

As－C・Hr－FP含む、

ロームブロック粒わず
かに含む、As－B混じ
る

As－B混じる

As－C・Hr－FP・As－B
多く含む、ロームブロッ

ク粒わずかに含む
左半分As－B多く含む、
右下部ロームブロック
粒含む

As－C・Hr．FP・ロー
ムブロック含む

軽石わずかに含む

As－C・Hr－FP含む、
As－B混じる

As－C・Hr－FP・ロー
ムブロック含む、As－
B混じる

ロームブロック多く含
む

灰白色粘土混じる、風
倒木痕
黄榿色土大粒含む
黄櫨色土小粒含む
ロームの崩れた層
漸移層
ローム層

As－C・Hr－FP・As－B
混じる
ローム層

As－B混じる

ロームブロックわずか
に含む

As－B混じる

As－B混じる

D－106号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×

2　褐色細砂層　　　　　○×

D－107号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　××
2　黒褐色細砂層　　　　××
3　にぶい黄褐色細砂層　××

D－109号土坑セクション
1　暗褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

3　黒褐色細砂層

4　黒褐色細砂層
5　黒褐色細砂層

6　黒褐色細砂層
7　黒褐色細砂層

8　黒褐色細砂層

9　褐色細砂層
10　暗褐色細砂層

××

○×

○×

O×

×△

△△
0×

△×
0×

△×

D－110号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×

D－112号土坑、P－44号柱穴
1　暗褐色細砂層　　　　△△

2　黒褐色細砂層　　　　××
3　暗褐色細砂層　　　　××

4　黒褐色細砂層　　　　△△

5　黒褐色細砂層　　　　×0

6　灰黄褐色細砂層　　　O△
7　にぶい黄褐色細砂層　△△

D－114・115土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×
2　黒褐色細砂層　　　　△×
3　暗褐色細砂層　　　　△×
4　暗褐色細砂層　　　　△△

5　黒褐色細砂層　　　　O×

As－C・Hr－FPわずか
に含む、As－B混じる

ローム粒多く含む、粘
質土ブロックわずかに
含む

黄榿色土粒含む

黄燈色土粒含む

現耕作土
As－C・Hr－FP含む、
As－B混じる

As－C・Hr－FP多く含
む、ロームブロック粒
わずかに含む、As－B
混じる

ロームブロック含む
ロームブロック粒わず
かに含む
ローム粒多く含む
下部にロームブロック
粒多く含む
As－C・Hr－FP含む
地山か

As－B多く含む、As－C・

Er－FP・ロームブロッ
ク粒含む

セクション
As－C4｛r－FP含む、
下端部にAs－B混じる
As－B混じる

ロームブロック粒含む、
As－B混じる

As－C・Hr－FPわずか
に含む
上部に粘質土ブロック
含む
ロームブロック粒含む
ロームブロック粒含む

As－B混じる

As－B混じる

ロームブロック多く含
む（地山）

白色軽石含む（地山）

D－116号土坑セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×

2　暗褐色細砂層　　　　△×

D－117号土坑セクション
1　黒褐色細砂層

2　褐色細砂層

D－119号土坑セクション
1　黒褐色細砂層

2　褐色細砂層

D－120号土坑セクション
1　黒褐色細砂層

2　褐色細砂層

△×

O△

△×

○△

○×

△△

D－122号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△X

2　黒褐色細砂層　　　　△×

3　にぶい黄褐色細砂層　△△

D－127号土坑セクション
1　暗褐色細砂層　　　　O×
2　暗褐色細砂層　　　　○△

D　B－1号土坑墓
1　黒褐色粗砂層

2　黒褐色粗砂層

3　黒色細砂層

As－C・Hr・FP含む、

As－B多く含む
右半分にロームブロッ
ク粒多く含み、左半分
にAs－B多く含む

As－C・Hr－FP含む、
As－B混じる

ロームブロック粒含む

As－C・Hr－FP含む、
As－B混じる

ロームブロック粒含む

As－C・Hr－FPわずか
に含む、As－B混じる

粘質土ブロック・ロー
ム粒含む

As－C・Hr－FP含む、

炭化物わずかに含む

As－C・Hr－FP・ロー
ムブロック粒含む
ロームブロック粒多く
含む

As－C・Hr－FP含む
地山か

セクション
○×　As－B多く含む、人骨を
　　　検出する
0×　As－C・｝lr－FP・As－B含
　　　む、人骨を検出する
○O　As－Cを多量に含む

P－1・2号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　××

P－6号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　O×

P－15号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×
2　黒褐色細砂層　　　　○△

P－19号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　O×

2　黒褐色細砂層　　　　△×

3　暗褐色細砂層　　　　O×

P－29号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×
2　黒褐色細砂層　　　　○△

P－32号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○×

2　暗褐色細砂層　　　　0×

P－33号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△×

P－36号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△X

2　黒褐色細砂層　　　　××

P－37号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×

P－38号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　○×

ロームブロック含む

As－C・黄榿色土粒含
む

As－C・Hr－FP含む

ロームブロック・粘質
土ブロック・白色軽石
含む、As－B混じる
As－B・ロームブロッ
ク粒含む
ロームブロック粒含む

As－B混じる

粘質土ブロック含む

As－B混じる、炭化物
わずかに含む
白色軽石含む、締まり
強い

As－C・Hr－FP多く含
む

As－C・Hr－FP・ロー
ムブロック含む
As－B多く含む、As－C・

Rr－FP含む

As－B多く含む、As－C・

Hr－FP含む

As－C・Hr－FP・As－B
多く含む、炭化物　ロー

ムブロック含む

P－41号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　△×

2　褐色細砂層　　　　　0×

P－44号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○×

2　黒褐色細砂層

3　暗褐色細砂層

△×

△×

P－46号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　△×

P－48号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　○×

2　黒褐色細砂層　　　　○△

3　黒褐色細砂層

P－49号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

3　灰黄褐色細砂層

4　黒褐色細砂層

5　黒褐色細砂層
6　黒褐色細砂層

P－50号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層

中央部に大きなローム
ブロックあり
ロームブロック粒混じ
る

As－B多く含む、As－C・

Hr．FP・ロームブロッ
ク粒わずかに含む
As－B多く含む、炭化
物・ロームブロック粒
わずかに含む
As－B多く含む、As－C・

Hr－FP含む、下部にロー

ムブロック粒多く含む

As－C・｝lr－FP・ロー
ムブロック粒含む

　　　As－C・Hr－FP含む、
　　　As－B多く含む
　　　As－B多く含む、As－C・

　　　Hr－FP・炭化物含む、
　　　下部にロームブロック
　　　含む
△△As－B多く含む、ロー
　　　ムブロック粒多く含む

×△

○△
○△

0×

○△

△△

△△

○△

現耕作、As－C・Hr－F

P含む
As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP多く含
む、As－B混じる

As－C・Hr－FP含む、
As－B混じる

白色軽石粒含む

Hr－FP含む、As－B混
じる

ロームブロック粒含む、

地山か

P－53号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層　　　　O×

P－57号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層
2　暗褐色細砂層
3　黒褐色細砂層

P－59号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層

2　黒褐色細砂層

P－61号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層

3　黒褐色細砂層

P－75号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

3　黒褐色細砂層

4　黒褐色細砂層

△×

△×
××

△×

△△

○×

△×

××

△×

××

△△

△×

P－77号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層

2　黒褐色細砂層

3　暗褐色細砂層
4　黒褐色細砂層
5　暗褐色細砂層

P－81号柱穴セクション
1　黒褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層

P－85号柱穴セクション
1　暗褐色細砂層　　　　O×

△×

△△

××

△×
○×

△×

○×

As－B混じる

As－B混じる

地山

上部に地山のブロック
含む、As－B混じる

ロームブロック粒多く
含む、As－B混じる
ロームブロック粒含む、

As－B混じる

As－C・Hr－FP含む
As－C・Hr－FP含む、
As－B混じる

ロームブロック粒含む

As－B混じる、ローム
ブロックわずかに含む
As－B混じる、ローム
ブロック含む、非常に
もろい

白色軽石粒わずかに含
む、As－B混じる

ロームブロックわずか
に含む、As－B混じる

As－C・Hr－FP含む、
As－B混じる

ロームブロック粒含む、

As－B混じる

地山か
As－B混じる

地山か

As－B多く含む、As－C・

Hr－FPわずかに含む
地山

As－B多く含む、As－C・

Hr－FP含む
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A『
D－121

ぐ
　　◎

P囎P一御

Φ／

○

P－72

P－73

ぐノ

1

白　Lニ121．7m旦

P－72・73号柱穴
1　暗褐色細砂層
2　暗褐色細砂層
3　暗褐色細砂層
4　黒褐色細砂層
5　暗褐色細砂層

AL＝121・9m2　　　A8 1－1号井戸跡
1　灰黄褐色細砂層
2　灰黄褐色細砂層
3　灰黄褐色細砂層
4　にぶい黄褐色細砂層
5　にぶい黄褐色粗砂層
6　褐灰色粗砂層
7　褐灰色粗砂層
8　褐灰色粗砂層
9　褐灰色粗砂層
10　褐灰色粗砂層

1－2号井戸跡
1　灰黄褐色粗砂層
2　黒褐色粗砂層
3　褐灰色粗砂層

三 L＝121。6m　CF

A

1－2

◎
セクション
××　ローム粒わずかに含む
△×　粘質土ブロック含む、As－B混じる
O×　As－C・Hr－FP含む
O△
△×　As－C・Hr－FP・地山のブロック含む

⑱
A’

0

A　L＝121．6m　　A『

一蘂髪

1：60 2m

セクション
△×
△×
○×

△×
△×

△×
××
O×

××

××

現耕作土、細かい砂を含む
旧耕作土、細かい砂を含む
粘土ブロックが混じる
白色粘土粒含む、As－B混じる
多くの白色粘土粒を含む、As－B混じる
As－B混じる

ロームブロックを含む、As－B混じる
白色粘土が層状に入る
白色粘土粒が入る
白色粘土ブロックが多量に入る

セクション
ム×　As－B混じる、馬歯を検出する
××　As－B混じる
××　As－B・白色粘土混じる

0 1：60 2m

⑱
A－2

A－1
A
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1
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A『

￥

￥ 3
￥

￥
￥

￥
￥
￥

￥
￥

L＝121．9m

揚、
H－35

￥

1
　　　　／、　　　　　ノ

￥

＼
￥
＼
＼
￥

　カ
　』ク

旦ラ

　ン

2 B♂

3

形

AF

！’
！

A－2号道路状遺構
1　黒褐色粗砂層
2　褐灰色粗砂層
3　褐灰色粗砂層

南壁セクション
××　現耕作土
O×　As－B混じる
○×　白色軽石・As－B含む、

　　道路状埋土

1
ロ

、
　し
　覧

　ロ
　1

　コ
　置

　ロ

置
ロ

’
ロ

ノ

o
石4

ロ

瓦13

カ

ク

ラ
ン

L＝123m

霧奎…一
1

5彪

AF

0 1：60 2m

A－1号道路状遺構
1　黒褐色粗砂層
2　黒褐色粗砂層
3　褐灰色粗砂層

4　黒色細砂層
5　黒褐色細砂層

北壁セクション
△×
△×
O×
O×

×O

現耕作土、As－B混じる
1層より大粒の小石を多量に含む、As－B混じる
As－C・Hr－FP含む、2層より少なくAs－B含む
As－C・Hr－FP含む、上部硬化面
3層より軽石少ない

カクラン

旦
B’

Fig．43　P－66・67・72　73号柱穴、1－1　2号井戸跡、A－1　2号道路状遺構
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T－2 A

B

A‘

A　L＝122．7m　　　　A・

一§撫…一

C

B　L＝122，7m

周溝状遺構一1

B「

L＝122．7m

周溝状遺構一1
1褐灰色細砂層
2　黒褐色細砂層

3　灰黄褐色細砂層

0 1：60

諺
C「

ベルトセクション
ム×　As－C・Hr－FP・黄榿色土粒多量に混じる
△△　As－C・Hr－FP・黄榿色土粒1層より少なく含む
△△As－C・Rr－FP・黄榿色土粒2層より少なく含む

2m

　8’
ぎC『

C

調査区外

d ⑭

　　Lニ121．8m
A　　　　　　　l　　AF

一糀一
c　 L＝121．9m

－　　 1　2

B　L＝121。8m　2　　　B’

一添諦一

膨周溝状遺構一2 磁
C『

A

155
●

⑤熊．轡
　　　　　　　　　　　　P”①P2　　　　P18

A『

　　　　　◎

　P3　　　P17
窯⊃D，

◎P・

愈，◎◎
　　　　P6　　　P7

●156

ot

0

◎旦
P¶o

　　O

◎
P8

P9

1：60 2m

B’

周溝状遺構一2
1黒褐色細砂層
2　黒褐色細砂層
3　にぶい黄褐色粗砂層
4　黒褐色細砂層

周溝状遺構一2
1暗褐色細砂層
2　暗褐色細砂層

周溝状遺構一2
1黒褐色細砂層
2　暗褐色細砂層

2号周溝状遺構柱穴計測表

東西セクション
ムム　As－B混じる
O△　As－B混じる
△×　As－B純層

△○

南北ベルトセクション
○△
○△　炭化物粒含む

D－1号土坑セクション
○△　炭化物粒混じる
O△　As－C含む

Nα 形　状
長軸
cm）

短軸
cm〉

深さ
cm） ぬ 形　状 長軸

cm）

短軸
cm）

深さ
cm）

P星 楕円形 25 20 11 P［o 円形 23 21 15

P2 円形 15 13 10．5 Pu 円形 23 21 14

P3 楕円形 24 17 15．5 P12 円形 21 19． 11

P4 円形 21 19 15．5 P13 円形 18 16 10．5

P5 円形 20 18 18 PL4 円形 19 18 7．5

P6 楕円形 23 19 21 PL5 楕円形 21 16 8．5

P7 円形 17 17 19．5 P星6 円形 16 14 10．5

PB 楕円形 22 19 16．5 P17 楕円形 30 19 20

Pg 楕円形 22 19 29．5 P［8 円形 29 26 8．5

不明遺構一1
▽

＼7。

④
A　Lニ121．5m　A7

0

1号不明遺構

1暗褐色細砂層

1：60

セクション
ム◎　As－Cわずかに含む、粘性強い

2孤

Fig．44　1　2号周溝状遺構、1号不明遺構
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86



H－101u

’熾鍵ξ鐸攣
　　　　　　　37

．ノ醗ト

糟
／
　40

38

一

　　ノ41

磯論

鵬

1鱗

＼

／ 42

　ノノ

＿葵

懲欝

39

一

一

導＼＼

　＼
／

，43

H－11
一

＼　＼

44

45

H－12

一
一

、　　　　＼ 47

囎欝懸麟撫鐙

噸響
／
　　48

0 1／3 10cm

Fig．47・H－10・11・12・13号住居跡出土の土器

87



H－14

一

レ〆
52

μ

50

　　　、＼
ゲ　哉　、 53

1 一

一

山 ←〆

ク 54

／

54

155

一

～ ＼ 1ρ
＼

～

ρρ　、

＼＼
＼

湾
＼

～
　58

56・

／

一

（
＼　＼ ～

＼　＿
＼＼ ＼

一

＼
57

「贋

59

H－16 H－15

日』1ブ

｝

一

ノ　　／

￥

噸 ＼ 60

一

一

一　　　　　　　　63

』

！ 61

｝

62

← ～、

〆
ダ　〆

0 1／3 10cm

Fig．48　H－14・15・16・17号住居跡出土の土器

88



　　　　　　　　　　　66

｝

一
、

一 、
一

鞭＼＼

／

67

／

68
69

『

＼　　＼

／

／

ラo

／
71

ア2

H－19

」　　　監

73

∠…≡L墨．

一

77

ノ

欝齢．

／1

78

一
｝

一

、

75
〆

76

0

瓶

1／3 10c血

Fig．49　H－18・19号住居跡出土の土器

89



H－20

一

舶

一一

　　1

80

一 一

82

～

一一

一
一一『鴨　一一

H－21

81

一

“　　　　　　　　β一＿　｝繭」冨』

一＿一．＿
　　　　，　　’

ハ　　　　ー　　，、一

　rノ　ー一、マ、　　　　　一　一

　　　，

　　／

　　　＼

83

一　　一

、

186

￥ ／

84

＼

87

一

／ 一

－　一　■＼

鐙
0

85

1／3 10cm

Fig．50　H－20・21号住居跡出土の土器

90



H－22

／

H－23

＼

一

『

　　嚇

89

一 一

／＼

＼
90

ノノ

＼ ／

91

92

93

て巨7．

轟　

㌧

96

’

一

’

0　　　1／3　　　10cm

Fig．51　H－22・23号住居跡出土の土器

　　　　91



H－24
　、、 ノ

一　　、ノ、

一グ、’、、

、　’

ノ

97

＼

ど醗懸勝蕩嬰｝拶
・ノ、Vぐ）㌧’幣・尋・
・止！ハ、r，、

／

｛
集

一一

100

角
▲，

　やヤルぬロ

、《ン

一

＼　〆

＼　〆

／

99

11

養雛徽誌黙灘 一

¢灘灘i蓬鎌

撚學灘騰
ノ　！悔

褒
101

、

、

、

H－25

／

一

ノ価

一
一一

0 1／3

　＼

，譜

Fig．52　H－24・25号住居跡出土の土器

92



H－26

　麟麟㌦

107

H－28

11
〆一フ

　　　、

轟遙
111

伽跡7！き一・もテ勇絵’鮎∫畿

蛇’　
．諺1／

　　　　　　　108

H－27

　＼等≡
／　　￥

109

H－30

一　’
ノ

一

112

一

一

一 一－

＼

∠／

113

H－31

一
＼　 ＼

　　　＼＼

　　＼
詰、

＼

～1物寧・

、
鮮
ノ

　　　　　／

　　　　　　110

！警＼

鰹》

一

～
＼＼

～＼ 一“

／＼

＼／

1

／

｝

て
／－　　　、　　、

　　　、　鳶＼ へ「

　　117
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

Fig．53　H－26・27・28・30・31号住居跡出土の土器

1／3

ノ

118

119

10cm

93



H－31
一

…

一一
一

一

一

『
一

　缶》

115

＼

r

116

『
一

一

／

H－34

～
〆

120

一』一　 一～

＼
＼

122

～

賦
123

『

ミ 12

＼　　〆

　1　＼
　　　　＼　　＼＼＼　　　　／N　N＼＼　　　　　＼

＼

／125

　～　　～＼

　＼

＼＼
＼　＼＼

、一一蝕’

＼ノ

／伽

H－35
曳

〆

　127

～

　＼＼＼＼

一r

ノ伽

0　　　1／3　　　10cm

Fig．54　H－31・34・35号住居跡出土の土器

94



T－2

〆’、

130

1
一 一　『　一

〆へ
132

囎懸畷麟欝獅騨

1134

一　　　　　131

／，、擁＼

一
一

陸羅7

133

『

一　一

一

一

．紳へ

’讐攣ソ

一一
　ノ鯛、

＼蜘麟！

136

￥ タノダ”ノ　　／

137

　灘．圃

一
一

14

一

一　　　　　1（ず三17）

煎、

　　　（D－14）

欝　畢

（ヨ駕ぎ）

ヲ
（D」笥

一

15

　　　（D－69）麟～

0　　　1／3　　　10cm

Fig。55　T－2号竪穴状遺構、w－2号溝跡、D－7・8・14・25・69号土坑出土の土器

95



D－39

～
145

電㌧ノ．

＼　　～
146

、 147

イ 148

誌匡ヲ、

／
　　一

＼

＼

／

灘フ
　　　　　152　厚

151

／

153

’ 、『

一　一

＼
、

ζ

／

　　　　　　　　6
　　　　　　（2号周溝状遺構）

　　聯’

　155
（2号周溝状遺構）

衝7
　　　　／　183
　　　　　（C区表採）

　　178
（1号不明遺構）

　　　　　　　　　179
　　　　　　　　（1号不明遺構）

㎜窃7．（X90・Y131）
　　　　　　　　　　　（X108・Y131）

　　　　　　　　（X119・Y131）

0 1／3 10cm

Fig・56　D－39号土坑、2号周溝状遺構、1号不明遺構、グリツド出土、C区表採の土器

96

階F［



T－2

1129

D－5

嘩撫

140

灘
138

謬麟熱

1号土器埋納土坑

臓了・・

　　　　　酸

懸辮

157

一

　　ゲ　の

騰撫
難灘

158

一
一

　　　　　　　　159

一

160

慮礁懸撫
162

膿！

0 1　2 10cm

Fig．57　T－2号竪穴状遺構、D－5号土坑、1号土器埋納土坑出土の土器（カワラケ）

97



1号土器埋納土坑

　　　　　　　　　167

一

173

一

　　　　　　　　　170

講撫
鞭欝1

　　　　　　　　171

　　　　　　　　　168

161

165

169

　　　　　　　　　164

一

166

　　　　　　　　　172

2号土器埋納土坑

弼副掘阪
174 175

一

176 177

0 1　2 10cm

Fig・58　1・2号土器埋納土坑出土の土器（カワラケ）

98



　1

し
’

瓦1　（H－18）

　　↓

．誹
O」卜、＿

ロ

5’控一一＿
口

1“
ll

昌
lI　　　－u

　、 　　　瓦2　島　　（H－21）

　1　目

　　　　ろ＼ミニコ／
瓦3

（H－21〉

臨
・9

　　　籟　　　　　　　　　　　鞭鞭

瓦4　　（H－21）

！
ノ

0 1／4　　　 20cm

Fig。59瓦（1）

99



　　　　　　　　I　　　　　l1

　　　　　　　　l　　　　　　　l

瓦5　　（H－22）

念

　　　l　　　　　l　l

　　　1

i’嚢

ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

、処二工羅 瓦6　（H－24）

’
　ノ

ノノ

　’帰一’、
“・1　　　　　　無

瓦7　　（H－24）

／
／

0 1／4 20cm

Fig．60瓦（2）

100



　　農轟羅　　欝v
　羅黙
　　　　れ　を　　　　　

灘灘欝勢
職灘縷簿騨一
　　　繋麟騨

　　難錨漿　　　、頴　　墾
　　　ツ　　　1
　　　　　　　／　　　　　　　ノ

／1

講灘難　

　　＼讐響

瓦8　（R－31）

　　　　　　i　…　1
　　　鑛諜麟灘欝

、

11
　　　瓦9　（H－31）

ノ
／

　　　　　　羅

一麟麟騨
欝難欝

・1’

　　麟麟灘，欝

　　　　鱗轡

瓦10　（H－33）

0 1／4 20cm

Fig．61瓦（3）

101



鍛麟
購

　　灘
1．撰
難難

畿

醜駿

、嘉

韓

霧

　　　　　　　　　　額　b 1 観

藩

雛　　　聯　　触婁，
　　　『

総

＼

撫
纏
縫騨
』一

薦へ，、1

灘轄、
蜘 罫

　餐　騒・撒

　　　　　　‘　　　　　　マ　　　　　　　　　　　『

　　　　　　　｝
　　　　蝉乞　　　1　　　　　ド　　リロリ
　　　　ヤ　　ド　　　　つロ　ドし　　、盤雛義叢鞭灘

11

～

瓦11　　（H－33）

轟
灘一

、1

脳．

麟
　　　慕

瓦12　（H－33）

＼

＼
－

瓦13　（A－2）

0 1／4 20cm

Fig。62瓦（4）

102



　　　で

DB．＿5　　 7

　　　

　　ブ　
⑪⑨．

　　　　

　　　ア

　、　29

　　ヨ　　

2　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　10

4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　ハ　

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　　　　19

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　W－5

　　　　　　ア

　　　　　　　　　　　　　　

30　0　1／2　5cm　　　　　　　　33

Fig．63古銭

103



i

⑰

［

1
　霊失　1　　（H－18）
◎

禽一嶋醇、

＜＝○ン　　 0　　 2／3 5cm

、

一一　　一＿　　一　　　　　　　　一

一

1！

　　鉄3にコ　（H－34）

魅 ◎

i’

ll

◎　鉄4（T＿2）

0　　1／2　　 5cm

鉄9
（DB－2）

O鉄5（T－2）

　1

（ζ憲｛

　　　　　　　0

　　鉄6
σ（T一2）

一　該
　、眠、
，】

　ノ／

艇

赫
　圏

！

＼

○軸

、
＼

石1　（H－3）

／

　　移
、職

．蕊εミ謎

糞　 w

石5
（X131・Y129）

！

　潜『81）

　ど

　鉄8　（D－128）

一◎一

〇Q

（百一21）

　　口（晶表象）

　　　　「フ　　　　　　　　石4（A－2）

　　　　　　　　　0　　　1／3　　　10cm

Fig．64　鉄製品・玉類・石器・砥石・石製品

104



PL．1

’こ，

，“舵

ρ　γ』『 －r・・一も・

瞳　滋　．

熊

　ノ1読、％愉・参盈財灘塾

　　　　　　　　　　　　　　　　A区 中央部全景（東から）

　　　　　　　　　　 輸
H－1号住居跡全景（東から）皿

H－2号住居跡全景（西から）

繍

欝麟

㎏題・

H－1号住居跡竈全景（西から）

H－2号住居跡竈全景（西から）



PL．2

H－3号住居跡全景（西から）

H－2・3号住居跡全景（北から）

H－4号住居跡全景（西から）

H－5号住居跡全景（南から）

H－3号住居跡カマド全景（西から）

H－3号住居跡置物出土状況（東から）

H－4号住居跡竈全景（西から）

H－6号住居跡全景（北から）



PL．3

H－8号住居跡全景（東から） H－8号住居跡竈全景（東から）

H－9号住居跡全景（東から） H－10号住居跡全景（西から）

H－11号住居跡全景（南から）

蹴懸
瞳灘

H－12号住居跡全景（西から）

H－13号住居跡全景（西から） H－13号住居跡竈全景（西から）



PL．4

嵐撫嶺置拶，

H－14号住居跡全景（東から）

iI．二∫秘『一

　　　辞　！・

糎鐙

H－15号住居跡全景（西から）

H－16号住居跡全景（南から）

H－18号住居跡全景（西から）

鑓
籍葬

轟声、一、懸濃麟
　　　　　．ご』疑．ゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　〆．㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　試、瓠壺　鷹
　　　　　　　　　　　　・　静で　1重

　　　　　　磯鍮騰雛蕪螺

H－14号住居跡竈全景（東から）

、麟

H－15号住居跡竈全景（西から）

、・

㌦，．イ∵’『 メ㌧∴，・

H．17号住居跡全景（北から）

H－18号住居跡竈全景（西から）



PL5

H－18・19号住居跡全景（南から） H－19号住居跡竈全景（西から）

H－20号住居跡全景（南から） H－20号住居跡竈全景（西から）

H－21号住居跡全景（南から）

、，

・乱q・寡，

麟騨
H－21号住居跡竈全景（西から）

、一　レ　　　　　㌧！

H－22号住居跡全景（南から）

携郷鍾

H－22号住居跡竈全景（西から）



PL．6

H－22・23号住居跡全景（南から）

轟嚢・

H－24号住居跡全景（西から）

H－25号住居跡全景（南から）

H－26号住居跡竈全景（西から）

．鷺譲

H－23号住居跡竈全景（西から）

：轟

H－24号住居跡竈全景（西から）

H－26・27号住居跡全景（南から）

H－27号住居跡竈全景（西から）



・蔑麹㍉
H－28号住居跡全景（北から）

H－29号竈全景（西から）

H－30号住居跡竈全景（西から）

．．フ

．ノ

臓
ザ，

H－31号住居跡杢景（西から）

PL．7

H－28号住居跡竈全景（西から）

　　　　　且23・30・31号住居跡、D－28号土坑全景

H－31号住居跡竈付近遺物出土状況（西から）

騨，’郷’‘、

鐵i欝滋
醸　望・メ1桑！　・属

雛　．

H－31号住居跡竈全景1茜ふら）



PL．8

H－32号住居跡全景（北から）

H－33号住居跡全景（西から）

H－34号住居跡全景（西から）

H－34号住居跡新竈横（北から）

駁

1瀕．

響藩

H－32号住居跡竈全景（西から）

織騰

擢

　　　　　H－33号住居跡竈全景（西から）

H－34号住居跡新竈全景（西から）

醸醐

H－34号住居跡、P－3・5号柱穴（西から）



PL．9

篶概F『『
解1．．

、〆卜　　　，1

し

P騰

賦

　　，　E酔

き　し

1貯
捌，’

　蛍

ぜ團圏

’1

．灘　 。’

R1号堀立柱建物跡全景（南から）

B区中央部全景（鄭ら）

．騰

T」2号竪穴状遺構及び1号周溝状遺構全景（北から）

鯉麟、　ζ・一　、

、噂

R3号堀立柱建物跡全景（南から）

1》・甲・1

T2号竪穴状遺構遺物出土状況（東から）



PL．10

0蒐嘉纏鰹

W4・2号溝跡全景（南から）

驚繋1糞灘翻

W3号溝跡セクション（西から）

W』6号溝跡全景（北から）

　　　色聖

W－6号溝跡セクション（北から）

藩繍

1・塔1　　、無

齢
，　　　　　　　　　　　　一

灘撫

醗醸騰灘糠
T－2号井戸跡全景（北から）

　　　　欝

　　　　灘
　　　　　』～　　孚』　　　　　　一　　　　　』

　　　　　　り

～、
懸継

舅蟹撫．〔庵飛

愚叢転轡『

・』噛一桝パ・
糞嬉1一・一

ん2号道路状遺構全景（北から）

2号周溝状遺構獣骨（北から） 1号不明遺構全景（西から）



PL11

1（Hの 2（H2） 2（H－2）

4（H－2） 8（H－2） 9（H－2）

14（H－3）

曳斗・、　働
15（H－3）

・悌　　　：之親‘、

17（｝玉3）

10（H－2）

16（H－3）

一3）

11（H－2）

22（H－3）

　　　　　　　　自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　23（H－4） 4（H－4） 25（H－4）

31（H－6） （H｛沁 33（H・6）

’1



　　『1

　幽　1
　レ

『　l

　

　l

PL．12

37（H・10）
　　　　嚇・、瀞露”
　　　　　　　　　　　　　　　　38（H－10） （H曹11）

』ニレ鷲

42（H－10）

39（H－10）

47（H－12）

45（H－11）

49（H・13）

52（H－14） 60（H－15）

蹴ミ職≧嘉郵．難

61（H－15）

54（H－14） 62（m5）

駄．

63（H－15）

（H－16） 75（H－19）

望7

購・蟻置
　　　　　　　　　　　　　69（田8） 76（H－19）

　鹸・、加腫属嘱．

：離拶

77（H－19）



PL．13

、』γ
78田一19）

79（H－19）

113（H－30）

（H－30）

81σ｛一20）

86（H－21）

93（H－23）

　　　　㍉3　　㌧・身歌覧・
　　　　　　　　　　　　　　　翫襲

灘灘欝
　　　　　　　　　　　　　　　　98（H－24）

9（H・24）

礪
　’、

審糠’1

轟ヒ

二・鍵慧幽

マ￥

82（H－20）

83（H－20）

102（H－24）

麟　　　団　　　、初㌧

㌧薄学蟄．
　　　　　　　　　　〆ノ

　　、．

嘉鞠、贈・
　　　　　　　　　　　　　103（H．25） 07（H・26）

メ』’雰・ン・ン』 ∬噂謹ン

隔》

・剛ぽ

108（H－27）

111（H－28） 4（H－31） （H－31



PL．14

　㍉　漕t亡｝甲F病・隻声

117（H－31）

118（H－31）

120（H－34）

121（H－34）

（H－34）

124（H－34）

爆轡
　　　　　　　126（H－34）

－｝！一』覧

129σL2）

簿爵騨、食
130（P2）

（H－34）

131（P2） ぺ出 125（H－34）

・駈　　　　　　　■　　　　　　　■
，耀

132σ一2）

鱗悔

133σ2） 134σ2）

35σ一2）

・☆離
義織灘

136σ、2） 138（D－5）



PL．15

140（1）．5） 嫌試■ 141①一7） 142（D⑳

145（D－39） 146（D・39） 4（D－69）

147（D－39）

174（2号土器埋納土坑）

148（D－39）

175（2号土器埋納土坑）

聖

N
（2万周溝状遺構）

176（2号土器埋納土坑） 177（2号土器埋納土坑） 178（1号不明遺構）

瓦3（H－21） 瓦6倶24） （1万不明遺構）

瓦4（H－31） 13（1ト2） 180（xgo，y131）



PL．16

1号土器埋納土坑から出土した土器

　鴎〆　　　　　　瓦2

瓦1

瓦7

瓦10

獄

瓦12

瓦4

主な瓦



PL17

銭5

銭14

銭19

銭28

銭8

銭15

銭20

銭31

銭9

銭16

銭24

銭32

銭11

銭17

銭25

銭12

銭18

銭26

古銭

鉄1

蜜
鉄8

～
事

　t・f

v焉．

11撃・

ぐq
　鉄7　　　　　　鉄2

弼サ蚕．

パム
　　　　　墜，轡割

・＝
・

ノ

鉄9

鉄3

鉄4

石5

鉄5

藩一一

〆堕

石1

鉄6

　　　　　石4

石6

藤
’逓

ヴ

石3

鉄製品・玉類・石器・砥石・石製品



抄 録

フ　リ　ガ　ナ モトソウシ“ヤオウミイセキクやン　　モトソウシ“ヤオミウチヨンイセキ

書　　　　　名 元総社蒼海遺跡群　元総社小見内IV遺跡

副　　書　　名 前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名

シリーズ番号

編　著　者　名 齊木　一敏　　　高坂　麻子

編　集　機　関 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

編集機関所在地 〒371－0018　群馬県前橋市三俣町二丁目10－2

発行年月日 西暦2003年3月25日

フリガナ

収遺跡名

フリガナ

在　地

コ　ー　ド 位　　　置
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 北緯 東経

モトソウジャオミウチヨンイセキ

総社小見内IV遺跡

マエバシシモトソウジャマチ

橋市元総社町
10201 14AIl4

36Q
3’

1”

139。
2’島

2”

20020604

0021121

1，924㎡
前橋都市計画事業元総社蒼海

地区画整理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

モトソウジャオミウチヨンイセキ

総社小見内IV遺跡
集落跡 古墳・奈良・平

・中世

住居跡、掘立柱建物跡、溝跡、

坑、土坑墓、柱穴　他
土師器、須恵器、灰粕陶器、青

、カワラケ、瓦、鉄製品　他
な　し

卜1



元総社蒼海遺跡群　元総社小見内IV遺跡

平成15年3月20日　印　　刷

平成15年3月25日発行
編集発行

印　　刷

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

前橋市三俣町二丁目10－2

TEL　O27－231－9531
株式会社　開文社印刷所
前橋市大手町三丁目18－7

TEL　O27－231－2597


	序
	例言・凡例
	目次
	Ⅰ　調査に至る経緯
	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	1　遺跡の立地
	2　歴史的環境

	Ⅲ　調査方針と経過
	1　調査方針
	2　調査経過

	Ⅳ　基本層序
	Ⅴ　遺構と遺物
	1　竪穴住居跡
	2　掘立柱建物跡
	3　竪穴状遺構
	4　溝跡・溝状遺構
	5　土坑・柱穴・井戸跡
	6　道路状遺構
	7　周溝状遺構
	8　土坑墓群
	9　土器埋納土坑
	10　不明遺構
	11　グリッド等出土遺物

	Ⅵ　考察
	図版
	口絵
	1．W－3号溝跡全景（北から）
	2．2号周溝状遺構全景（南から）
	3．C区全景（東から）
	4．元総社小見内Ⅳ遺跡出土遺物

	PL
	PL．1　A区中央部全景他
	PL．2　H－3～6号住居跡
	PL．3　H－8～13号住居跡
	PL．4　H－14～18号住居跡
	PL．5　H－18・19～22号住居跡
	PL．6　H－22・23～27号住居跡
	PL．7　H－28～31号住居跡
	PL．8　H－32～34号住居跡
	PL．9　B区中央部全景他
	PL．10　W－1・2号溝跡他
	PL．11　H－2～6号住居跡出土遺物
	PL．12　H－10～19号住居跡出土遺物
	PL．13　H－19～31号住居跡出土遺物
	PL．14　H－31～34号住居跡、T－2号竪穴状遺構、D－5号土坑出土遺物
	PL．15　D－5・7・8・39・69号土坑、2号土器埋納土坑、1号不明遺構、グリッド出土遺物、瓦
	PL．16　1号土器埋納土坑から出土した土器、主な瓦
	PL．17　古銭、鉄製品・玉類・石器・砥石・石製品


	挿図
	Fig．1　元総社蒼海遺跡群位置図
	Fig．2　周辺遺跡図
	Fig．3　本遺跡の位置図とグリッド設定図
	Fig．4　A区標準土層
	Fig．5　B区標準土層
	Fig．6　c区標準土層
	Fig．7　A区全体図
	Fig．8　B区全体図
	Fig．9　C区全体図
	Fig．10　D区全体図
	Fig．11　時期別の遺構配置図
	Fig．12　T－2号竪穴状遺構と周辺の遺構
	Fig．13　H－1・2・3住居跡
	Fig．14　H－2・3号住居跡　竈
	Fig．15　H－4・5号住居跡
	Fig．16　H－6・8号住居跡、D－25・28号土坑
	Fig．17　H－9・10・11号住居跡
	Fig．18　H－12・13・14号住居跡
	Fig．19　H－15・16・17号住居跡
	Fig．20　H－18・19号住居跡
	Fig．21　H－20・21・28号住居跡、D－69号土坑
	Fig．22　H－22・23号住居跡
	Fig，23　H－24・25・29号住居跡、D－72号土坑
	Fig．24　H－26・27号住居跡
	Fig．25　H－30・31・32号住居跡、D－82号土坑
	Fig．26　H－33・35号住居跡
	Fig．27　H－34号住居跡
	Fig．28　B－1～3号掘立柱建物跡
	Fig．29　T－1　2　3号竪穴状遺構
	Fig．30　T－5・6・7号竪穴状遺構
	Fig．31　W－1・2号溝跡、DB－2～8
	Fig．32　W－3号溝跡
	Fig．33　W－4・5号溝跡
	Fig．34　W－6号溝跡
	Fig．35　1～6号溝状遺構
	Fig．36　D－1～27号土坑
	Fig．37　D－29～60号土坑
	Fig．38　D－61～89土坑
	Fig．39　D－90～109号土坑、P－55号柱穴
	Fig．40　D－110～132号土坑、DB－1号土坑墓
	Fig．41　P－1～41号柱穴
	Fig．42　P－42～85号柱穴
	Fig．43　P－66・67・72　73号柱穴、I－1・2号井戸跡、A－1・2号道路状遺構
	Fig．44　1・2号周溝状遺構、1号不明遺構
	Fig．45　H－2・3号住居跡出土の土器
	Fig．46　H－3・4・5・6・8号住居跡出土の土器
	Fig．47　H－10・11・12・13号住居跡出土の土器
	Fig．48　H－14・15・16・17号住居跡出土の土器
	Fig．49　H－18・19号住居跡出土の土器
	Fig．50　H－20・21号住居跡出土の土器
	Fig．51　H－22・23号住居跡出土の土器
	Fig．52　H－24・25号住居跡出土の土器
	Fig．53　H－26・27・28・30・31号住居跡出土の土器
	Fig．54　H－31・34・35号住居跡出土の土器
	Fig。55　T－2号竪穴状遺構、W－2号溝跡、D－7・8・14・25・69号土坑出土の土器
	Fig・56　D－39号土坑、2号周溝状遺構、1号不明遺構、グリツド出土、C区表採の土器
	Fig．57　T－2号竪穴状遺構、D－5号土坑、1号土器埋納土坑出土の土器（カワラケ）
	Fig・58　1・2号土器埋納土坑出土の土器（カワラケ）
	Fig．59　瓦（1）
	Fig．60　瓦（2）
	Fig．61　瓦（3）
	Fig。62　瓦（4）
	Fig．63　古銭
	Fig．64　鉄製品・玉類・石器・砥石・石製品

	表
	Tab．1　元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表
	Tab．2　住居跡一覧表
	Tab．3　土坑・柱穴・井戸跡計測表
	Tab．4　時期別の遺構数
	Tab．5　小見内IV西部、小見内Ⅳ東部、小見内Ⅲ西部の比較
	Tab．6　T－2号竪穴状遺構と周辺遺跡の遺構との比較
	Tab．7　上野国分寺・尼寺中間地域の土坑墓
	Tab．8　土器観察表
	Tab．9　出土古銭一覧表
	Tab．10　瓦観察表
	Tab．11　鉄器・鉄製品観察表
	’Tab．12　石器・石製品観察表


